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「機械を作る機械」＝「マザーマシン」の
基幹製品を生産する世界的メーカー

株式会社 アルプスツール
代表取締役社長田中光幸

Tanaka Mitsuyuki

【プロフィール】
田中光幸（たなかみつゆき）
１９４８年生まれ　上田市出身
１９７１年 ㈱アルプスツール　入社
２００４年 取締役製造部長
２０１２年 常務取締役
２０１８年 代表取締役社長
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アルプスツールで生産されるツーリングは国内トップクラスのシェアを誇る

　

長
野
県
の
坂
城
町
に
本
社
を
置
く
、
株
式
会

社
ア
ル
プ
ス
ツ
ー
ル
。

　

同
社
は
、
日
本
の
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
に
、

「
バ
ー
フ
ィ
ー
ダ
ー
」
や
「
ツ
ー
リ
ン
グ
」
な

ど
の
機
械
や
基
幹
部
品
を
供
給
し
て
い
る
ト
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
国
内
に
は
坂
城
町
を
は

じ
め
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
仙
台
、
広

島
、
群
馬
の
７
カ
所
に
営
業
所
が
あ
り
、
海
外

に
は
中
国
と
タ
イ
に
工
場
が
、
ア
メ
リ
カ
と
ド

イ
ツ
に
販
売
拠
点
が
あ
る
。

　
　「

工
作
機
械
」
は
、「
機
械
を
作
る
機
械
」「
マ

ザ
ー
マ
シ
ン
」
で
あ
る
。
こ
の
性
能
に
よ
っ

て
、
出
来
上
が
る
機
械
の
品
質
や
競
争
力
が
大

き
く
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
世
界

各
国
は
、
工
作
機
械
を
戦
略
的
基
幹
産
業
と
し

て
重
視
し
、
そ
の
発
展
に
努
め
て
い
る
。

　

日
本
の
工
作
機
械
は
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の

性
能
と
品
質
を
誇
っ
て
お
り
、
世
界
の
も
の
づ

く
り
の
基
盤
を
足
も
と
か
ら
支
え
て
い
る
。
ア

ル
プ
ス
ツ
ー
ル
は
、
そ
う
し
た
優
れ
た
国
内
の

機
械
メ
ー
カ
ー
に
、
工
作
機
械
の
作
動
に
欠
か

せ
な
い
、
重
要
か
つ
高
性
能
な
部
品
を
供
給
し

て
い
る
。

　
　

　

ア
ル
プ
ス
ツ
ー
ル
は
、
昭
和
４
年

（
１
９
２
９
）、
東
京
亀
戸
で
宮
野
利
盛
氏
に

よ
り
創
業
さ
れ
た
「
宮
野
鑢や

す
り

製
造
所
」
に

は
じ
ま
る
。
戦
争
が
激
化
し
た
昭
和
１６
年

（
１
９
４
１
）
に
、
長
野
県
の
招
致
に
よ
り
、

坂
城
町
に
工
場
を
移
転
（
疎
開
）
し
て
き
た
。

　

当
初
は
、
工
業
用
組
ヤ
ス
リ
の
生
産
が
主
で

あ
っ
た
が
、
戦
後
、
ラ
イ
タ
ー
ヤ
ス
リ
、
さ
ら

に
ラ
イ
タ
ー
ヤ
ス
リ
の
ピ
ー
ス
を
作
る
工
作
機

械
（
自
動
盤
）
を
製
造
・
販
売
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
４４
年
（
１
９
６
９
）、
工
作

機
械
に
用
い
る
ツ
ー
リ
ン
グ
と
バ
ー
フ
ィ
ー

ダ
ー
を
製
造
す
る
部
門
が
独
立
し
、
ア
ル
プ
ス

ツ
ー
ル
が
設
立
さ
れ
た
。
平
成
か
ら
令
和
に
年

号
が
変
わ
っ
た
令
和
元
年
（
２
０
１
９
）５
月

１
日
の
、
ま
さ
に
５０
年
前
の
そ
の
日
で
あ
っ

た
。

　
　

　

現
在
、
ア
ル
プ
ス
ツ
ー
ル
の
代
表
取
締
役
を

務
め
る
田
中
光
幸
社
長
は
、
綱
島
武
寛
前
社
長

の
急
逝
に
よ
り
、
平
成
3０
年
（
２
０
１
８
）
に

代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
、
同
社
の
さ
ら
な

る
躍
進
の
た
め
に
陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
。

　

同
社
の
主
力
製
品
で
あ
る
、
バ
ー
フ
ィ
ー

ダ
ー
と
ツ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
田
中
社
長

は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
バ
ー
フ
ィ
ー
ダ
ー
は
、
数
値
制
御
装
置
（
Ｎ

Ｃ
装
置
）
が
組
み
込
ま
れ
た
Ｎ
Ｃ
旋
盤
（
自
動

盤
）
の
加
工
部
に
、
材
料
の
棒
材
を
自
動
的
に

送
り
込
む
自
動
棒
材
供
給
機
で
す
。
人
間
の
手

で
行
う
よ
り
も
正
確
で
す
し
、
加
工
作
業
を
止

め
ず
に
無
人
で
２４
時
間
動
か
し
、
大
量
の
製
品

を
生
産
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
か
ら
、
生
産
効

率
を
大
幅
に
向
上
で
き
ま
す
」

　

同
社
の
バ
ー
フ
ィ
ー
ダ
ー
は
、
高
速
・
静

粛
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
国
内
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
、
産
業
界
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
て
い

る
。
高
精
度
で
故
障
が
少
な
く
、
動
作
が
安
定
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▪沿革
年 出来事など

昭和４年（１９２９） 東京（亀戸）に宮野鑢製造所を設立
昭和１６年（１９４１） 長野県埴科郡坂城町に工場を移転
昭和１８年（１９４3） 宮野鑢製造株式会社を設立
昭和４４年（１９６９） 株式会社アルプスツールを設立
平成１3年（２００１） テクノさかき事業所を建設（第二・第三

工場を統合）
平成１４年（２００２） ＡＬＰＳ　 ＴＯＯＬ（ＴＨＡＩＬＡＮＤ）ＣＯ．，ＬＴＤ

を開設
平成１８年（２００６） 阿尓卑斯工具（大連）有限公司開設

ＡＬＰＳ　 ＴＯＯＬ ＵＳ　Ａ，ＩＮＣ 開設
平成２０年（２００８） ＡＬＰＳ　 ＴＯＯＬ Ｅｕｒｏｐｅ　 ＧｍｂＨ 開設
平成3０年（２０１８） 代表取締役社長に田中光幸氏が就任
平成3１年（２０１９） 設立５０周年（創業９０年）

し
て
い
る
と
評
判
で
売
り
上
げ
も
着
実
に
伸
び

て
い
る
。

　
　「

ツ
ー
リ
ン
グ
と
は
、
工
作
機
械
に
取
り
付

け
る
工
具
類
で
、
ド
リ
ル
や
チ
ッ
プ
な
ど
の

切
削
工
具
と
機
械
の
主
軸
を
つ
な
ぐ
、
い
わ

ば
ア
ダ
プ
タ
ー
で
す
。
工
作
機
械
が
行
う
、

１
０
０
０
分
の
１
ミ
リ
以
下
の
精
密
加
工
の
精

度
を
左
右
す
る
極
め
て
重
要
な
基
幹
部
品
で

す
。
こ
の
た
め
、
当
社
で
は
ツ
ー
リ
ン
グ
を
作

る
機
械
設
備
に
毎
年
数
億
円
の
投
資
を
し
て
い

ま
す
。
高
精
度
で
、
世
界
的
に
評
価
の
高
い
機

械
や
、
１
台
１
億
円
く
ら
い
す
る
よ
う
な
機
械

も
導
入
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
同
社
は
製
造
困
難
な
特
殊
な
ツ
ー
リ

ン
グ
を
作
る
技
術
力
を
強
み
と
し
、
多
品
種
少

量
の
製
品
生
産
態
勢
を
整
え
て
い
る
。

　

ツ
ー
リ
ン
グ
は
、
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
の
Ｏ

Ｅ
Ｍ
（
相
手
方
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
委
託
生
産
）

な
の
で
、
ア
ル
プ
ス
ツ
ー
ル
が
直
接
、
一
般
企

業
に
販
売
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
の
こ
と
。

　
　「

国
内
の
自
動
車
、
半
導
体
、
建
設
機
械
な

ど
の
製
造
工
場
で
多
く
の
工
作
機
械
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
日
本
の
工
作
機
械
は
非
常
に
優

れ
て
い
る
の
で
、
国
内
で
生
産
さ
れ
る
工
作
機

械
の
う
ち
６５
パ
ー
セ
ン
ト
は
輸
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
生
産
と
市
場
の
中
心
が
中
国

に
な
っ
た
た
め
、
日
本
の
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー

も
中
国
に
工
場
や
事
業
所
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
現
地
の
日
本

メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
部
品
供
給
で
す
。
当
社
も

中
国
の
大
連
に
工
場
を
持
ち
、
タ
イ
で
も
２
カ

所
の
工
場
を
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
と

ア
メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
販
売
拠

点
を
設
け
て
い
ま
す
」

　
　

　

こ
の
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き

た
の
は
、
綱
島
前
社
長
の
お
陰
だ
と
、
田
中
社

長
は
感
謝
し
て
い
る
。

「
前
社
長
は
英
語
が
堪
能
で
し
た
の
で
、
本

人
が
直
接
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ

て
関
係
作
り
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
日

本
の
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
で
販
売
す
る
と
、
そ
れ
に
使
う
バ
ー
フ
ィ
ー

ダ
ー
や
ツ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
部
品
は
、
現
地

の
メ
ー
カ
ー
か
ら
調
達
し
て
い
ま
し
た
。
海
外

輸
出
が
６５
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
も
あ
り
ま
す
の

で
、
残
り
の
国
内
3５
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
市
場

で
、
商
売
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

は
会
社
が
成
り
立
た
な
い
の
で
、
海
外
に
拠
点

を
設
け
、
そ
こ
か
ら
、
海
外
進
出
し
た
日
本
の

工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
に
、
当
社
の
製
品
を
納
入

す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」

　
　

　

田
中
社
長
は
、
今
後
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

に
業
務
を
展
開
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
か
ら
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
会
社
に
す
る
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
外
国
人

を
雇
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
中
国

と
タ
イ
を
中
心
に
、
バ
ー
フ
ィ
ー
ダ
ー
や
ツ
ー

リ
ン
グ
な
ど
の
売
り
上
げ
を
さ
ら
に
伸
ば
し
た

い
と
い
う
。

「
中
国
に
は
工
場
は
あ
り
ま
す
が
、
販
売
拠

点
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
で
多
く
の
製
品
を
生

産
し
、
い
っ
た
ん
日
本
に
輸
入
し
て
か
ら
、

世
界
に
進
出
し
た
日
本
メ
ー
カ
ー
に
供
給
し
て
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切削工具と工作機械をつなぐツーリング。加工精度を左右する基幹部品である

壁一面に貼られる特許証の数々。ここからもアルプスツールの技術
力、開発力の高さをうかがい知ることができる

■企業データ（令和３年１０月現在）
株式会社 アルプスツール
●代 表 者 代表取締役社長　田中光幸
●所 在 地 〒389-０698　長野県埴科郡坂城町坂城１００7０
●設 立 １969年5月1日
●資 本 金 １億円
●事業内容
主要製品

工作機械用ツーリング・自動棒材供給機
生産

●従業員数 335名
●W E B http://www.alpstool.com/

い
ま
す
。
中
国
か
ら
外
国
に
直
接
出
荷
す
る
こ

と
も
、
中
国
国
内
で
売
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
少
な
い
。
中
国
は
社
会
主
義
な
の

で
難
し
い
こ
と
が
多
く
、
賃
金
も
上
が
り
つ
つ

あ
る
た
め
、
メ
リ
ッ
ト
は
薄
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
市
場
は
大
き
い
。
当
社
独
自
の
拠
点
を

設
け
、
も
っ
と
販
売
活
動
を
盛
ん
に
し
た
い
と

考
え
て
ま
す
」

　

タ
イ
も
工
場
が
主
体
で
、
販
売
の
拠
点
が

な
い
そ
う
だ
。
タ
イ
は
イ
ン
ド
に
近
く
、
近

年
、
経
済
成
長
が
著
し
い
ベ
ト
ナ
ム
に
も
近

い
。
タ
イ
に
強
力
な
販
売
拠
点
を
作
れ
ば
、
ベ

ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

地
域
か
ら
イ
ン
ド
ま
で
の
販
売
網
を
形
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
田
中
社
長
は
睨
む
。

　
　「

や
る
か
ら
に
は
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な

ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
、
み
ん
な
で
話
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
ツ
ー
リ
ン
グ
に
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ツ
ー
リ
ン
グ
に
関
し
て

は
、
世
界
に
も
、
多
く
の
優
れ
た
メ
ー
カ
ー
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
と
比
べ
て
も
遜
色
が
な

い
。
い
や
、
既
に
現
在
、
当
社
の
製
品
が
世
界

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
品
質
で
あ
る
と
、
自
負
し
て

い
ま
す
」

　
　

　

坂
城
の
製
造
業
を
黎
明
期
か
ら
リ
ー
ド
し
て

き
た
ア
ル
プ
ス
ツ
ー
ル
は
、
今
日
で
は
世
界
の

生
産
現
場
を
支
え
る
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
へ
と

発
展
を
遂
げ
た
。
同
社
が
誇
る
高
品
質
な
製
品

と
高
度
な
開
発
技
術
は
、
新
た
な
時
代
の
も
の

づ
く
り
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
。
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平成日本の象徴！ スカイツリーに刻まれた誇り
驕らずスケール感を大事に進歩を重ねる

株式会社 岡田製作所
代表取締役社長岡田一也

O kada Kazuya

【プロフィール】
岡田一也（おかだかずや）
１９６２年生まれ　坂城町出身
１９８５年 �日立コンピューターエンジニアリング㈱

（当時・日立製作所神奈川工場）勤務
１９９０年 ㈱岡田製作所　入社
１９９２年 取締役工場長
２００２年 代表取締役社長
趣味はドライブと旅行
社是は「心技一体・創造力・改革革新」
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自立式電波塔として建設されたスカイツリーのアンテナ素子を
製作した

　

日
本
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
建
築

物
が
数
多
く
生
ま
れ
た
平
成
と
い
う
時
代
。

六
本
木
ヒ
ル
ズ
（
平
成
１５
年
〈
２
０
０
３
〉
開

業
）
や
新
丸
の
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
平
成
１９

年
〈
２
０
０
７
〉）、
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
（
平
成
２４

年
〈
２
０
１
２
〉）
な
ど
繁
華
街
の
商
業
施
設

や
劇
場
と
い
っ
た
文
化
施
設
な
ど
を
数
え
上
げ

れ
ば
キ
リ
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
も
群

を
抜
い
た
知
名
度
を
誇
る
建
物
と
い
え
ば
や
は

り
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
だ
ろ
う
。
６
３
４
メ
ー

ト
ル
と
い
う
高
さ
は
、
自
立
式
電
波
塔
と
し
て

世
界
一
位
を
誇
る
。
平
成
２４
年
開
業
、
ま
さ
に

時
代
を
代
表
す
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
こ
の
タ
ワ
ー
の
建
造
に
、
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
企
業
が
坂
城
町
に
あ
る
。
平
成

最
後
の
年
、
令
和
元
年
に
記
念
す
べ
き
節
目
と

な
る
創
業
５０
周
年
を
迎
え
た
岡
田
製
作
所
が
そ

れ
だ
。
こ
の
事
業
に
携
わ
る
こ
と
に
対
し
て

は
、
代
表
取
締
役
で
あ
る
岡
田
一
也
社
長
が
懸

け
る
大
き
な
思
い
が
あ
っ
た
。

　
　「

も
と
も
と
仕
事
上
で
取
引
が
あ
っ
た
日
立

電
線
（
当
時
）
さ
ん
が
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
ア
ン

テ
ナ
の
建
設
を
受
注
し
ま
し
て
、
当
社
は
そ
こ

か
ら
お
話
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。
正
直
な
と

こ
ろ
、
当
社
と
し
て
は
無
理
し
て
ま
で
引
き
受

け
る
必
要
性
を
感
じ
な
い
仕
事
で
し
た
し
、
そ

の
つ
も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
日

本
を
代
表
す
る
タ
ワ
ー
と
な
る
で
あ
ろ
う
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
の
建
造
に
携
わ
る
こ
と
が
社
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
引
き
受
け
る
こ
と
に

し
た
ん
で
す
」

　
　

　

事
実
、
岡
田
社
長
の
そ
の
読
み
は
見
事
に
的

中
。
社
員
の
や
る
気
は
俄
然
、
上
が
っ
た
の
だ

そ
う
。

　
　「

当
社
の
皆
か
ら
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
何

し
ろ
子
供
た
ち
の
受
け
が
い
い

ん
で
す
。
き
っ
と
、『
う
ち
の

親
の
会
社
が
あ
の
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
の
部
品
を
作
っ
て
い
る
ん

だ
！
』
と
思
え
る
こ
と
が
誇
ら

し
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。
も
ち
ろ

ん
子
供
同
様
、
社
員
に
と
っ
て

も
そ
の
気
持
ち
は
同
じ
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
当
時
、
ま
だ
建

設
中
だ
っ
た
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を

隅
田
川
の
船
上
か
ら
眺
め
る
と

い
う
ツ
ア
ー
に
社
員
旅
行
で

行
っ
た
り
も
し
ま
し
た
よ
。『
完

成
し
た
暁
に
は
、
今
度
は
実
際

に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
昇
り
に
来

よ
う
！
』
な
ん
て
話
も
そ
の
こ
ろ
、
出
た
り
し

ま
し
た
。
そ
ち
ら
は
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
の

で
す
が
（
笑
）」

　
　

　

い
つ
か
あ
の
日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
、
世
界

に
冠
た
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
社
員
の
み
ん
な
で

昇
ろ
う
、
と
い
う
夢
。
作
り
手
で
あ
る
企
業
に

と
っ
て
、
い
つ
か
果
た
し
た
い
思
い
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　
　

　

企
業
規
模
と
し
て
見
た
場
合
、
岡
田
製
作
所

は
決
し
て
大
き
く
は
な
い
が
、
そ
れ
に
は
岡
田
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▪沿革
年 出来事など

昭和１０年（１９3５） 岡田四郎が岡田銅鉄細工場を創業
昭和４４年（１９６９） 岡田栄一が有限会社岡田銅鉄を設立
昭和４８年（１９７3） 株式会社岡田製作所に組織変更
昭和４９年（１９７４） 電気用品製造事業登録・配線器具製造事

業を開始
平成１２年（２０００） 板金統合生産管理システムによる工場内

ネットーワークを完成
平成１４年（２００２） 代表取締役社長に岡田一也氏が就任
平成１８年（２００６） 坂城インター工業団地内に工場を新設し

移転
平成２７年（２０１５） ファイバーレーザー複合機、ＪＭ用自動

半田付け装置を開発導入
平成２９年（２０１７） ＵＬ認証マークの表示許可工場となる
平成3０年（２０１８） ハイブリッド式竪型射出成形機、ＪＭ用

成型後曲げロボット装置を導入
令和２年（２０２０） 3Ｄ ＣＡＤ Ｓ　hｅ　ｅ　tWｏｒks を導入

最新鋭のインサート成形技術でインバーター部品を生産する

社
長
な
り
の
理
由
が
あ
る
。

　
　「

当
社
の
社
員
数
は
約
3０
名
。
こ
の
数
字

は
、
少
な
く
と
も
昭
和
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
先
代
で
あ
る
私
の
父
親
は

従
業
員
の
数
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
す
が
、
僕
は
そ
こ

は
違
う
ん
で
す
。
こ
れ
は
僕
の
ポ
リ
シ
ー
な
の

で
す
が
、
い
た
ず
ら
に
社
員
数
を
増
や
す
こ
と

は
し
た
く
な
い
。
大
体
、
こ
の
く
ら
い
の
人
数

だ
っ
た
ら
社
員
旅
行
に
行
く
際
も
一
台
の
バ
ス

で
移
動
が
可
能
で
す
し
ね
。
学
校
も
１
ク
ラ
ス

3０
人
学
級
を
標
榜
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
数
的

に
こ
の
辺
が
目
が
行
き
届
く
最
大
人
数
な
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
そ
れ
と
、
従
業
員
に
は

家
族
も
い
ま
す
。
3０
人
の
社
員
、
そ
の
す
べ
て

が
２
人
家
族
だ
っ
た
と
し
て
も
人
数
は
倍
の
６０

人
。
そ
れ
だ
け
の
人
の
生
活
を
支
え
て
い
く
責

任
が
会
社
に
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
社

員
数
は
お
い
そ
れ
と
増
や
す
わ
け
に
も
い
き
ま

せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
う
え
で

も
3０
人
く
ら
い
が
丁
度
い
い
か
な
、
と
い
う
の

が
正
直
な
気
持
ち
で
す
ね
」

　
　

　

岡
田
社
長
が
い
つ
も
心
掛
け
て
い
る
の
は
ス

ケ
ー
ル
感
。
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
会
社

は
持
続
し
て
こ
そ
、
と
い
う
強
い
思
い
だ
。

　
　「

も
と
も
と
祖
父
が
始
め
た
板
金
業
が
当
社

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
屋
根
板
金
で
用
い
る
銅

板
や
ト
タ
ン
板
（
亜
鉛
鉄
板
）
を
加
工
し
て
い

た
ん
で
す
。
昔
の
家
は
ト
タ
ン
屋
根
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
雪
の
多
い
長
野
県
で
は
そ
の
重

み
で
家
が
潰
さ
れ
な
い
よ
う
に
屋
根
を
急
勾

配
に
す
る
必
要
が
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
の
ト
タ

ン
を
葺
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
ほ
か
に
も
冬
場

に
学
校
が
教
室
に
出
す
ス
ト
ー
ブ
の
た
め
の
煙

突
の
設
置
と
撤
去
な
ど
も
し
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
ん
な
仕
事
を
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
で
商

売
的
に
は
先
細
り
だ
ろ
う
、
と
危
惧
し
、
父
親

の
代
か
ら
始
め
た
の
が
プ
レ
ス
業
で
し
た
」

　
　

　

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
岡
田
製
作
所
だ
が
、
今

で
は
プ
レ
ス
・
板
金
加
工
だ
け
で
な
く
成
形
加

工
や
開
発
・
設
計
な
ど
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に
こ

な
す
企
業
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
各
分
野
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
が
集
う
。

　
　「

企
業
と
し
て
は
い
つ
の
時
代
で
も
、
最
新

32

第２章　工　業



曲げ加工工程にはロボットが導入され、２４時間の生産体制を整えている

■企業データ（令和３年１０月現在）
株式会社 岡田製作所
●代 表 者 代表取締役社長　岡田一也
●所 在 地 〒389-０6０2　長野県埴科郡坂城町中之条１75０－5
●設 立 １969年１０月
●資 本 金 １０００万円
●事業内容
主要製品

プラスチック成形品、電子部品・機器、
情報・通信機器等の製造

●従業員数 28人
●W E B －

の
も
の
づ
く
り
を
心
掛
け
る
の
は
当
た
り
前
の

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
自
動
化
、
合
理
化
、
そ

の
時
代
時
代
に
合
わ
せ
た
最
新
の
仕
組
み
を
取

り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
き
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
専
門
性
が
高
ま
り
、
各
セ
ク

シ
ョ
ン
が
一
つ
の
会
社
く
ら
い
の
仕
事
量
を
こ

な
せ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
」

　
　

　

外
製
化
す
る
こ
と
な
く
、
自
社
の
担
当
セ
ク

シ
ョ
ン
に
作
業
を
任
せ
ら
れ
る
こ
と
で
内
製
化

が
図
れ
、
技
術
の
外
部
流
出
も
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
。
非
常
に
合
理
的
で
あ
り
企
業
と
し
て
完

成
型
に
も
思
え
る
こ
の
態
勢
、
岡
田
社
長
も
一

時
期
は
こ
れ
が
ベ
ス
ト
の
方
法
と
思
っ
て
い
た

が
、
最
近
で
は
、
そ
の
考
え
が
少
し
変
わ
っ
て

き
た
と
い
う
。

　

そ
の
基
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
会
社

を
持
続
す
る
と
い
う
視
点
だ
。

　
　「

す
べ
て
を
社
内
で
賄
う
、
こ
れ
が
正
解

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

な
、
と
今
は
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
こ
こ
数
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴
っ
て
か

日
本
国
内
で
も
規
模
の
大
き
な
自
然
災
害
が
起

き
て
い
ま
す
。
実
際
、
長
野
県
内
で
も
大
規
模

な
水
害
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
万
が

一
、
そ
ん
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
自
社
だ

け
で
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
す
べ
て
が
駄
目
に

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
リ
ス
ク
管
理

と
い
っ
た
側
面
か
ら
も
、
自
社
で
請
け
負
え
な

い
分
は
各
地
の
協
力
工
場
に
お
願
い
し
、
積
極

的
に
外
製
化
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
か
な
、
と

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」

　
　

　

平
成
の
3０
年
間
、
日
本
各
地
で
自
然
災
害
が

相
次
い
だ
。
特
に
平
成
２3
年
（
２
０
１
１
）
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
地
震
、
津
波
さ

ら
に
は
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
電
力
危
機

と
い
う
「
想
定
外
」
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
こ

の
未
曽
有
の
大
災
害
を
教
訓
と
し
て
「
事
業
継

続
」
の
重
要
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

岡
田
社
長
の
言
葉
か
ら
は
、
企
業
を
取
り
巻

く
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
対
し
、
現
状
に
安
穏

と
す
る
こ
と
な
く
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
取
り

組
む
ト
ッ
プ
の
姿
勢
と
そ
の
背
景
に
あ
る
取
引

先
や
従
業
者
な
ど
関
係
者
に
対
す
る
社
会
的
責

任
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

会
社
は
持
続
し
て
こ
そ
。

　

岡
田
製
作
所
の
最
新
の
も
の
づ
く
り
へ
の
追

求
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。
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来たるべき時代の先を読み動く
トップの洞察力が導く明日の笑顔

株式会社 カヤマ
代表取締役社長小宮山俊夫

K omiyama Toshio

【プロフィール】
小宮山俊夫（こみやまとしお）
１９５３年生まれ　長野市出身
１９７９年 ㈲賀山工業（現・㈱カヤマ）入社
１９８６年 取締役製造部長
１９８９年 専務取締役
１９９８年 代表取締役社長
趣味は農業（畑耕作）
座右の銘は「日々新たなり」
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カーエアコン用コンプレッサー部品のほか自動車部品、建設機
械部品を生産する

多関節ロボットを導入し、高精度、高効率、低コスト、省力化を追求
する

　

株
式
会
社
カ
ヤ
マ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は
四

つ
の
楕
円
が
並
ん
で
い
る
。
こ
の
楕
円
は
そ

れ
ぞ
れ
に
意
味
が
あ
り
、
そ
の
示
す
も
の

は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
パ

ワ
ー
」「
創
造
力
」「
開
発
力
」「
技
術
力
」
な

の
だ
と
か
。
こ
の
四
つ
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
企

業
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
り
、
そ

れ
ら
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
見
え
る
こ
の
マ
ー

ク
に
こ
そ
カ
ヤ
マ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
（
企
業
理
念
）
が
集
約
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
現
在
、
同
社
代
表
取
締
役

を
務
め
る
小
宮
山
俊
夫
社
長
は
そ
の
草
創
期
を

こ
う
語
る
。

　
　

「
母
体
は
私
の
父
・
小
宮
山
多
賀
雄
が
創
業
し

た
小
宮
山
製
作
所
で
し
た
。
ま
あ
、
昔
は
家
内

制
手
工
業
で
親
父
と
二
人
で
や
っ
て
い
た
よ
う

な
感
じ
で
し
た
よ
（
笑
）」

　
　

　

明
る
く
笑
い
な
が
ら
、
当
時
の
こ
ん
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
話
し
て
く
れ
た
。

　
　「

平
成
に
入
っ
た
１
９
９
０
年
代
、
日
本
企

業
は
相
次
い
で
海
外
進
出
を
果
た
し
て
い
ま
し

た
。
当
社
で
も
扱
っ
て
い
る
自
動
車
部
品
等
の

市
場
の
中
心
が
海
外
な
の
で
自
然
な
流
れ
と
し

て
海
外
進
出
を
考
え
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
平
成

５
年
か
ら
７
年
ま
で
３
年
に
わ
た
り
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
な
ど
現
地
調
査
を
し
て
み
た
の
で
す

が
、
私
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
市
場
が
成
長
し
て
い

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
海
外

進
出
は
ま
だ
時
期
尚
早
な
の
で
は
な
い
か
、

と
思
え
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
各
所
に
挨
拶
を

済
ま
せ
、
早
め
に
日
本
に
戻
ろ
う
、
海
外
進
出

は
ま
た
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
に
親
父
か
ら
『
海
外
工
場
の
契

約
を
し
た
か
ら
、
あ
と
は
頼
む
』
と
い
う
連
絡

が
入
っ
た
ん
で
す
（
笑
）。
自
分
に
そ
の
気
が

な
い
の
に
、
寝
耳
に
水
で
困
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
言
わ
れ
た
以
上
は
や
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
手
っ
取
り
早
く
業
績
を
上
げ
る
た

め
、
量
産
部
品
を
そ
の
海
外
工
場
で
取
り
扱

う
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
そ
の
こ
と
を
知
っ

た
ら
、
今
度
は
親
父
が
驚
い
ち
ゃ
っ
て
。『
お

前
、
海
外
で
量
産
品
を
取
り
扱
う
の
か
！？
』
っ

て
（
笑
）」

　
　

　

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
か
ら
始
ま
っ
た
平
成
時

代
。
そ
の
な
か
で
経
済
効
率
を
求
め
た
日
本
企

業
の
多
く
は
、
海
外
に
生
産
拠
点
を
設
け
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
下
に
お
け
る
価
格
競
争
力
の
保

持
に
努
め
た
。
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タイのナコンラチャシーマーにあるカヤマエンジニアリング。
ここからカヤマの製品を世界に輩出する

▪沿革
年 出来事など

昭和3６年（１９６１） 小宮山製作所として創業
昭和４８年（１９７3） 有限会社賀山工業に改称・改組
平成元年（１９８９） 株式会社エスプリ設立
平成３年（１９９１） 株式会社カヤマに改称・改組
平成８年（１９９６） ＫＡＹＡＭＡ ＥＢＧＥＥＲＩＮＧ ＣＯ．，ＬＴＤ（ＴＨ

ＡＩＬＡＮＤ）設立
平成1０年（1998） 代表取締役社長に小宮山俊夫氏が就任
平成１１年（１９９９） ＩＳ　Ｏ９００２認証取得
平成１４年（２００２） ＩＳ　Ｏ１４００１認証取得
平成２４年（２０１２） ＴＨＡＩ ＡＫＩＢＡ ＣＯ．，ＬＴＤ 共同出資設立
平成２８年（２０１６） ＩＳ　Ｏ／ＴＳ　１６９４９認証取得
平成3０年（２０１８） ＩＳ　Ｏ／TS１６９４９から ＩＡＴＦ１６９４９へ認証移行

　
　

　

そ
ん
な
経
済
の
流
れ
の
な
か
、
小
宮
山
社
長

も
現
地
で
仕
事
を
始
め
る
う
え
で
の
諸
々
の
契

約
を
取
り
ま
と
め
、
カ
ヤ
マ
の
タ
イ
工
場
が
稼

働
を
始
め
た
の
は
平
成
９
年
の
こ
と
。

　
　「

と
こ
ろ
が
タ
イ
工
場
が
始
ま
る
や
否
や
の

６
月
か
７
月
に
タ
イ
で
バ
ー
ツ
危
機
が
起
こ
っ

た
ん
で
す
」

　
　

　

ま
さ
に
カ
ヤ
マ
が
タ
イ
工
場
を
稼
働
さ
せ

た
平
成
９
年
７
月
、
タ
イ
で
起
き
た
通
貨
下

落
。
こ
の
動
き
は
後
に
東
ア
ジ
ア
か
ら
東
南
ア

ジ
ア
へ
と
広
が
る
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
始
ま
り

と
な
っ
た
。

　
　「

こ
の
た
め
受
注
し
て
い
た
仕
事
が
一
気
に

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
タ

イ
国
内
で
は
、
道
路
を
走
っ
て
い
る
コ
ン
テ
ナ

車
を
ほ
と
ん
ど
見
な
か
っ
た
。
工
場
地
帯
で
そ

ん
な
状
態
は
異
様
な
光
景
で
す
よ
ね
。
当
時
の

タ
イ
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
経
済
が
逼
迫
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
」

　
　

　

そ
の
工
場
で
は
現
地
で
採
用
し
た
６０
人
と
日

本
か
ら
出
向
し
た
３
人
が
働
い
て
い
た
。
逆
風

に
見
舞
わ
れ
た
カ
ヤ
マ
の
タ
イ
工
場
。
撤
退
か

継
続
か
？　

小
宮
山
社
長
は
決
断
を
迫
ら
れ
る
。

「
経
済
は
疲
弊
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
た

ま
に
注
文
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
ど
う
に
か

な
る
か
な
、
と
そ
の
ま
ま
待
つ
こ
と
に
し
た
ん

で
す
。
結
局
、
こ
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
は
か
れ

こ
れ
３
年
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
が
何
と
か
脱

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
同
工

場
は
１０
年
以
上
も
の
間
、
安
定
し
て
稼
働
し
て

く
れ
ま
し
た
」

　
　

　

そ
う
し
た
海
外
進
出
を
果
た
し
な
が
ら
、
同

時
に
同
社
が
力
を
入
れ
て
き
た
の
が
各
種
認
証

の
取
得
だ
。
平
成
１１
年
（
１
９
９
９
）
に
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
２
、
平
成
１４
年
（
２
０
０
２
）
に
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
そ
れ
ぞ
れ
認
証
取
得
（
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
は
（
株
）
カ
ヤ
マ
と
関
連
会

社
で
あ
る
（
株
）
エ
ス
プ
リ
も
同
時
に
取
得
）。

そ
し
て
平
成
２８
年
に
Ｔ
Ｓ
１
６
９
４
９
を
認
証

取
得
し
た
。

　
　「

こ
れ
は
自
動
車
業
界
に
特
化
し
た
国
際
規

格
で
、
タ
イ
の
現
地
工
場
も
取
得
し
て
い
ま

す
。
こ
の
規
格
を
取
得
し
て
い
る
工
場
を
持
っ

て
い
る
企
業
は
、
世
界
中
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
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■企業データ（令和３年１０月現在）
株式会社 カヤマ
●代 表 者 代表取締役社長　小宮山俊夫
●所 在 地 〒389-０6０１　長野県埴科郡坂城町坂城4487-１
●設 立 １973年７月
●資 本 金 2０００万円
●事業内容
主要製品

カーエアコンコンプレッサー部品（電気
自動車、ハイブリッド車、ガソリン車向
け）、エンジン部品、建設機械部品

●従業員数 １28名
●W E B http://www.kayama-sakaki.co.jp/

と
直
接
取
引
が
で
き
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
長
野
県
内
で
も
こ
の
資
格
を
持
っ

て
い
る
企
業
は
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と

思
い
ま
す
よ
」

　
　

　

驚
く
べ
き
こ
と
だ
が
、
一
般
的
に
こ
の
規
格

の
取
得
に
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
が
関
与
す
る

も
の
だ
が
、
カ
ヤ
マ
の
場
合
は
、
社
内
に
い
た

人
材
だ
け
で
取
得
し
た
と
い
う
。

　
　「

社
員
の
な
か
に
や
る
気
の
あ
る
人
が
い

た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
が
し
た
の
は
掛
け

声
を
か
け
る
だ
け
で
し
た
（
笑
）」

　

そ
う
自
嘲
気
味
に
話
す
が
、
こ
れ
も
小
宮
山

社
長
に
人
を
動
か
す
才
能
が
あ
れ
ば
こ
そ
実
っ

た
成
果
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　
　「

自
動
車
産
業
は
、
ど
の
国
も
基
幹
産
業
に

し
た
が
る
も
の
の
一
つ
で
、
そ
の
た
め
規
制
も

入
り
や
す
い
ん
で
す
。
た
と
え
ば
、
今
だ
と

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
問
題
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
４
年
前
、
私
が
『
カ
ヤ
マ
は
電
気
自
動

車
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
』
と
い
う
話
を
す
る

と
周
り
か
ら
は
『
電
気
自
動
車
は
ま
だ
ま
だ
日

本
で
は
早
い
で
す
よ
』
と
言
わ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。
で
も
、
今
で
は
ま
る
で
反
応
が
違

う
。
走
っ
て
い
る
車
を
見
れ
ば
わ
か
る
と
お

り
、
日
本
国
内
で
も
電
気
自
動
車
が
確
実
に
普

及
し
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
３
、４
年
で
状
況
は

変
わ
り
ま
し
た
。
最
先
端
の
部
品
メ
ー
カ
ー

を
相
手
に
直
接
、
や
り
取
り
を
し
て
い
る
限

り
、
カ
ヤ
マ
は
常
に
最
先
端
を
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ん
で
す
」

　
　

　

常
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
ら
ん
と
す
れ

ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
勇
み
足
で
失
敗
す
る

こ
と
も
あ
る
。

　
　「

ま
あ
ま
あ
。
失
敗
に
関
し
て
は
出
せ
な
い

話
も
多
い
で
す
よ
（
笑
）」

　

踏
み
出
し
た
か
ら
こ
そ
の
勇
み
足
、
そ
の
歩

み
を
留
め
る
こ
と
は
な
い
。
社
員
を
信
じ
、
自

分
を
信
じ
、
決
し
て
平
坦
で
は
な
い
道
を
こ
こ

ま
で
歩
ん
で
き
た
の
だ
か
ら
。

　
　

　

最
後
、
小
宮
山
さ
ん
が
社
長
に
な
っ
て
か
ら

の
四
半
世
紀
近
く
の
感
想
を
尋
ね
て
み
た
。

　
　「

企
業
と
し
て
の
浮
き
沈
み
も
あ
っ
た
で

し
ょ
う
、
と
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、
い
や
い

や
、
ウ
チ
な
ん
て
も
う
ず
ー
っ
と
、
沈
み
っ
放

し
で
す
よ
（
笑
）」

　
　

　

そ
う
朗
ら
か
に
笑
う
小
宮
山
社
長
の
こ
の
明

る
さ
に
社
員
は
魅
了
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
ト
ッ

プ
が
見
せ
る
屈
託
の
な
い
笑
顔
は
企
業
を
回
す

原
動
力
と
な
る
。
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ベアリング最大手・日本精工のグループ会社
「温間鍛造」の独自技術で世界をリードする

株式会社 栗林製作所
代表取締役社長吉満高広

Yoshimitsu Takahiro

【プロフィール】
吉満高広（よしみつたかひろ）
１９６５年生まれ　東京都出身
１９８９年 日本精工㈱　入社
２０００年 ㈱栗林製作所　入社
２００４年 取締役管理部長
２００７年 代表取締役専務
２００８年 代表取締役社長
趣味は登山
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株
式
会
社
栗
林
製
作
所
は
、
昭
和
１９
年

（
１
９
４
４
）
に
創
立
さ
れ
、
主
に
自
動
車
用

の
軸
受
（
ベ
ア
リ
ン
グ
）
に
用
い
る
部
品
を
製

造
し
て
き
た
。
高
品
質
と
限
り
な
く
高
い
信
頼

性
を
要
求
さ
れ
る
自
動
車
。
そ
の
部
品
の
な

か
で
も
、
ベ
ア
リ
ン
グ
は
荷
重
や
酷
使
に
耐

え
、
滑
ら
か
に
回
転
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
宿
命
に
あ
る
部
品
の
代
表
格
だ
。
同
社
で

は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
研
鑚
を
重
ね
て
き
た

独
自
の
先
進
技
術
を
も
と
に
、
強
度
、
性
能
ほ

か
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
ユ
ー
ザ
ー
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
常
に
品
質
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　
　

　

同
社
の
代
表
取
締
役
の
吉
満
高
広
社
長

は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

「『
産
業
の
コ
メ
』
と
も
言
わ
れ
て
い
る
軸
受

は
、
古
く
か
ら
機
械
が
回
転
す
る
と
こ
ろ
で
は

不
可
欠
で
あ
り
、
産
業
機
械
や
自
動
車
の
発
展

と
と
も
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
部
品
構
成
は

シ
ン
プ
ル
で
す
が
、
機
械
の
効
率
や
寿
命
、

信
頼
性
に
関
わ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
顧
客
要
求
を
満
た
す
製
品
を
作
り

続
け
る
に
は
、
地
道
な
技
術
の
蓄
積
が
必
要
で

あ
り
、
必
然
的
に
世
界
で
も
製
造
会
社
が
少
な

い
業
界
で
す
。

　

当
社
は
、
こ
の
分
野
の
世
界
の
ト
ッ
プ
メ
ー

カ
ー
の
一
つ
で
あ
る
日
本
精
工
株
式
会
社（
Ｎ
Ｓ

Ｋ
）と
約
６０
年
の
お
取
引
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
平
成
２１
年（
２
０
０
９
）に
は
グ
ル
ー

プ
会
社
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
当
社
の
製
品

は
、
お
取
引
先
を
通
じ
、
世
界
の
主
要
自
動
車

メ
ー
カ
ー
に
広
く
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
」

　
　

　

軸
受
は
、
内
輪
と
外
輪
と
そ
の
間
で
転
が
る

転
動
体
と
言
わ
れ
る
部
品
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、「
回
転
す
る
も
の
」
い
わ
ゆ
る
回
転
軸
を

支
え
る
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
動
く
部
分

の
摩
擦
、
摩
耗
を
制
御
し
、
円
滑
に
少
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
回
転
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
機

械
要
素
部
品
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
加
え
て
静

寂
性
や
小
型
軽
量
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
が

あ
り
、
進
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

栗
林
製
作
所
で
は
、
内
輪
と
外
輪
と
い
う
構

成
部
品
を
製
造
し
て
お
り
、
特
に
自
動
車
用

「
円
す
い
こ
ろ
軸
受
」
用
が
大
半
を
占
め
て
い

る
。
自
動
車
の
需
要
増
、
Ａ
Ｔ
多
段
化
に
よ
る

軸
受
の
使
用
個
数
の
拡
大
に
伴
い
、
同
社
の
業

績
も
、
順
調
に
伸
び
て
き
た
。

　
　

　

吉
満
社
長
は
、
平
成
２０
年
（
２
０
０
８
）
に

起
き
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
前
年
に
社
長
に

就
任
し
た
。
そ
の
前
の
立
場
は
専
務
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
こ
ろ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
名
門
企
業
と

の
取
引
を
担
当
し
て
い
た
。
そ
の
過
程
で
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
し
、
学
ん
だ
と
語
る
。

「
平
成
１４
年（
２
０
０
２
）こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ

の
軸
受
メ
ー
カ
ー
最
大
手
の『
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
』

と
い
う
会
社
か
ら
、
自
動
車
用
円
す
い
こ
ろ
軸

受
の
部
品
を
受
注
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｋ
Ｅ
Ｎ

は
、
円
す
い
こ
ろ
軸
受
を
世
界
に
先
駆
け
て
開

発
し
た
ア
メ
リ
カ
の
老
舗
軸
受
メ
ー
カ
ー
で
、

西
部
劇
に
見
る
よ
う
な
荷
馬
車
の
性
能
を
画
期

的
に
向
上
さ
せ
、
そ
の
後
の
自
動
車
産
業
が
拡

大
す
る
な
か
で
米
国
製
自
動
車
の
８０
パ
ー
セ
ン

ト
シ
ェ
ア
と
な
る
時
代
を
経
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
分
野
へ
も
成
長
し
て
き
た
企
業
で
す
」

　
　

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
日
本
企
業

の
海
外
拠
点
作
り
も
始
ま
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
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▪沿革
年 出来事など

昭和19（1944） 株式会社栗林製作所創立
昭和36（1961） 日本精工（株）の協力企業となる
昭和45（1970） 温間鍛造技術開発
平成９（1997） 南条工場開設
平成14（2002） ＴＩＭＫＥＮ 社との取引開始
平成19（2007） 代表取締役社長に吉満高広氏が就任
平成21（2009） 日本精工（株）の連結子会社化

主に自動車用ベアリングを生産する

で
、
栗
林
製
作
所
で
も
海
外
の
新
規
取
引
先
を

開
拓
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
時

期
に
Ｎ
Ｓ
Ｋ
と
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
が
中
国
で
合

弁
会
社
を
設
立
す
る
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
進
み
や
す
い
環
境
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

大
急
ぎ
で
生
産
体
制
を
整
え
、
提
携
の
話
が

出
て
か
ら
１
年
後
に
は
、
早
く
も
納
品
を
開
始

す
る
こ
と
が
で
き
た
。　

「
大
き
な
問
題
も
な
く
、
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
に

部
品
を
供
給
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
２０
年

（
２
０
０
８
）
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
勃
発

し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
は
、
当
社
が
納
入

し
て
い
た
自
動
車
用
軸
受
事
業
を
大
幅
に
縮
小

し
、
中
国
な
ど
で
生
産
す
る
鉄
道
用
な
ど
の
大

型
の
産
業
用
軸
受
に
力
を
入
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
北
米
の
自
動
車
向
け
軸
受
工
場
を
い

く
つ
か
閉
鎖
し
、
収
益
性
の
高
い
製
品
へ
特
化

す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
当
社

か
ら
の
供
給
も
残
念
な
が
ら
途
絶
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
」

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
危
機
に
際
し
て
、
歴

史
あ
る
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
の
よ
う
な
名
門
会
社
は

間
髪
を
入
れ
ず
即
座
に
対
応
を
し
た
。
そ
の
変

わ
り
身
の
早
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
栗
林

製
作
所
も
た
だ
ち
に
埼
玉
の
工
場
か
ら
機
械
を

す
べ
て
坂
城
へ
と
移
転
。
埼
玉
工
場
を
閉
鎖
し

た
と
い
う
。

　
　

　

さ
て
、
栗
林
製
作
所
の
特
徴
は
、「
温
間
鍛

造
」
の
技
術
で
あ
る
。
温
間
鍛
造
と
は
、
鋼
材

を
６
０
０
～
９
０
０
℃
に
加
熱
し
、
成
形
す
る

加
工
方
法
で
あ
り
、
常
温
で
成
形
す
る
冷
間
鍛

造
と
１
０
０
０
℃
以
上
の
高
温
で
成
形
す
る
熱

間
鍛
造
の
中
間
温
域
の
工
法
と
し
て
、
双
方
の

メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
。

　

同
社
は
、
日
本
に
温
間
鍛
造
が
広
が
り
つ
つ

あ
る
時
代
に
軸
受
製
造
に
応
用
す
る
こ
と
に
成

功
し
、
大
幅
な
工
程
短
縮
と
高
い
生
産
性
を
実

現
。
取
引
先
の
急
拡
大
す
る
需
要
に
応
え
て
き

た
。

　

近
年
で
は
、
需
要
の
変
化
に
伴
い
、
多
材
質

化
や
形
状
の
多
様
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
に

応
え
、
ま
た
、
さ
ら
な
る
先
進
の
も
の
づ
く
り

を
追
求
す
る
た
め
、
平
成
２１
年
（
２
０
０
９
）

に
Ｎ
Ｓ
Ｋ
の
連
結
子
会
社
と
な
っ
た
。

　

素
材
か
ら
製
品
ま
で
を
一
貫
し
て
開
発
・
製

造
で
き
る
こ
と
は
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
む

世
界
経
済
の
な
か
で
極
め
て
有
利
で
あ
る
。

　
　

　

と
は
い
え
、
現
在
、
も
の
づ
く
り
の
現
場

は
、
若
い
人
を
引
き
付
け
る
魅
力
を
い
か
に
高

め
る
か
に
苦
心
し
て
い
る
と
吉
満
社
長
は
言

う
。

「
鍛
造
の
発
祥
は
、
紀
元
前
４
０
０
０
年
ご

ろ
、
石
器
で
自
然
産
の
金
、
銀
、
銅
を
冷
間
自
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同社は温間鍛造技術の開発に注力し、昭和４５年（１９７０）に
量産化に成功した

■企業データ（令和３年１０月現在）
株式会社 栗林製作所（日本精工株式会社グループ）
●代 表 者 代表取締役社長　吉満高広
●所 在 地 〒389-０695　長野県埴科郡坂城町南条486０
●設 立 １944年１2月26日
●資 本 金 １億85００万円
●事業内容
主要製品

各種ベアリング内外輪及び各種自動車部
品

●従業員数 3０5名（2０2１年３月）
●W E B http://www.k-kuri.jp/

由
鍛
造
し
た
こ
ろ
と
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

も
の
づ
く
り
の
原
点
と
も
言
え
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
後
、
産
業
の
発
展
と
と
も
に
重
厚
長

大
な
部
品
製
造
、
大
量
な
製
品
を
効
率
よ
く
安

全
か
つ
安
定
的
に
製
造
す
る
工
法
と
し
て
社
会

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
工
程
プ
ロ
セ
ス
設
計
や

予
測
技
術
、
設
備
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
が
進

み
、
開
発
期
間
の
短
縮
や
安
定
量
産
化
が
可

能
と
な
り
需
要
の
多
様
性
へ
貢
献
し
て
い
ま

す
。
当
社
で
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
続
け

る
お
客
様
の
要
求
に
応
え
て
い
く
た
め
、
地
道

に
蓄
積
し
て
き
た
技
術
に
加
え
、
新
し
い
技
術

の
導
入
、
開
発
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
具
現
化

を
念
頭
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
苦
労
が
あ
っ
た
と
し
て
も

成
功
を
体
験
し
、
う
れ
し
い
、
楽
し
い
を
実
感

し
て
ほ
し
い
の
で
す
」

　
　

　

今
後
の
栗
林
製
作
所
の
展
望
に
つ
い
て
、
吉

満
社
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
平
成
１２
年
（
２
０
０
０
）
以
降
の
当
社
の
売

上
実
績
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
際
に
急
降

下
し
た
以
外
は
、
概
ね
順
調
に
推
移
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
我
が
社
の
生
産
品
種
も
需
要

地
生
産
が
進
ん
で
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争

環
境
が
激
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
動

車
の
Ｅ
Ｖ
化
や
Ｆ
Ｃ
Ｖ
（
燃
料
電
池
自
動
車
）

化
な
ど
新
た
な
動
力
源
へ
の
変
化
に
伴
い
、

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
系
の
構
成
部
品
の
変
化
も
生

じ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
へ
の
対
応
が
課
題
で

す
」

「
平
成
時
代
後
半
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

や
東
日
本
大
震
災
、
ま
た
、
令
和
に
入
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
な
ど
、
未
曾

有
の
事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
都
度
、
経

営
へ
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
。
工
場
を
稼
働
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
操
業
短
縮
を
社
員

教
育
に
充
て
る
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
学
ん
だ
知
識
や
、
得
た
教
訓
は
大
変
貴
重

な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
一
つ
一

つ
の
経
験
が
、
今
後
の
環
境
変
化
や
緊
急
事
態

へ
の
対
応
力
と
し
て
役
立
つ
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
」

　

ま
た
、
社
員
の
採
用
な
ど
、
人
事
面
も
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

「
少
子
高
齢
化
や
国
際
競
争
の
激
化
、
人
材

の
流
動
性
や
働
き
方
改
革
な
ど
多
様
化
す
る
採

用
を
巡
る
環
境
の
な
か
で
新
た
な
採
用
戦
略
は

不
可
欠
で
す
。
当
社
で
は
多
国
籍
の
方
々
が
働

い
て
い
ま
す
の
で
、
適
し
た
環
境
づ
く
り
も
大

切
で
す
。
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
意
識
し
、
皆

が
志
を
持
っ
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
、

楽
し
く
働
け
る
会
社
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
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油圧バルブを素材から加工・組み立てまで一貫生産
世界に冠たる日本建機の有力部品メーカー

ＫＹＢ-ＹＳ 株式会社
取締役相談役柳沢次夫

Yanagisawa Tsugio

【プロフィール】
柳沢次夫（やなぎさわつぎお）
１９５２年生まれ　坂城町出身
１９７７年 萱場工業㈱（現・ＫＹＢ㈱）入社
１９７９年 ㈱柳沢精機製作所（現・ＫＹＢ－ＹＳ㈱）入社
１９８９年 常務取締役
２００１年 代表取締役社長
２０１８年 取締役会長
２０２１年 取締役相談役
趣味はゴルフとスポーツ観戦
座右の銘は「箸よく盤水を回す」
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油圧バルブ（上）、油圧シリンダー（下）
などを生産する

　

坂
城
町
に
、
油
圧
機
器
や
油
圧
バ
ル
ブ
の
分

野
で
日
本
有
数
の
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
。
そ
れ
が

Ｋ
Ｙ
Ｂ
︱

Ｙ
Ｓ
株
式
会
社
で
あ
る
。
昭
和
２１
年

（
１
９
４
６
）、「
合
資
会
社
柳
沢
螺
子
製
作
所
」

と
し
て
誕
生
し
、
主
に
電
話
機
器
の
部
品
を
製

造
。
昭
和
２８
年
（
１
９
５
３
）、「
柳
沢
精
機
製

作
所
」
に
改
組
し
、
オ
ー
ト
バ
イ
部
品
等
を
生

産
し
た
。
平
成
２２
年
（
２
０
１
０
）、
バ
ル
ブ

を
中
心
に
自
動
車
・
産
業
機
器
・
航
空
機
の
部

品
な
ど
を
幅
広
く
製
作
す
る
「
Ｋ
Ｙ
Ｂ
株
式
会

社
」
の
完
全
子
会
社
に
な
り
社
名
も
現
在
の
Ｋ

Ｙ
Ｂ
︱
Ｙ
Ｓ
と
な
っ
た
。
本
社
工
場
、
坂
城
中

之
条
の
第
一
・
第
二
、
坂
城
南
条
の
第
一
・
第

二
、
上
田
、
佐
久
望
月
の
７
工
場
を
持
つ
。

　
　

　

本
稿
に
登
場
す
る
柳
沢
次
夫
氏
は
、
平

成
１3
年
（
２
０
０
１
）６
月
か
ら
平
成
3０
年

（
２
０
１
８
）３
月
ま
で
、
同
社
の
代
表
取
締

役
社
長
を
務
め
、
Ｋ
Ｙ
Ｂ
と
の
合
併
と
い
う
重

大
な
局
面
を
取
り
仕
切
っ
た
。

　
　

　

柳
沢
相
談
役
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
弊
社
の
旧
名
は
、
柳
沢
精
機
製
作
所
で

す
。
大
き
な
転
換
は
、
Ｋ
Ｙ
Ｂ
株
式
会
社
、
当

時
の
カ
ヤ
バ
工
業
の
完
全
子
会
社
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。
そ
れ
以
前
も
子
会
社
で
し
た
が
、

半
分
以
上
の
株
を
保
有
し
て
お
り
、
相
対
的
に

独
立
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
営
業
を
含
め

て
一
体
と
な
っ
て
事
業
を
し
よ
う
と
、
平
成
２3

年
（
２
０
１
０
）４
月
に
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

子
会
社
に
な
り
ま
し
た
。
Ｋ
Ｙ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
全

体
の
戦
略
の
な
か
で
、
当
社
が
、
従
来
以
上

に
大
き
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
社
名
も
Ｋ
Ｙ
Ｂ
︱

Ｙ
Ｓ
と
変
わ
り
ま
し

た
。
Ｙ
Ｓ
と
い
っ
て
も
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。
前
か
ら
柳
沢
精
機

の
略
称
と
し
て
使
っ
て
い
た
も
の
で
す
」

　
　

　

柳
沢
相
談
役
に
よ
る
と
、
完
全
子
会
社
に
な

る
前
に
Ｋ
Ｙ
Ｂ
（
当
時
カ
ヤ
バ
工
業
）
か
ら
、

機
械
と
生
産
の
移
管
を
受
け
た
こ
と
が
、
同
社

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
い
う
。

「
カ
ヤ
バ
工
業
の
浦
和
工
場
が
浦
和
の
市
街

地
に
あ
り
、
拡
張
す
る
余
地
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
閉
鎖
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
そ
こ
に
あ
っ

た
小
型
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
バ
ル
ブ
を
製
作
す
る

機
械
と
、
製
品
の
生
産
業
務
が
当
社
に
移
管
さ

れ
た
の
で
す
。
現
在
、
こ
の
機
械
で
作
る
バ
ル

ブ
は
会
社
の
主
要
製
品
に
な
っ
て
お
り
、
お
陰

で
売
り
上
げ
は
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。
平
成

１４
、
１５
年
（
２
０
０
２
、２
０
０
３
）
の
こ
と

で
す
。
そ
の
と
き
に
、
今
の
中
之
条
第
二
工
場

を
建
て
ま
し
た
」

　
　

　

ま
た
、
Ｋ
Ｙ
Ｂ
の
子
会
社
に
な
っ
た
後
の
平

成
２８
年
（
２
０
１
６
）、
Ｋ
Ｙ
Ｂ
全
体
の
戦
略

に
よ
り
、
同
じ
Ｋ
Ｙ
Ｂ
の
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

子
会
社
Ｋ
Ｙ
Ｂ
︱

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｃ
を
吸
収
合
併
し

た
。
現
在
は
上
田
工
場
と
呼
ば
れ
る
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
バ
ル
ブ
を
作
る
大
規
模
な
鋳
物
工
場
で

あ
る
。

　
　「

２
０
１
８
年
に
は
、
さ
ら
に
、
最
初
に
移

管
さ
れ
た
も
の
よ
り
大
型
の
バ
ル
ブ
の
生
産

を
、
親
会
社
か
ら
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら

は
上
田
工
場
で
生
産
し
て
い
ま
す
」

　
　

　

こ
う
し
て
同
社
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
バ
ル
ブ

の
生
産
に
お
い
て
、
鋳
物
と
い
う
素
材
か
ら
加

工
、
組
み
立
て
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
大
き
な
優
位
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▪沿革
年 出来事など

昭和21年（1946）（合）柳沢螺子製作所を創立
昭和28年（1953）（株）柳沢精機製作所を設立
昭和47年（1972） 萱場工業（株）と業務提携
昭和48年（1973） 油圧シリンダ生産開始
平成14年（2002） 中之条第二工場稼働開始
平成19年（2007） 南条工場稼働開始
平成22年（2010） ＫＹＢ 株式会社の完全子会社になる
平成23年（2011） ＫＹＢ-ＹＳ　 株式会社に社名変更
平成25年（2013） 中之条工場稼働開始
平成28年（2016） ＫＹＢ-ＣＡＤＡＣ を吸収合併

性
を
生
み
、
名
実
と
も
に
日
本
で
も
有
数
の
バ

ル
ブ
製
造
会
社
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

　

柳
沢
相
談
役
は
、
次
の
よ
う
に
強
調
す
る
。

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
バ
ル
ブ
は
、
製
造
す
る
の

が
大
変
難
し
い
製
品
で
す
。
し
か
し
、
親
会
社

は
当
社
を
信
頼
し
て
生
産
を
任
せ
て
く
れ
て
い

ま
す
の
で
、
時
局
に
よ
る
曲
折
は
あ
り
ま
し
た

が
、
全
体
と
し
て
、
売
り
上
げ
が
大
幅
に
伸
び

て
い
ま
す
」

「
本
社
か
ら
の
委
託
生
産
だ
け
で
は
な
く
、

自
社
設
計
・
開
発
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
当
社

が
、
日
本
の
建
機
の
重
要
な
部
品
を
担
っ
て
い

る
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
工

場
も
７
つ
に
な
り
、
社
員
も
１
０
０
０
人
を
超

え
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
、
長
野
県
の
製
造
業

と
し
て
は
、
か
な
り
大
規
模
な
会
社
に
成
長
で

き
、
知
名
度
も
上
が
っ
て
い
ま
す
」

　
　

　

さ
て
、
柳
沢
相
談
役
は
「
企
業
と
い
う
も
の

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
が
あ
る
が
、
継
続
し
て
こ

そ
価
値
が
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
。
現
在
は
終

身
雇
用
の
時
代
で
は
な
い
が
、
生
活
の
基
盤
は

や
は
り
勤
め
て
い
る
会
社
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
永
続
的
に
雇
用
を
守
る
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
、
そ
れ
は
企
業
の
使
命
で
も
あ
る
。

「
田
中
章
義
社
長
（
現
・
取
締
役
会
長
）
も
考

え
方
は
同
じ
で
、
働
き
が
い
の
向
上
が
、
社
員

の
幸
福
度
や
生
き
が
い
を
高
め
る
と
話
し
て
い

ま
す
。
働
き
方
改
革
や
法
令
等
へ
の
対
応
だ
け

で
は
な
く
、
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
の
た
め

に
、
今
後
、
さ
ら
に
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
」

　
　

　

社
員
教
育
は
、
Ｋ
Ｙ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
全
体
で

行
っ
て
い
る
。
新
規
採
用
の
社
員
を
対
象

に
、
岐
阜
の
メ
イ
ン
工
場
で
３
カ
月
間
ほ
ど
研

修
を
行
い
、
仕
事
の
基
礎
を
徹
底
し
て
身
に
つ

け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　

　

こ
の
Ｋ
Ｙ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
新
人
研
修
の

ほ
か
に
、
Ｙ
Ｓ
独
自
の
「
考
働
塾
」
と
い
う
名

の
研
修
の
場
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
工
場
で
の
安

全
作
業
の
た
め
に
、
多
様
な
状
況
を
再
現
・
体

系
化
し
た「
安
全
体
感
道
場
」も
開
い
て
い
る
。

　
　「

考
働
塾
」
は
「
考
え
て
働
く
た
め
の
ス
キ
ル

向
上
の
塾
」
の
意
味
を
持
つ
。
製
造
ラ
イ
ン
の

指
導
者
に
な
る
前
の
人
た
ち
が
、
半
年
間
、

職
場
か
ら
離
れ
て
研
修
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム

だ
。
研
修
内
容
は
、
指
導
者
・
監
督
者
研
修
や

生
産
現
場
で
必
要
な
保
全
技
能
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。

「
半
年
間
、
完
全
に
ラ
イ
ン
か
ら
離
れ
、
専

用
の
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
徹
底
し
た
研
修
・
訓
練

を
受
け
ま
す
。
半
年
経
つ
と
、
そ
の
現
場
の
指

導
者
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
3１
回
目
で
、
９０
人

ぐ
ら
い
の
修
了
者
が
い
ま
す
」

　
　

　

柳
沢
相
談
役
は
、
も
の
づ
く
り
の
会
社
で
あ

る
か
ら
、
製
造
現
場
の
考
え
る
力
・
自
主
性
を

強
く
し
な
い
と
い
け
な
い
と
言
う
。

「
命
令
さ
れ
て
行
う
の
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
で
い
ろ
い
ろ
考
え
、
改
善
し
な
が
ら
、
業
務

を
進
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
」

　
　「

日
常
の
仕
事
の
な
か
で
は
、
体
系
だ
っ
た
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柳沢精機製作所時代から柳沢相談役（右）を支えた高野専務執行役員（左）と
激動の平成を振り返る

■企業データ（令和３年１０月現在）
KYB-YS 株式会社
●代 表 者 代表取締役社長執行役員　新田仁志
●所 在 地 〒389-０688　長野県埴科郡坂城町坂城9１65
●設 立 １953年４月１日
●資 本 金 ２億65００万円
●事業内容
主要製品

建設機械向け油圧部品（バルブ、シリン
ダ）、自動車用一般ステイダンパ、フ
リーロック、エンジン部品

●従業員数 １０94名
●W E B https://www.kyb-ys.co.jp/

令和３年（２０２１）４月からは相談役として会社の発展を支える（前列左から
柳沢相談役、田中章義会長（前社長）、新田仁志代表取締役社長）

業
務
知
識
や
人
へ
の
接
し
方
な
ど
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
実
務
の
場
を
離
れ

た
教
育
施
策
と
し
て
、
考
働
塾
を
開
い
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
得
た
知
識
や
ス
キ
ル
を
職
場

に
戻
っ
て
実
践
す
る
こ
と
で
、
よ
り
早
く
、

確
実
に
業
務
向
上
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
半
年
間
、
有
能
な
人
を
生
産
現
場
か
ら

外
す
こ
と
は
、
生
産
に
支
障
が
出
か
ね
な
い

の
で
、
現
場
か
ら
す
る
と
大
変
辛
い
も
の
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
『
考
働
塾
』
の
意
義
や
効

果
を
評
価
・
理
解
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　
　

　

で
は
、
も
う
一
方
の
「
安
全
体
感
道
場
」
と

は
、
い
か
な
る
も
の
か
？

「
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｍ
Ｓ
と
い
う
労
働
安
全
衛
生
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
安
全
の

た
め
の
多
様
な
施
策
を
体
系
化
し
た
、
安
全
体

感
道
場
を
作
り
ま
し
た
」

　

手
が
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
な
ど
、
3０
種

類
ほ
ど
の
安
全
対
策
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
新

入
社
員
は
そ
こ
で
十
分
訓
練
を
受
け
、
先
輩
社

員
も
定
期
的
に
参
加
し
て
い
る
。
近
辺
に
こ
う

し
た
施
設
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
近
隣
の
企
業

に
も
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　「

安
全
体
感
道
場
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
企

業
の
皆
さ
ん
も
、
見
た
後
に
、『
す
ご
い
ね
』

と
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
安
全
第
一
・
労
災

ゼ
ロ
を
目
指
し
、
Ｋ
Ｙ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に

お
い
て
も
、
い
い
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
っ
た
後
、
柳
沢
相
談
役
は
穏
や
か
な

口
調
な
が
ら
力
強
い
眼
差
し
で
最
後
に
こ
う
締

め
く
く
っ
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
と
と
も
に
成
長
で
き

る
よ
う
さ
ら
に
努
力
し
ま
す
」
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長野を代表する加工食品のトップブランド「味のかけはし」
心通じる人づきあいのなかに商機を見出す

交和物産 株式会社
代表取締役社長西澤秀一

N ishizawa Syuichi

【プロフィール】
西澤秀一（にしざわしゅういち）
１９４６年生まれ　坂城町出身
１９７０年 交和物産㈱　入社
１９８６年 代表取締役社長
趣味は読書とゴルフ
座右の銘は「礎堅不覆（いしずえかたく　く
つがえらず）」
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長年、研究を重ねて開発されたガゼット袋に詰められて販
売される商品

　

坂
城
町
と
い
え
ば
金
属
や
樹
脂
を
用
い
た

「
工
業
の
町
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
食
品
加
工

の
分
野
だ
っ
て
負
け
て
は
い
な
い
。
そ
の
代
表

例
が
、
交
和
物
産
株
式
会
社
で
あ
る
。

　

通
称
「
味
の
か
け
は
し　

交
和
物
産
」
と
し

て
、
多
種
多
様
な
食
卓
の
味
を
世
に
送
り
出
し

て
い
る
同
社
は
、
西
澤
自
一
郎
氏
が
昭
和
3７
年

（
１
９
６
２
）
に
東
京
都
江
戸
川
区
で
創
業
。

そ
の
後
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
本
社
を
東
京
都

板
橋
区
に
置
き
坂
城
で
加
工
食
品
の
製
造
を

行
っ
て
い
る
。

　
　「

味
の
か
け
は
し
」
は
、
キ
ノ
コ
、
山
菜
（
わ

ら
び
）、
果
実
の
加
工
食
品
業
界
の
ト
ッ
プ

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
漬
物
、
惣

菜
、
ジ
ャ
ム
・
ゼ
リ
ー
な
ど
の
幅
広
い
製
品
を

製
造
・
販
売
し
て
い
る
。
衛
生
的
な
自
社
工
場

に
お
い
て
、
厳
重
な
生
産
管
理
の
下
、
原
料
の

一
次
加
工
か
ら
製
品
の
製
造
、
自
社
検
査
室
で

の
徹
底
し
た
品
質
検
査
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ

て
い
る
の
が
同
社
の
強
み
だ
。

　
　

　

２
代
目
の
代
表
取
締
役
の
西
澤
秀
一
社
長
に

よ
れ
ば
、
ブ
ラ
ン
ド
名
の
「
味
の
か
け
は
し
」

は
、
長
野
県
歌
『
信
濃
の
国
』
の
一
節
、「
木

曽
の
桟

か
け
は
し」

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
命
名
さ
れ
た
の

だ
と
か
。

「『
か
け
は
し
』
と
い
う
言
葉
を
気
に
入
っ

て
、
う
ち
は
食
品
だ
か
ら
『
味
の
か
け
は
し
』

と
し
た
の
で
す
。
そ
れ
が
４５
年
ぐ
ら
い
前
。
今

で
は
、
交
和
物
産
と
い
う
堅
い
名
前
よ
り
も
有

名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
い
い
名
前
だ

ね
、
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
」

　
　

　

令
和
の
現
在
に
至
る
ま
で
に
、
交
和
物
産
に

も
、
幾
多
の
危
機
や
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
。
し

か
し
現
在
、
業
績
が
順
調
に
推
移
し
て
い
る
の

は
、「
ガ
ゼ
ッ
ト
袋
」
を
開
発
で
き
た
お
陰
だ

と
、
西
澤
社
長
は
語
る
。

　
　

「
ガ
ゼ
ッ
ト
袋
？
」
と
思
っ
た
方
も
多
い
だ
ろ

う
。
こ
の
聞
き
慣
れ
な
い
も
の
は
い
っ
た
い
何

か
？

　

そ
れ
は
、
通
常
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
よ
り
も
は
る

か
に
長
く
、
中
の
食
品
の
新
鮮
さ
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
容
器
の
こ
と
で
あ
る
。
ナ
イ
ロ

ン
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
エ
バ
ー
ル
と
い
う
３

つ
の
材
質
を
組
み
合
わ
せ
て
バ
リ
ア
性
を
高

め
、
さ
ら
に
９５
℃
で
４０
分
間
熱
消
毒
を
し
て
い

る
か
ら
だ
そ
う
だ
。
ま
た
、
マ
チ
が
あ
る
の
で

立
体
的
に
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
直
立
さ

せ
た
状
態
で
商
品
を
陳
列
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
見
栄
え
も
い
い
。

「
ガ
ゼ
ッ
ト
と
い
う
優
れ
も
の
の
袋
は
、
私

が
、
包
装
製
品
を
扱
う
藤
森
工
業
と
い
う
会
社

に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
開
発
し
た
の
で
す
。

そ
の
袋
に
入
れ
た
商
品
の
販
売
開
始
は
、
昭
和

５４
年
（
１
９
７
９
）
で
し
た
が
、
袋
の
完
成
ま

で
に
、
８
年
も
か
か
り
ま
し
た
。
藤
森
工
業
は

包
装
材
料
メ
ー
カ
ー
で
、
医
薬
品
か
ら
日
用

品
、
食
品
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
時
代
に
先
駆

け
た
製
品
を
製
造
し
て
い
る
会
社
で
す
」

　
　

　

西
澤
さ
ん
に
よ
る
と
、
藤
森
工
業
は
、
技
術

力
の
高
い
優
れ
た
会
社
だ
が
、
何
よ
り
も
信

義
を
重
ん
じ
る
、
義
理
堅
い
会
社
な
の
だ
と

か
。
ガ
ゼ
ッ
ト
袋
の
研
究
・
開
発
を
と
も
に
し
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人の手によって丁寧にラベルが貼られ全国へ出荷されていく

▪沿革
年 出来事など

昭和37年（1962） 交和物産株式会社創設
昭和38年（1963） 長野県埴科郡坂城町にてジャム原料の第

一加工及びフルーツ缶詰の製造を開始
昭和45年（1970） 土産物及び業務用山菜商品加工及び販売

を開始
昭和54年（1979） 新型容器ガゼットを開発し、全国で初め

て山菜きのこフレッシュパックを販売
昭和57年（1982） 長野県戸倉町（現・千曲市）に戸倉工場

を設ける
昭和62年（1987） 代表取締役社長に西澤秀一氏が就任
昭和63年（1988） 坂城工場及び事務所を新築
平成７年（1995） 長野県埴科郡坂城町南条に長野本社営業

本部・流通センターを設立
平成15年（2003） 生産拠点を本社工場へ集約し、製造を開始

た
経
緯
か
ら
、
そ
れ
を
交
和
物
産
の
た
め
だ
け

に
生
産
し
、
他
社
に
は
絶
対
に
販
売
し
な
い
と

い
う
。

「
そ
の
こ
と
が
、
当
社
の
大
き
な
強
み
、
特

色
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
注
し
た
大
小
の
サ

イ
ズ
の
ガ
ゼ
ッ
ト
袋
に
、
山
菜
と
か
な
め
た

け
、
ア
ン
ズ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
梱
包

し
て
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心
に
広
く

卸
し
て
い
ま
す
」

　
　

　

西
澤
社
長
に
よ
る
と
、
人
の
味
覚
は
見
た
目

や
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
す
る
と
い

う
。

　
　「

た
と
え
ば
、
家
庭
料
理
で
も
、
綺
麗
な
食

器
に
盛
り
つ
け
て
出
さ
れ
る
の
と
、
粗
末
な
器

に
盛
り
つ
け
ら
れ
て
出
さ
れ
た
の
で
は
、
同
じ

料
理
で
も
全
く
違
っ
た
味
に
感
じ
て
し
ま
う
で

し
ょ
？　

食
べ
る
も
の
は
味
も
大
切
だ
が
見
た

目
も
大
切
。
だ
か
ら
、
ど
の
食
品
メ
ー
カ
ー
も

お
い
し
そ
う
に
見
せ
る
た
め
に
一
生
懸
命
に
な

る
ん
だ
」

　
　

　

よ
り
お
い
し
そ
う
に
視
覚
的
に
訴
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
脳
に
「
お
い
し
い
も
の
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
刷
り
込
ま
せ
る
の
だ
。

　
　「

勉
強
に
な
っ
た
の
は
、
東
京
の
お
味
噌

屋
さ
ん
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
そ
こ

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
器
に
入
れ
た
味
噌
汁
を
並

べ
て
、
そ
れ
を
順
番
に
食
べ
さ
せ
て
い
ま
し

た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
器
の
味
噌
汁
、
通
常
の

器
の
も
の
、
高
級
な
輪
島
塗
の
お
椀
に
入
れ
た

も
の
。
ど
れ
も
同
じ
味
噌
を
使
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
あ
と
で
『
ど
れ
が
お
い
し
か
っ
た
か
』

と
聞
く
と
、『
輪
島
塗
の
お
椀
の
も
の
』
と
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
答
え
た
ん
で
す
よ
。

　

そ
の
と
き
、
従
来
の
平
袋
に
入
れ
た
商
品
や

瓶
詰
め
も
の
が
、
売
れ
な
く
な
っ
た
原
因
が
わ

か
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
瓶
詰
め
商
品
は
重

く
、
し
か
も
瓶
の
重
さ
が
全
体
の
半
分
ぐ
ら
い

も
あ
る
。
平
袋
と
か
チ
ュ
ー
ブ
物
は
、
見
た
目

が
よ
く
な
い
か
ら
人
気
が
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ

う
と
感
じ
ま
し
た
」

　

そ
こ
か
ら
、
商
品
の
新
し
い
容
器
や
包
装
の

研
究
を
始
め
る
決
心
を
し
た
と
の
こ
と
。
熱
消

毒
が
で
き
て
、
商
品
を
長
期
間
に
亘
り
新
鮮
に

保
つ
こ
と
が
で
き
る
ガ
ゼ
ッ
ト
袋
の
開
発
の

き
っ
か
け
は
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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■企業データ（令和３年１０月現在）
交和物産　株式会社
●代 表 者 代表取締役社長　西澤秀一
●所 在 地 〒389-０6０3　長野県埴科郡坂城町南条5１8１-3
●設 立 １962年１月
●資 本 金 １１００万円
●事業内容
主要製品

一般調理食品製造（きのこ・山菜の味付
加工・あんず及び果実類の加工等）

●従業員数 5０名
●W E B https://ajinokakehashi.com/

　
　

　

さ
て
、
西
澤
社
長
は
、
昨
今
の
状
況
に
つ
い

て
こ
う
語
る
。

「
現
在
よ
く
売
れ
て
い
る
の
は
、
タ
ケ
ノ
コ

ご
飯
用
や
、
山
菜
ご
飯
用
、
キ
ノ
コ
ご
飯
用
の

具
材
で
す
。
ほ
か
の
商
品
も
、
長
野
県
の
食
料

関
係
の
大
手
商
社
を
通
じ
て
、
県
内
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
置
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
の
複
数
の
一
流
商
社
が
、
こ
ん

な
小
さ
な
我
が
社
に
目
を
か
け
て
く
れ
て
、

商
品
取
引
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
関
係
す
る
関
東
圏
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
を
卸
し

て
い
ま
す
。
関
東
圏
で
売
れ
る
商
品
は
、
東
北

と
か
信
州
な
ど
で
採
れ
る
産
物
が
多
い
。
き
っ

と
、
何
か
郷
愁
的
な
も
の
を
感
じ
る
の
で
し
ょ

う
ね
。
季
節
的
に
は
、
春
は
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
山

菜
、
夏
に
は
、
甘
い
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
の
風
味
ア

ン
ズ
、
そ
し
て
秋
は
、
や
は
り
キ
ノ
コ
風
味
の

商
品
が
多
い
で
す
」

　
　

　

な
お
、
昔
は
土
産
店
に
卸
す
比
率
が
高
か
っ

た
が
、
平
成
１０
年
（
１
９
９
８
）
ぐ
ら
い
か
ら

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
販
売
が
増
え
て
き

た
の
だ
と
か
。
特
に
長
野
県
で
は
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
圧
倒
的
に
販
売
力
で
勝
っ
て
い

る
。

　

令
和
に
な
っ
た
現
在
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
う
、
い
わ
ゆ
る

「
巣
ご
も
り
需
要
」
を
背
景
に
、
東
京
で
も
県

内
で
も
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ
が

増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
　

　

ま
た
、
西
澤
社
長
は
、
会
社
の
こ
れ
か
ら
進

む
道
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

「
当
社
も
、
今
後
の
食
品
業
界
の
あ
り
方
や

目
指
す
方
向
に
つ
い
て
、
常
に
前
向
き
に
研
究

し
て
い
ま
す
。
会
社
、
事
業
を
継
続
し
て
い
く

う
え
で
最
も
重
視
す
る
べ
き
こ
と
は
、
人
と
の

お
つ
き
あ
い
を
大
事
に
す
る
こ
と
。
情
報
を
広

く
収
集
す
る
と
い
っ
て
も
、
や
み
く
も
に
探
し

歩
い
て
も
そ
れ
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
人

と
の
お
つ
き
あ
い
の
な
か
か
ら
、
そ
れ
を
集
め

る
の
で
す
」

「
先
ほ
ど
紹
介
し
た
ガ
ゼ
ッ
ト
袋
に
し
て

も
、
藤
森
工
業
の
研
究
者
と
い
い
ご
縁
が
あ

り
、
そ
の
方
が
、
懸
命
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た

か
ら
こ
そ
完
成
で
き
ま
し
た
。
最
初
『
９５
℃

で
、
４０
分
殺
菌
が
で
き
る
袋
を
作
り
た
い
』
と

言
っ
た
と
き
は
『
難
し
く
て
無
理
』
と
の
返

事
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
熱
心
に
お
願
い
を
続

け
て
い
た
ら
、
頑
張
っ
て
進
め
て
く
れ
ま
し

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
は
大
手
で
あ
ろ
う
と
小
規
模
で

あ
ろ
う
と
同
じ
。
要
は
タ
イ
ミ
ン
グ
と
熱
意
で

す
。
順
調
な
所
に
は
、
ど
こ
で
も
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
良
好
な
お
つ
き
あ
い
の
な

か
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
だ
か
ら
。
つ
ま

り
、
人
間
関
係
が
最
も
大
事
、
と
い
う
こ
と
で

す
ね
」

　
　

　

昨
今
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
一
つ
で
完
結
で
き
る
便
利
な
世
の
中
に
な
っ

た
。
そ
の
反
面
、
一
昔
前
と
比
べ
人
と
の
繋
が

り
が
希
薄
に
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ

う
。
今
後
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い

く
だ
ろ
う
が
、
西
澤
社
長
が
語
る
よ
う
に
、
日

本
で
古
く
か
ら
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
「
人
と
の

つ
き
あ
い
」「
義
理
」
を
大
切
に
し
、「
熱
意
」

あ
る
仕
事
の
な
か
に
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
鍵
が
眠
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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独創的な新薬開発と、高品質な
ジェネリック薬品の提供に心血を注ぐ

寿製薬 株式会社
代表取締役社長冨山　泰

Tomiyama Hiroshi

【プロフィール】
冨山　泰（とみやまひろし）
１９６８年生まれ　坂城町出身
１９９７～１９９９年 米国アイオワ大学薬学部博士研究員
２０００年 寿製薬㈱　入社
　　　 取締役経営企画室長
２０１４年 代表取締役社長
趣味はゴルフ、読書
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昭
和
２４
年
（
１
９
４
９
）、
祖
父
で
創
業
者
の

冨
山
節
氏
が
寿
製
薬
所
を
設
立
。
２
年
後
に
現

社
名
・
寿
製
薬
株
式
会
社
に
改
め
た
。
創
業
当

時
は
千
曲
市
森
地
区
で
得
ら
れ
る
杏
の
種
か
ら

杏
仁
水
、
坂
城
町
産
の
セ
ネ
ガ
根
か
ら
セ
ネ
ガ

サ
ポ
ニ
ン
、
信
濃
町
や
佐
久
平
産
の
ロ
ー
ト
根

か
ら
ロ
ー
ト
エ
キ
ス
な
ど
の
生
薬
関
係
の
医
薬

品
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
た
。
以
後
、
合

成
医
薬
品
に
転
じ
、
２
代
目
社
長
冨
山
剛
氏
の

開
発
し
た
「
マ
ー
ズ
レ
ン
Ｓ
顆
粒
」
を
は
じ
め

と
し
た
、
数
々
の
名
薬
を
世
に
送
り
出
し
、「
独

創
的
な
新
薬
と
高
品
質
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
提
供
で
き
る
企
業
」
と
し
て
、
医
療
従
事

者
か
ら
信
頼
を
得
て
い
る
製
薬
会
社
で
あ
る
。

　
　

　

糖
尿
病
治
療
の
画
期
的
な
薬
品
と
し
て
注
目

を
集
め
、
日
本
薬
学
会
か
ら
創
薬
化
学
部
会
賞

を
受
賞
し
た
「
ス
ー
グ
ラ
錠
」
の
研
究
・
開
発

を
叔
父
で
前
社
長
の
冨
山
格
取
締
役
相
談
役
と

と
も
に
主
導
し
た
の
が
冨
山
泰
現
社
長
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
か
ら
こ
の
薬
の
研
究

に
携
わ
り
、
研
究
に
３
～
４
年
間
、
開
発
に
１０

年
ほ
ど
の
期
間
を
要
し
た
と
い
う
。「
ス
ー
グ

ラ
錠
」
は
現
在
、
寿
製
薬
と
提
携
会
社
の
ア
ス

テ
ラ
ス
製
薬
、
米
国
メ
ル
ク
社
の
３
社
が
併
売

し
て
い
る
。「
ス
ー
グ
ラ
錠
」
は
、
イ
ン
ス
リ

ン
治
療
で
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
十
分

な
、
世
界
中
の
糖
尿
病
患
者
の
治
療
に
貢
献
し

て
い
る
。

　
　「

ス
ー
グ
ラ
錠
」
が
治
療
対
象
と
し
て
い
る
糖

尿
病
は
、
尿
に
糖
が
出
る
病
気
だ
が
、
冨
山
社

長
に
よ
る
と
、
こ
の
薬
は
、
逆
転
の
発
想
か
ら

生
ま
れ
た
の
だ
と
か
。

「
糖
尿
病
と
は
そ
の
名
の
と
お
り
に
過
剰
な

糖
が
尿
に
漏
れ
出
て
し
ま
う
病
気
な
の
で
、

糖
を
体
内
で
消
費
さ
せ
て
尿
に
出
さ
な
い
薬
が

一
般
的
で
し
た
。
そ
こ
で
糖
が
尿
に
出
る
の
を

抑
え
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
積
極
的
に
糖
を
尿

に
出
す
こ
と
で
糖
尿
病
を
治
療
す
る
、
い
わ
ば

『
糖
尿
病
を
糖
尿
に
し
て
治
す
』
と
い
う
の
が

『
ス
ー
グ
ラ
錠
』
で
す
。
そ
れ
を
世
界
で
初
め

て
実
用
化
に
成
功
し
た
の
が
寿
製
薬
で
す
」

　

ま
さ
に
逆
転
の
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
画
期
的

な
新
薬
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

冨
山
社
長
は
続
け
る
。

「
そ
の
次
に
開
発
し
た
も
の
は
、
急
性
骨
髄

性
白
血
病
治
療
薬
と
し
て
は
実
に
約
４０
年
ぶ
り

に
承
認
さ
れ
た
『
ゾ
ス
パ
タ
錠
』
で
す
。
こ
の

薬
は
、
が
ん
細
胞
の
あ
る
種
の
遺
伝
子
変
異
の

み
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
攻
撃
す
る
『
分
子
標
的

薬
』
に
属
し
て
お
り
、
日
本
で
初
め
て
の
先
駆

け
審
査
指
定
品
目
と
し
て
認
定
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
米
国
・
Ｅ
Ｕ
・
中
国
で
は
優
先
審

査
品
目
と
し
て
既
に
承
認
さ
れ
て
お
り
、
世
界

数
十
カ
国
で
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。『
東
洋

経
済
』
誌
に
よ
る
と
、『
ゾ
ス
パ
タ
』
は
ピ
ー

ク
時
に
お
い
て
、
年
間
約
１
５
０
０
億
円
の
売

り
上
げ
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

イ
ギ
リ
ス
の
『Ｔ

hｅ　 Ｎ
ｅ　w

 Ｅngland Jｏｕｒnal 
ｏf Ｍ

ｅ　dicinｅ　

』
誌
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
反
響

を
呼
び
ま
し
た
。
同
誌
は
、
世
界
で
最
も
長

い
歴
史
を
持
つ
、
権
威
あ
る
医
学
刊
行
物
で

す
。
ま
た
、
お
陰
さ
ま
で『
ス
ー
グ
ラ
』も『
ゾ

ス
パ
タ
』
も
、
患
者
さ
ん
の
病
状
改
善
に
大
変

効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、「
ス
ー
グ
ラ
」
の
後
に
「
ス
ー
ジ
ャ

ヌ
」
と
い
う
糖
尿
病
治
療
薬
を
ア
ス
テ
ラ
ス

製
薬
、
米
国
メ
ル
ク
社
と
共
同
開
発
し
、
３

社
で
併
売
し
て
い
る
。
同
薬
は
「
ス
ー
グ
ラ
」

と
「
ジ
ャ
ヌ
ビ
ア
」
と
い
う
薬
の
配
合
剤
で
あ

る
。「
ジ
ャ
ヌ
ビ
ア
」
は
米
国
メ
ル
ク
社
が
販

売
し
、
世
界
各
国
で
年
間
約
７
０
０
０
億
円
の

売
り
上
げ
が
あ
る
と
い
う
。

　
　

　

こ
う
し
た
、
新
薬
研
究
・
開
発
に
お
い
て
最

も
重
要
な
こ
と
は
、
気
持
ち
の
強
さ
だ
と
、
冨

山
社
長
は
力
説
す
る
。

「
新
薬
の
研
究
・
開
発
の
競
争
は
相
当
激
し
い

た
め
、
精
神
的
に
自
分
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
大

事
で
す
。『
ゾ
ス
パ
タ
』
の
開
発
で
は
、
ご
家
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▪沿革
年 出来事など

昭和24年（1949） 寿製薬株式会社設立。主に生薬由来の医
薬品を製造・販売

昭和40年（1965） 合成医薬品の製造・販売を開始
昭和44年（1969） 胃炎・潰瘍治療剤「マーズレン Ｓ　 配合

顆粒」を国内で発売
平成13年（2001） 胃潰瘍治療剤「アズロキサ顆粒（エグア

レン）」を国内で発売
平成15年（2003） 速崩壊性の錠剤「マーズレン配合錠 ＥＳ　」

を国内で発売
平成26年（2014） 糖尿病治療剤「スーグラ錠」国内で発売
平成30年（2018） 糖尿病治療剤「スージャヌ錠」を国内で

発売
骨髄性白血病治療薬「ゾスパタ錠40㎎」
を国内・米国で発売

令和元年（2019） 骨髄性白血病治療薬「ゾスパタ錠40㎎」
の欧州での販売承認を取得

令和２年（2020） 骨髄性白血病治療薬「ゾスパタ錠40㎎」
を台湾ほか３か国で発売

族
が
白
血
病
を
患
っ
て
い
る
県
外
出
身
の
研
究

者
が
、
遠
く
離
れ
た
家
族
の
健
康
に
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
長
野
県
の
冬
の
寒
い
な
か
、
ず
っ
と

研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
や
る
気

と
か
、
そ
う
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が

と
て
も
重
要
で
す
。
研
究
者
は
、
一
見
ス
マ
ー

ト
な
頭
の
い
い
人
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
す

が
、
そ
の
奥
に
あ
る
根
性
と
か
意
地
と
い
っ
た

も
の
が
、
最
後
に
は
も
の
を
い
い
ま
す
。
私
が

そ
の
根
性
論
を
ア
ス
テ
ラ
ス
社
の
社
長
に
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
大
変
感
動
な
さ
れ
て
、『
ぜ
ひ

そ
の
話
を
う
ち
の
研
究
所
で
話
し
て
く
れ
』
と

言
わ
れ
ま
し
た
」

　

冨
山
社
長
は
、
製
薬
業
界
の
競
争
の
過
酷
さ

を
こ
う
説
明
す
る
。

「
た
と
え
ば『
ス
ー
グ
ラ
』開
発
だ
と
、
一
番
乗

り
は
我
々
寿
・
ア
ス
テ
ラ
ス
・
米
国
メ
ル
ク
社

の
３
社
連
合
軍
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
半
年

後
に
は
、
５
～
６
製
品
が
ど
っ
と
出
て
き
ま
し

た
。
そ
の
ぐ
ら
い
激
し
い
競
争
な
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
ど
こ
で
、
誰
が
新
し
い
研
究
を
始
め

た
の
か
と
い
う
情
報
を
、
特
許
を
見
な
が
ら
常

に
チ
ェ
ッ
ク
・
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
　

　

精
度
と
ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
る
、
医
薬
品

の
研
究
と
開
発
。
最
も
気
を
配
っ
て
い
る
こ
と

は
、
継
続
し
て
、
研
究
や
企
画
を
進
め
る
こ
と

だ
と
い
う
。
ま
た
、
時
代
の
変
遷
に
、
製
薬

会
社
が
対
応
し
て
い
く
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
弊
社
は
新
薬
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
両
輪
で

い
き
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
新
薬
が
メ
イ
ン
で

す
。
一
方
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
は
成
分
が
同
じ

な
の
で
形
状
が
重
要
で
す
。
こ
ち
ら
は
同
じ
研

究
で
も
優
れ
た
『
も
の
づ
く
り
力
』
が
試
さ
れ

る
分
野
で
す
の
で
、
製
剤
開
発
部
や
製
剤
工
場

に
て
日
々
研
鑽
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
手

で
簡
単
に
割
っ
た
り
、
飲
み
や
す
い
形
状
の
錠

剤
の
開
発
に
も
、
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
分
野
の
研
究
成
果
は
、
他
社
で
は
扱
い
の
な

い
弊
社
独
自
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
数
品
目
に
も
応

用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
経
済
新
聞
系
の

雑
誌
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
」

「
こ
の
分
野
で
の
Ａ
Ｉ
の
進
歩
に
も
注
目
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
で
体

を
治
そ
う
と
い
う
動
き
が
活
発
で
す
。
最
近

は
、
禁
煙
ア
プ
リ
が
医
療
用
具
と
し
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
も
う
一
つ
注
目
し
て
い
る
こ
と
と

し
て
は
、
生
物
製
剤
で
す
ね
。
弊
社
が
得
意
と

し
て
い
る
の
は
、（
化
学
的
に
合
成
す
る
）
小

分
子
の
医
薬
品
で
す
が
、
今
は
生
物
製
剤
（
生

体
が
作
る
抗
体
を
薬
物
と
し
て
利
用
す
る
も

の
。
バ
イ
オ
医
薬
品
）
が
主
流
で
す
。
し
か

し
、
も
う
一
度
、
小
分
子
に
戻
っ
て
く
る
と
予

測
し
て
動
い
て
い
ま
す
。
飲
み
薬
が
主
流
に
な

る
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
」

　
　「

弊
社
に
は
、
従
業
員
が
１
０
０
人
以
上
い

ま
す
の
で
、
い
い
ア
イ
デ
ア
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
し
や
す
い
環
境
が
大
事
で
す
。
薬

は
、
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
許

が
切
れ
た
ら
、
急
に
主
要
品
目
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
も
っ
と
す
ご
い
こ

と
を
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
」

　

冨
山
社
長
自
身
の
若
い
こ
ろ
の
経
験
を
振
り

返
り
、
日
本
と
欧
米
で
は
、
考
え
方
に
大
き
な

違
い
が
あ
る
と
語
る
。
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■企業データ（令和３年１０月現在）
寿製薬 株式会社
●代 表 者 代表取締役社長　冨山　泰
●所 在 地 〒389-０6０6　長野県埴科郡坂城町上五明１98
●設 立 １949年２月
●資 本 金 １億円
●事業内容
主要製品

医薬品の研究開発および製造販売

●従業員数 約１１０人
●W E B https://ssl.kotobuki-pharm.co.jp/

「
東
京
に
出
て
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
に
行
き

ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
自
由
な
こ
と
が
言
え

る
社
会
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
『
月
並
み
な
こ

と
を
言
う
な
。
ク
レ
イ
ジ
ー
ア
イ
デ
ア
を
出

せ
。
逆
転
の
発
想
を
示
せ
』
と
よ
く
言
わ
れ
ま

し
た
。
彼
ら
は
突
拍
子
も
な
い
ア
イ
デ
ア
を
大

事
に
し
ま
す
。
そ
の
考
え
方
を
尊
重
し
て
仕
事

に
生
か
す
必
要
が
あ
り
ま
す
」

「
ア
ジ
ア
人
は
農
耕
民
族
で
す
。
西
洋
人
は

狩
猟
・
牧
畜
の
民
族
で
す
ね
。
日
本
人
は
、

自
分
の
田
ん
ぼ
か
ら
今
年
は
米
が
１
キ
ロ
取
れ

た
か
ら
、
来
年
は
１
・
１
キ
ロ
の
米
を
取
ろ
う

と
い
う
、
改
良
的
な
発
想
を
し
ま
す
。
と
こ
ろ

が
欧
米
の
カ
ウ
ボ
ー
イ
は
他
人
が
牛
を
連
れ
て

通
っ
た
草
原
の
後
を
追
っ
て
、
自
分
の
牛
を
連

れ
て
行
っ
て
も
、
牛
に
食
べ
さ
せ
る
草
は
も
は

や
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
誰
も
通
っ
て
い
な
い
草

原
に
行
く
し
か
な
い
。
こ
う
し
た
、
根
本
的
な

発
想
の
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
日
本
で

は
改
良
型
、
欧
米
で
は
ク
レ
イ
ジ
ー
ア
イ
デ
ア

の
も
た
ら
す
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
が
好
ま
れ

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
」

　
　「

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
が
強
い
理
由
は
所
得
税
制

に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
あ
る
商

品
が
大
ヒ
ッ
ト
し
、
会
社
か
ら
高
額
な
発
明
報

奨
金
が
研
究
者
個
人
に
入
っ
て
も
、
累
進
課
税

の
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
が
税
金
で
す
。
一
方
、

米
国
で
は
収
入
額
に
よ
ら
ず
一
律
税
で
す
か
ら

多
額
な
収
入
が
研
究
者
個
人
に
入
る
。
こ
の
よ

う
な
幸
運
に
恵
ま
れ
る
研
究
者
は
滅
多
に
い
ま

せ
ん
が
、
こ
う
い
っ
た
多
額
な
収
入
が
一
時
で

得
ら
れ
る
制
度
を
狩
猟
民
族
の
欧
米
人
は
大
歓

迎
し
ま
す
。
一
方
の
日
本
の
研
究
者
は
、
多
額

の
税
負
担
を
避
け
た
収
入
を
長
い
期
間
に
わ

た
っ
て
得
た
ほ
う
が
生
涯
年
収
は
多
く
な
る
と

考
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
リ
ス
ク
を
避
け
て
、
原
理

が
同
じ
で
改
良
的
な
発
想
に
な
り
や
す
い
」

　
　「

で
も
、
日
本
人
の
考
え
方
も
徐
々
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
若
い
人
は
特
に
。
た
と

え
ば
東
大
医
学
部
生
で
も
、
医
師
免
許
取
得

後
に
約
１
割
の
人
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
興
し
ま

す
。
だ
か
ら
、
従
来
と
は
明
ら
か
に
違
い
ま
す

よ
ね
。
弊
社
の
社
員
を
見
て
も
そ
う
い
う
感
じ

が
し
ま
す
」

　
　

　

冨
山
社
長
が
平
成
１２
年
（
２
０
０
０
）
に
入

社
し
た
と
き
に
驚
い
た
こ
と
は
、
長
野
県
出
身

の
研
究
員
が
少
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

「
今
、
長
野
県
内
企
業
の
新
卒
採
用
の
状
況

は
５
人
に
１
人
が
県
外
出
身
だ
と
い
う
の
で
す

が
、
特
に
研
究
職
は
弊
社
に
限
ら
ず
他
社
も
含

め
て
、
県
外
の
方
の
比
率
が
ど
こ
で
も
か
な
り

高
い
ん
で
す
」

　

坂
城
町
で
今
後
も
事
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
県
外
出
身
者
が
多
い
の
で
、
そ
の
人
た

ち
が
定
着
し
て
活
躍
で
き
る
場
を
提
供
す
る
と

同
時
に
、
長
野
県
出
身
の
優
秀
な
学
生
が
地
元

の
長
野
県
で
活
躍
で
き
る
企
業
を
目
指
し
た
い

と
い
う
。
ま
た
、
長
野
県
教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
よ
る
多
く
の
研
究
者
の
輩
出
に
も
期
待
し

て
い
る
。

「
製
薬
会
社
は
、
今
後
、
さ
ら
に
熾
烈
な
競

争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
さ
な
い
と
生
き
残
れ
ま
せ
ん
。
次
々
と

新
薬
を
創
り
出
す
た
め
に
、
ク
レ
イ
ジ
ー
ア
イ

デ
ア
を
出
し
続
け
て
、
ま
だ
ま
だ
暴
れ
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
ね
（
笑
）」
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「ものづくり日本」を根底から支える
世界最先端の高度な「深絞り加工」

株式会社 桜井製作所
代表取締役社長桜井雅史

Sakurai Masashi

【プロフィール】
桜井雅史（さくらいまさし）
１９６７年生まれ　坂城町出身
１９９４年 ㈱桜井製作所　入社
１９９９年 取締役製造課長
２００５年 取締役工場長
　　　 代表取締役社長
趣味はソフトテニス、スキー
座右の銘「人事を尽くして天命を待つ」
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深絞り加工を施した製品。絞りの難しいステンレスの絞り加工を得意とする

　

四
季
折
々
風
情
漂
う
、
悠
久
の
清
流
・
千
曲

川
。
北
西
を
見
上
げ
る
と
、
雪
を
い
た
だ
く
雄

大
な
北
ア
ル
プ
ス
。

　

こ
の
自
然
豊
か
な
坂
城
の
地
で
、
金
属
プ
レ

ス
・
深
絞
り
加
工
な
ど
の
コ
ア
技
術
に
磨
き
を

か
け
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
を
根
底
か
ら
支
え

て
い
る
の
が
、
株
式
会
社
桜
井
製
作
所
で
あ

る
。

　
　「

私
が
代
表
取
締
役
に
就
い
た
の
は
、
平
成

１７
年（
２
０
０
５
）で
す
。
当
時
ま
だ
3８
歳
だ
っ

た
の
で
、
よ
く
『
若
社
長
』
と
呼
ば
れ
た
も
の

で
す
よ
」
と
、
や
や
照
れ
な
が
ら
語
る
の
は
、

桜
井
雅
史
社
長
で
あ
る
。

「
入
社
し
て
約
１０
年
後
の
こ
と
に
な
り
ま

す
。
製
造
課
長
・
工
場
長
を
経
験
し
た
の
ち
、

社
長
職
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
」

　
　

　

桜
井
製
作
所
は
、
金
属
プ
レ
ス
の
加
工
技
術

の
な
か
で
も
最
も
難
し
い
、
深
絞
り
加
工
を
得

意
と
す
る
。
こ
の
加
工
は
溶
接
が
不
要
の
た

め
、
耐
久
性
向
上
と
コ
ス
ト
削
減
が
図
れ
る
ほ

か
、
複
雑
な
形
状
の
成
形
が
可
能
に
な
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
長
所
を
持
つ
。

「
金
属
プ
レ
ス
の
深
絞
り
加
工
を
中
心
に
炭

酸
ガ
ス
溶
接
、
抵
抗
溶
接
、
タ
ッ
プ
加
工
な
ど

の
技
術
に
よ
り
、
金
属
製
品
、
部
品
を
製
造
し

て
、
お
客
さ
ま
に
提
供
し
て
い
ま
す
」

　

主
な
製
品
は
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の
ブ

レ
ー
キ
や
、
足
回
り
関
係
の
部
品
で
、
そ
れ
が

全
体
の
７０
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
を
占
め
る
。
ま

た
、
電
動
自
動
車
の
モ
ー
タ
ー
の
部
品
や
、
最

近
で
は
モ
ー
タ
ー
の
円
運
動
を
平
行
運
動
に
変

え
る
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
の
部
品
も
手
掛
け
て

い
る
。

　

自
動
車
関
係
の
取
引
は
比
較
的
安
定
し
て
い

る
が
、
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
は
、
精
密
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
技
術
の
高
度
化
が
激
し
い
の

で
、
切
磋
琢
磨
の
日
々
で
あ
る
と
い
う
。

　
　

　

桜
井
製
作
所
は
、
平
成
２3
年
（
２
０
１
１
）

に
タ
イ
に
進
出
し
、
初
め
て
の
海
外
拠
点
を
立

ち
上
げ
た
。

　

平
成
２０
年
（
２
０
０
８
）
ま
で
、
業
績
は
右

肩
上
が
り
だ
っ
た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

降
円
高
が
進
み
、
１
ド
ル
＝
８９
円
（
最
高
値

７５
・
８２
円
）
に
ま
で
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
販

売
成
績
は
急
降
下
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
み
、
取
引
先
が
海
外
展
開
を
一
層
強
化
す

る
よ
う
に
な
り
、
製
品
を
現
地
で
調
達
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た

め
、
桜
井
製
作
所
も
海
外
進
出
を
決
意
し
、
各

国
へ
の
視
察
を
始
め
た
。

　
　「

当
初
、
中
国
に
出
る
こ
と
も
検
討
し
、
現

地
に
何
回
も
行
き
ま
し
た
。
し
か
し
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
う
え
、
国
土

が
広
く
、
輸
送
や
積
み
卸
し
な
ど
の
面
で
難
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
進
出
先
を
タ
イ

に
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
タ
イ
へ
の
進
出

も
時
期
的
に
は
既
に
遅
く
、
現
地
で
は
『
今
さ

ら
何
し
に
来
た
』
と
い
う
雰
囲
気
で
し
た
。
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▪沿革
年 出来事など

大正～昭和２０年 東京都台東区にてプレス加工を営む
昭和20年（1945） 東京大空襲による戦火に追われ、坂城町

に疎開して家内工業を再開
昭和33年（1958） 株式会社桜井製作所を設立
昭和37年（1962） 中之条に工場を建設・移転
平成14年（2002） ＩＳ　Ｏ9001認証取得
平成17年（2005） 代表取締役に桜井雅史氏が就任
平成19年（2007） ＩＳ　Ｏ14001認証取得
平成24年（2012） タイ国へ関連会社設立
平成31年（2019） １級金型製作技能士誕生

大型プレス機で金属板を打ち抜き、曲げ、絞っていく。技能、知識、根気
がないと深絞り加工はできない

で
も
、
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち

で
、
苦
労
し
て
工
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
」

　
　「

こ
の
時
、
タ
イ
を
選
ん
だ
こ
と
は
正
解

だ
っ
た
」
と
桜
井
社
長
は
言
う
。

「
タ
イ
は
、
取
引
先
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
、
国
民
性
が
穏
や
か
で
、
治
安
も
い

い
ん
で
す
。
親
日
的
で
、
交
通
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
も
東
南
ア
ジ
ア
で
は
最
も
優
れ
て
い
る
。
食

事
も
日
本
と
同
じ
く
米
文
化
で
、
海
産
物
も
多

く
食
べ
ま
す
。
仏
教
徒
で
あ
り
、
お
坊
さ
ん
や

年
上
を
敬
う
文
化
で
す
か
ら
、
日
本
人
に
と
っ

て
は
居
心
地
が
い
い
国
で
す
」

　

し
か
し
タ
イ
の
従
業
員
は
、
人
の
気
分
を

害
す
る
こ
と
を
嫌
う
た
め
、
改
善
す
べ
き
点

や
、
悪
い
情
報
を
は
っ
き
り
伝
え
な
い
の
が
玉

に
傷
だ
と
か
。
そ
こ
が
ま
た
、
日
本
人
と
似
て

い
る
ら
し
い
。

　
　「

タ
イ
の
工
場
は
3０
人
規
模
で
、
こ
の
ス

ケ
ー
ル
は
坂
城
か
ら
の
進
出
企
業
の
な
か
で
最

も
小
規
模
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ
を
ベ
ー
ス

に
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い

き
ま
す
。
当
社
の
技
術
を
ベ
ー
ス
に
、
し
っ
か

り
と
継
続
、
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
手
を
打
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
　

　

さ
て
、
桜
井
社
長
が
就
任
し
て
か
ら
、力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
は
多
々
あ
る
が
、
社
是
の

「
安
全
・
正
確
・
迅
速
」
を
補
う
た
め
に
、
特

に
、
次
の
３
点
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
。

「
ま
ず
第
一
は
、
業
務
の
標
準
化
・
合
理
化
。

い
わ
ゆ
る
デ
ミ
ン
グ
サ
イ
ク
ル
で
す
。
デ
ミ
ン

グ
サ
イ
ク
ル
の
根
底
に
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
（Ｐlan

→Ｄ
ｏ

→Ｃhｅ　ck
→Ａ

ct

）
が
あ
り

ま
す
。
適
正
な
方
法
を
決
め
、
そ
の
と
お
り
に

や
っ
て
み
る
。
成
果
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
、
方

法
を
改
善
し
、
再
び
実
践
す
る
。
こ
れ
を
反
復

し
ま
す
」

　
　

　

次
に
重
視
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
社
員

の
技
能
を
可
視
化
す
る
こ
と
だ
。

「
講
師
を
招
聘
し
て
、
教
育
訓
練
す
る
場
を

社
内
に
作
っ
た
結
果
、
社
員
が
１
級
金
型
製

作
技
能
士
の
資
格
を
取
る
ま
で
に
至
り
ま
し

た
。
従
来
、
こ
の
資
格
を
取
得
す
る
環
境
が
長

野
県
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
事
を
す

る
な
か
で
、
従
業
員
の
技
能
は
上
が
り
ま
す

が
、
社
外
に
一
歩
出
る
と
個
人
の
力
量
や
価
値

を
示
す
も
の
が
な
い
。
な
ん
と
か
、
社
会
で
評
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■企業データ（令和３年１０月現在）
株式会社 桜井製作所
●代 表 者 代表取締役社長　桜井雅史
●所 在 地 〒389-０6０2　長野県埴科郡坂城町中之条895
●設 立 １958年６月27日
●資 本 金 25００万円
●事業内容
主要製品

金属プレス加工

●従業員数 8０名
●W E B http://sakuraiss.co.jp/

価
さ
れ
る
看
板
を
つ
け
て
あ
げ
た
い
と
常
々
考

え
て
は
い
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

方
と
の
ご
縁
が
あ
り
、
そ
れ
が
可
能
と
な
っ
た

ん
で
す
。
今
、
当
社
の
１
級
技
能
士
は
３
人
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

　

な
お
、「
１
級
金
型
製
作
技
能
士
」
の
資
格

試
験
は
、
年
１
回
し
か
な
い
。
合
格
者
は
、

１
年
間
の
準
備
で
目
標
を
達
成
し
た
。
短
期
間

で
合
格
で
き
た
理
由
は
金
型
に
従
事
し
て
3０
年

の
ベ
テ
ラ
ン
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
く
ら
い
長

い
キ
ャ
リ
ア
と
優
れ
た
ス
キ
ル
が
必
要
な
資
格

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
同
時
に
、
同
社
に
は

元
々
優
秀
な
従
業
員
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
を

も
意
味
す
る
。

　
　

　

資
格
取
得
は
、
同
社
製
品
の
質
の
向
上
に
も

役
立
っ
て
い
る
。
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
仕
事
に
対
す
る
や
り
が
い
と
責
任
感
、
そ

し
て
自
己
研
鑽
す
る
意
欲
が
育
つ
か
ら
だ
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
が
、

当
社
が
得
意
と
す
る
精
密
深
絞
り
は
、
海
外
に

は
稀
な
技
術
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
技
能
と
知
識

そ
し
て
根
気
の
３
拍
子
が
揃
わ
な
い
と
不
可
能

だ
か
ら
。
自
分
た
ち
は
、
大
変
難
し
い
領
域
を

事
業
化
し
て
い
ま
す
」

　

海
外
勢
と
戦
っ
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
、
お

客
さ
ま
に
頼
り
に
さ
れ
る
立
場
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、「
技
能
を
一
層
磨
か
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
社
員
の
ス
キ
ル
が
上
が
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
が
強
い
の
だ
ろ
う
。

　
　

　

３
つ
目
に
重
視
す
る
の
は
、
社
内
の
意
思
疎

通
の
活
性
化
と
人
間
関
係
の
円
滑
化
で
あ
る
。

「
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
業
務
に
通

じ
る
、
と
の
思
い
か
ら
、
社
員
の
皆
さ
ん
に

は
、『
で
き
る
だ
け
、
昼
食
は
食
堂
で
食
べ
て

く
だ
さ
い
』
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
人
間
関

係
が
よ
け
れ
ば
、
生
産
性
は
自
然
に
上
が
っ

て
い
く
は
ず
。
私
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
で
き
る
だ
け
、
お
互
い
を
知
る

機
会
を
増
や
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
業
務
中
だ
と
な
か
な
か
雑
談
を
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
だ
か
ら
食
事
の
と
き
が
い
ち
ば

ん
か
な
、
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
か
ら
挨

拶
や
声
が
け
を
す
る
よ
う
に
、
常
日
頃
か
ら
心

掛
け
て
い
ま
す
。
忘
年
会
と
か
新
年
会
、
お
花

見
、
暑
気
払
い
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
で
き
る

だ
け
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
　

　

桜
井
製
作
所
の
今
後
の
進
む
道
を
、
桜
井
社

長
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
今
ま
で
も
、
平
成
１０
年
（
１
９
９
８
）
の
ア

ジ
ア
通
貨
危
機
や
平
成
２０
年
（
２
０
０
８
）
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
そ
し
て
近
年
の
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
見
舞

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
も
、

当
社
は
、『
安
全
・
正
確
・
迅
速
』
を
大
事
に

し
て
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
き
っ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
全
従
業
員
が
一
体
と
な
っ

て
、
必
ず
や
そ
う
し
た
危
機
を
克
服
し
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
製
品
を

作
り
、
社
会
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
」

　

ま
た
、
美
し
い
郷
土
の
自
然
を
は
じ
め
緑
豊

か
な
地
球
を
子
孫
に
渡
す
た
め
に
、「
環
境
に

配
慮
し
た
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

　

そ
の
や
さ
し
い
口
調
の
な
か
に
、
桜
井
社
長

の
内
な
る
情
熱
と
固
い
決
意
が
見
て
取
れ
た
。
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医療を支えるプラスチック容器
それは日本酒のキャップから始まった

昭和樹脂工業 株式会社
代表取締役社長鈴木雅視

Suzuki Masashi

【プロフィール】
鈴木雅視（すずきまさし）
１９６２年生まれ　千葉市出身
１９８４年 三木産業㈱（東京）入社
１９８９年 昭和樹脂工業㈱　入社
１９９１年 常務取締役
２０００年 代表取締役社長
趣味は読書
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創業当初は日本酒のキャップを製造。本社通路にはその当
時請け負っていた多くの銘柄の刻印が飾られている

手術室用吸引器

　

昭
和
樹
脂
工
業
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
の
専

門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
医
療
用
の
吸
引
器
用
容

器
や
理
化
学
検
査
容
器
、
注
射
剤
キ
ャ
ッ
プ
な

ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
そ
の
部
品
を
手
掛

け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
健
康
食
品
や
化
粧
品
と

い
っ
た
私
た
ち
に
も
身
近
な
容
器
類
の
製
造
を

行
う
会
社
だ
。

　

そ
の
生
産
環
境
は
ク
ラ
ス
１
０
０
０
０
の
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
成
形
工
場
を
完
備
し
、
高
品
質

な
製
品
を
送
り
出
し
て
い
る
。

　
　

　

代
表
取
締
役
・
鈴
木
雅
視
社
長
の
父
で
あ

る
先
代
は
、
千
葉
県
か
ら
坂
城
町
の
醸
造
所

へ
単
身
赴
任
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
の
技
師

と
し
て
働
い
て
い
た
。
そ
の
後
、
昭
和
3５
年

（
１
９
６
０
）
に
脱
サ
ラ
を
し
て
創
業
。
最
初

に
作
っ
た
も
の
は
日
本
酒
の
コ
ッ
プ
に
な
る

キ
ャ
ッ
プ
の
製
造
だ
っ
た
。

　

往
年
の
左
党
の
方
な
ら
ご
存
知
で
あ
ろ
う
あ

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
キ
ャ
ッ
プ
。
そ
の
天

面
に
は
日
本
酒
の
銘
柄
が
刻
印
さ
れ
、
当
時

３
０
０
近
い
種
類
の
製
造
を
請
け
負
っ
て
い
た

と
い
う
。

　
　

　

現
在
の
社
内
に
は
当
時
の
刻
印
が
一
覧
と
な

り
飾
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
そ
の
隣
に
は
、
取
り
扱
っ
て
い
る
医

療
関
係
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
や
、
薬
の
容

器
、
食
卓
に
お
馴
染
み
の
八
幡
屋
礒
五
郎
の
容

器
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
一
角
が
あ
る
。

　

そ
の
ス
ペ
ー
ス
の
奥
に
坂
城
葡
萄
酒
醸
造
の

ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
が
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
す
る

と
鈴
木
社
長
、「
こ
れ
は
私
の
趣
味（
笑
）。
少

し
で
も
地
元
を
応
援
し
よ
う
と
思
っ
て
ね
」
と

茶
目
っ
気
を
見
せ
る
。

　
　

　

昭
和
樹
脂
工
業
は
、
昭
和
の
終
わ
り
ご
ろ
ま

で
は
輸
液
用
吊
り
具
（
点
滴
用
の
ホ
ル
ダ
ー
）

を
中
心
に
製
造
し
、
そ
の
シ
ェ
ア
は
全
国
の
８

割
を
占
め
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
時
代
と
と
も
に
そ
れ
ま
で
ガ
ラ
ス

瓶
だ
っ
た
容
器
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ボ
ト
ル
に

な
り
、
更
に
そ
れ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
バ
ッ
グ
へ

と
変
わ
り
、
段
々
と
ホ
ル
ダ
ー
を
使
う
必
然
性

が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

当
時
６
０
０
万
本
ほ
ど
作
っ
て
い
た
も
の
が

ほ
ぼ
０
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　
　

　

次
に
打
つ
手
を
模
索
す
る
な
か
、
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
ル
ア
ー
用
金
型
の
製
造
や
輸
出
、
ク
ラ

ス
１
０
０
０
０
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
設
置
し

て
、
よ
り
高
品
質
な
医
療
機
器
に
も
対
応
で
き
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▪沿革
年 出来事など

昭和35年（1960） 坂城町大字坂城にて会社創業
昭和37年（1962） 昭和樹脂工業株式会社に改組
昭和40年（1965） 輸液用吊り具（ホルダー）の共同開発を

開始
平成３年（1991） クラス10，000クリーンブース設置
平成７年（1995） フィッシングリール用金型の製造及び輸

出開始
平成11年（1999） 医療機器部品の受注開始
平成12年（2000） 鈴木雅視氏が社長に就任
平成18年（2006） 薬事法 医療機器一般製造業の認可を取得
平成22年（2010） 現所在地へ移転
平成24年（2012） ＩＳ　Ｏ9001認証取得
平成27年（2015） クリーンルームクラス100，000の第二工

場新設
令和元年（2019） ベトナム（ハノイ）子会社の設立

「長野県 Ｓ　ＤＧs 登録企業」に登録

衛生面を徹底的に管理した大規模クリーンルーム。クラス１００００にお
いて、医療、理化学、食品分野で使用するプラスチック成形品を生産
する

る
環
境
を
着
々
と
整
え
て
い
っ
た
。

　
　

　

千
葉
県
育
ち
の
鈴
木
社
長
が
長
野
県
に
移
住

し
て
き
た
の
は
平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
の
こ

と
。

　

そ
し
て
平
成
１２
年
（
２
０
０
０
）。
鈴
木
社

長
が
3７
歳
の
と
き
、
先
代
か
ら
「
こ
れ
以
上
会

社
は
悪
く
な
ら
な
い
か
ら
や
っ
て
み
ろ
と
」
と

言
わ
れ
会
社
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
と
き
の
気
持
ち
は
「
や
っ
て
み
ろ
、
と

言
わ
れ
て
も
…
…
」
と
い
う
不
安
な
思
い
が
正

直
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
、
と
語
る
。

　
　

　

そ
ん
な
な
か
、
手
始
め
に
取
り
掛
か
っ
た
の

が
営
業
。

　

日
本
橋
の
商
社
に
５
年
ほ
ど
務
め
て
い
た
経

験
も
あ
り
、
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
切
に
感
じ
て
い
た
。
坂
城
の
土

地
柄
、
そ
れ
ま
で
営
業
ら
し
い
営
業
を
し
な
く

て
も
、
近
所
の
つ
な
が
り
で
な
ん
と
か
経
営
は

成
り
立
っ
て
い
た
が
、
そ
の
限
界
を
感
じ
て
い

た
の
だ
。

　
　

　

と
に
か
く
、
あ
ら
ゆ
る
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー

に
営
業
を
か
け
て
い
く
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
。

「
も
う
片
っ
端
か
ら
で
す
よ
。
と
に
も
か
く

に
も
顔
を
売
っ
て
仕
事
を
取
っ
て
き
た
。
で

も
、
最
初
は
ほ
と
ん
ど
相
手
に
し
て
く
れ
な
く

て
ね
」

　
　

　

自
社
の
技
術
を
売
る
た
め
な
ら
ば
、
と
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
成
形
だ
け
で
な
く
、
金
型
や
組
み
立

て
の
工
程
、
図
面
の
見
方
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
知
識

も
覚
え
た
。
だ
が
、
現
実
は
厳
し
い
。

「
あ
の
と
き
は
本
当
に
潰
れ
る
か
と
思
っ
た

ね
。
売
り
上
げ
が
３
分
の
１
以
下
に
減
っ
て
い

た
し
、
大
変
だ
っ
た
。
で
も
１０
年
く
ら
い
や
っ

て
い
た
ら
、
な
ん
と
か
仕
事
が
追
い
つ
い
て
き

た
ん
で
す
」

　

こ
の
こ
ろ
に
顧
客
か
ら
受
け
た
要
望
が
、
事

業
を
大
き
く
動
か
す
転
機
と
な
っ
た
。

　
　〝

病
院
で
使
う
吸
引
用
バ
ッ
グ
を
作
っ
て
も
ら

え
な
い
か
〟

　
　

　

そ
れ
ま
で
は
部
品
だ
け
作
る
こ
と
に
注
力
し

て
い
た
が
、
完
成
品
ま
で
自
社
で
で
き
な
い
も

の
だ
ろ
う
か
。

「
必
要
な
部
品
数
は
１０
～
１５
点
、
ほ
と
ん
ど

が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
。
そ
れ
だ
っ
た
ら
自
分

た
ち
の
土
俵
じ
ゃ
な
い
か
と
。
自
社
で
組
み
立
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同社の主力製品である医療用の吸引器用容器。年間２４０万本以上を出
荷する

■企業データ（令和３年１０月現在）
昭和樹脂工業 株式会社 
●代 表 者 代表取締役社長　鈴木雅視
●所 在 地 〒389-０6０１　長野県埴科郡坂城町坂城9444
●設 立 １962年１１月
●資 本 金 2０００万円
●事業内容
主要製品

射出成形・ブロー成形によるプラスチッ
ク製品

●従業員数 48名
●W E B https://www.showajushi.co.jp/

て
さ
え
で
き
れ
ば
、
そ
れ
で
お
客
さ
ん
の
役
に

立
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
」

　

こ
の
取
り
組
み
が
、
現
在
も
続
く
医
療
用
の

吸
引
器
用
容
器
製
造
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　
　

　

そ
し
て
平
成
２２
年
（
２
０
１
０
）
に
は
工
場

を
現
在
の
場
所
へ
と
移
転
。

　

鈴
木
社
長
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
大
き
な
勝

負
で
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
二
回
目
の
大
き
な

転
機
に
も
な
っ
た
。

　

完
全
自
社
製
造
が
で
き
る
現
在
の
設
備
に
な

り
、
吸
引
器
用
容
器
は
当
初
年
間
２
万
本
ほ
ど

だ
っ
た
も
の
が
現
在
は
２
４
０
万
本
を
超
え
る

主
力
製
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
　「

辞
め
ち
ゃ
お
う
か
な
と
思
う
こ
と
も
あ
っ

た
よ
。
で
も
、
運
も
味
方
を
し
て
く
れ
た
。
な

ん
な
ら
８
割
く
ら
い
が
運
か
も
ね
（
笑
）。
僕

は
生
ま
れ
る
と
き
に
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
大
き

な
手
術
を
し
て
い
て
ね
、
そ
こ
か
ら
既
に
運
が

あ
っ
た
の
か
な
」

　
　

　

こ
の
１
、２
年
は
会
社
と
し
て
、
さ
ら
な
る

成
長
を
目
指
し
、
医
療
だ
け
で
な
く
汎
用
的
な

容
器
の
製
造
に
も
着
手
し
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

を
目
指
し
て
い
る
。

　
　「

会
社
は
続
け
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
そ

し
て
会
社
は
健
康
で
な
け
れ
ば
続
か
な
い
。

難
し
い
こ
と
を
考
え
る
よ
り
健
康
で
あ
る
こ

と
。
そ
の
な
か
で
い
い
仕
事
が
巡
っ
て
き
た
ら

嬉
し
い
で
し
ょ
。
会
社
が
元
気
だ
と
、
従
業
員

も
い
い
仕
事
が
で
き
る
。
た
ま
た
ま
自
分
の
会

社
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
屋
だ
っ
た
だ
け
で
、
仕
事

の
本
質
は
そ
こ
に
あ
る
と
思
う
か
ら
」

　
　

　

平
成
3０
（
令
和
元
）
年
（
２
０
１
９
）
に
は

ベ
ト
ナ
ム
に
初
の
海
外
進
出
を
果
た
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
工
場
で
は
小
さ
い
モ
デ
ル
の
吸
引

器
用
ラ
イ
ナ
ー
を
作
り
、
日
本
に
年
間
約
６０
万

本
を
輸
出
し
て
い
る
。

　
　「

夏
は
４０
℃
に
な
る
ん
だ
け
ど
、
現
地
で
立

ち
上
げ
に
関
わ
る
の
は
楽
し
か
っ
た
な
あ
。
１

つ
夢
が
か
な
っ
た
か
ら
ね
。
ま
だ
ま
だ
利
益
は

ほ
と
ん
ど
出
な
い
け
ど
、
こ
れ
は
次
の
時
代
に

つ
な
が
る
よ
ね
」

　
　

　

始
ま
り
は
酒
の
コ
ッ
プ
。
そ
し
て
今
は
医
療

用
吸
引
バ
ッ
グ
。

　

時
代
と
と
も
に
求
め
ら
れ
る
も
の
が
変
化

し
、
そ
れ
に
応
じ
て
会
社
の
姿
勢
も
柔
軟
に
変

え
て
い
け
る
こ
と
が
、
昭
和
樹
脂
工
業
の
〝
運

だ
け
で
は
な
い
〟
強
み
な
の
だ
ろ
う
。
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誠実に仕事と向き合う人柄があればこそ
信頼は白紙手形のなかに

大永工業 株式会社
代表取締役会長村田和夫

Murata Kazuo

【プロフィール】
村田和夫（むらたかずお）
１９４３年生まれ　千曲市出身
１９５９年 アガツマ精機㈱　入社
１９７２年 坂城プレス㈲（現・大永工業㈱）　入社
１９７６年 常務取締役
１９９０年 専務取締役
１９９９年 代表取締役社長
２０２０年 代表取締役会長
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村田和夫会長（左）と工場板金技能士１級の資格を持つ西定男社長（左）

　

板
金
製
品
の
設
計
と
製
作
、
そ
し
て
メ
タ
ル

部
品
の
加
工
、
そ
の
組
み
立
て
ま
で
の
一
貫
生

産
を
担
う
大
永
工
業
株
式
会
社
。
法
人
化
は
昭

和
４７
年
（
１
９
７
２
）、
と
約
半
世
紀
の
歴
史

を
持
つ
同
社
だ
が
、
設
立
は
さ
ら
に
そ
こ
か
ら

１０
年
以
上
も
遡
っ
た
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）

の
こ
と
。
現
在
、
代
表
取
締
役
を
務
め
る
村
田

和
夫
会
長
は
同
社
の
生
き
字
引
。
豊
富
な
経
験

と
自
慢
の
辣
腕
で
会
社
の
舵
を
取
る
村
田
会
長

に
、
当
時
の
思
い
出
話
を
伺
っ
た
。

　
　「

平
成
の
１１
年
（
１
９
９
９
）
に
、
社
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
で
も
そ
の
こ
ろ
、
自
分
と
し

て
は
、『
俺
も
そ
ろ
そ
ろ
定
年
だ
し
、
年
金
で

も
も
ら
い
な
が
ら
こ
の
先
は
の
ん
び
り
と
農
作

業
で
も
や
ろ
う
か
な
』
と
か
思
っ
て
い
た
ん
だ

よ
ね
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
社
長
を
や
る
気
は
な

か
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）」

　
　

　

そ
こ
か
ら
ど
う
い
う
心
境
の
変
化
が
あ
り
今

に
至
る
の
か
？　

思
わ
ず
身
を
乗
り
出
し
て
聞

き
入
っ
て
し
ま
う
。
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
交
え
た

村
田
会
長
の
軽
妙
な
語
り
口
は
、
聴
く
者
を
飽

き
さ
せ
な
い
。

　
　「

大
永
工
業
の
前
身
で
あ
る
千
曲
ス
リ
ー
ブ

（
株
）
と
坂
城
プ
レ
ス
（
有
）
の
創
業
者
で
あ

る
伊
藤
俊
雄
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
、
奥
さ
ん
の

歌
子
さ
ん
が
跡
を
継
ぎ
社
長
に
な
っ
た
の
が
平

成
２
年
。
自
分
が
そ
の
後
を
頼
ま
れ
た
の
だ
け

れ
ど
、
そ
り
ゃ
あ
悩
み
ま
し
た
よ
。
だ
っ
て
借

金
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
か
ら（
笑
）。
こ
り
ゃ

あ
ど
う
し
た
も
の
か
、
と
昔
か
ら
の
仲
間
た
ち

に
相
談
を
し
て
み
た
の
だ
け
れ
ど
、
皆
、
口
を

揃
え
て
『
や
め
て
お
け
』
っ
て
言
わ
れ
て
さ
あ

（
笑
）」

　
　

　

社
長
を
頼
ま
れ
て
か
ら
お
よ
そ
３
カ
月

間
。
悩
み
に
悩
ん
だ
末
、
社
長
職
を
引
き
受
け

る
こ
と
に
決
め
た
。
そ
こ
に
は
自
分
が
道
筋
を

つ
け
た
精
密
板
金
へ
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
か

ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　「

私
が
入
社
し
た
こ
ろ
、
こ
の
会
社
は
ま
だ

プ
レ
ス
工
場
だ
っ
た
ん
で
す
。
で
も
そ
の
こ
ろ

か
ら
プ
レ
ス
業
は
既
に
斜
陽
産
業
で
徐
々
に

仕
事
が
減
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。『
こ
の
ま
ま

で
は
い
ず
れ
ジ
リ
貧
だ
な
、
ど
う
し
た
も
の

か
』
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
知
り
合
い
か

ら
『
板
金
を
や
っ
て
も
ら
え
な
い
か
』
と
、
声

を
か
け
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
こ
で
、
そ

の
依
頼
内
容
を
そ
の
ま
ま
当
時
の
伊
藤
社
長
に

伝
え
ま
し
た
。『
こ
ん
な
こ
と
言
っ
て
も
ら
え

た
け
れ
ど
、
社
長
、
ど
う
し
ま
す
か
？
』
と
。

そ
し
た
ら
社
長
が
『
ち
ょ
っ
と
考
え
さ
せ
て
く

れ
』
と
言
っ
て
ね
。
そ
こ
か
ら
１
週
間
く
ら
い

経
っ
た
の
か
な
あ
、
社
長
が
ま
だ
考
え
て
い
る

よ
う
な
の
で
俺
が
『
社
長
、
こ
こ
で
潰
れ
て
も

さ
ら
に
借
金
し
て
潰
れ
て
も
駄
目
に
な
る
の
は

同
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
な
ら
や
っ
て

み
り
ゃ
ど
う
だ
い
？
』
っ
て
ハ
ッ
パ
を
か
け

ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
ね
（
笑
）。
そ
う
し
た
ら
社

長
が
『
そ
う
だ
な
、
じ
ゃ
あ
清
水
の
舞
台
か
ら
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▪沿革
年 出来事など

昭和33年（1958） 故 伊藤俊雄氏が坂城町大字坂城にて伊
藤製作所を発足

昭和39年（1964） 坂城プレス有限会社に法人化
昭和44年（1969） 坂城町大字網掛に千曲スリーブ株式会社

を設立
昭和46年（1971） 坂城町大字坂城に坂城プレス有限会社を

社屋新築移転
昭和47年（1972） 千曲スリーブ株式会社と坂城プレス有限

会社を合併し、大永工業株式会社として
新発足

昭和59年（1984） 精密板金部門を開設
平成11年（1990） 代表取締役社長に村田和夫氏が就任
平成14年（2002） 長野県埴科郡坂城町大字南条に本社・工

場新築移転

最新のベンディングマシンを使い高精度の曲げ加工を施す

飛
び
降
り
た
つ
も
り
で
や
っ
て
み
る
か
』
と
、

こ
う
な
っ
た
ん
で
す
よ
」

　
　

　

そ
こ
か
ら
大
永
工
業
は
プ
レ
ス
業
か
ら
業
態

を
変
え
、
次
第
に
板
金
業
と
し
て
の
今
に
繋
が

る
礎
を
築
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　「

何
し
ろ
板
金
な
ん
て
や
っ
た
こ
と
が
な

い
か
ら
ね
、
始
め
た
当
時
は
も
う
大
変
だ
っ

た
。
そ
れ
こ
そ
苦
労
な
ん
て
も
ん
じ
ゃ
な
い

よ
。
職
種
が
全
く
違
う
ん
だ
か
ら
。
で
も
、

得
意
先
が
仕
事
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
た
お
陰

で
受
注
は
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
ん
で
す
。
会
社

の
業
態
を
プ
レ
ス
か
ら
板
金
に
替
え
た
翌
年
に

は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
て
、
周
り
の
会
社

は
大
変
だ
っ
た
み
た
い
だ
け
れ
ど
、
う
ち
の
会

社
は
板
金
に
商
売
替
え
し
て
い
た
お
陰
で
仕
事

は
あ
っ
た
か
ら
ね
。
う
ち
の
会
社
が
夜
中
で
も

機
械
を
動
か
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
も
の
だ
か

ら
、
近
所
に
あ
っ
た
ほ
か
の
会
社
か
ら
は
『
大

永
さ
ん
だ
け
昼
夜
を
問
わ
ず
機
械
が
動
い
て
景

気
が
よ
さ
そ
う
だ
け
れ
ど
、
な
ん
で
あ
ん
な
に

仕
事
が
あ
る
ん
だ
？
』
な
ん
て
言
わ
れ
て
ね
。

本
当
、
板
金
に
替
え
て
い
た
お
陰
で
会
社
は
助

か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
」

　
　

　

１
枚
の
金
属
板
か
ら
無
限
の
可
能
性
を
見

出
す
の
が
精
密
板
金
の
世
界
。
今
で
は
ア
イ

テ
ム
数
に
し
て
３
０
０
０
余
り
、
取
引
先
は

約
１
６
０
社
と
大
永
工
業
は
大
き
く
成
長
し

た
。
こ
れ
も
村
田
会
長
の
手
腕
が
あ
れ
ば
こ

そ
。
そ
ん
な
村
田
会
長
に
は
一
つ
の
経
営
者
と

し
て
の
哲
学
が
あ
る
と
い
う
。

　
　「

会
社
と
い
う
の
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
人
材

な
ん
だ
と
思
う
。
ど
れ
だ
け
い
い
人
材
が
集
ま

る
か
、
集
め
ら
れ
る
か
。
人
材
が
い
な
い
と

や
っ
ぱ
り
駄
目
だ
よ
ね
。
ど
ん
な
に
で
き
る
人

間
だ
と
し
て
も
、
一
人
の
社
長
の
力
な
ん
て
た

か
が
知
れ
て
る
ん
だ
か
ら
」

　
　

　

た
だ
し
、
と
続
け
る
。

　
　「

こ
れ
も
よ
く
人
に
話
す
の
だ
け
れ
ど
、
企

業
は
社
長
の
運
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
ま

あ
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
調
べ
よ
う
も
な
い
し
わ

か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
俺
は
本
気
で
そ
う
思
っ

て
い
る
ん
だ
。
運
の
い
い
人
間
が
社
長
を
や
っ

て
い
れ
ば
、
そ
の
取
り
巻
き
に
も
い
い
人
た
ち

が
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
う
や
っ
て
優
秀
な
人
材

が
集
ま
れ
ば
、
そ
ん
な
に
苦
労
を
し
な
く
て
も

企
業
と
し
て
好
転
し
て
い
く
の
は
自
明
の
理
で
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ロボット溶接機を導入し、省力化・省人化とともに品質価値を高める

■企業データ（令和３年１０月現在）
大永工業 株式会社
●代 表 者 代表取締役会長　村田和夫
●所 在 地 〒389-０6０3　長野県埴科郡坂城町南条639０-１
●設 立 １958年３月
●資 本 金 １０００万円
●事業内容
主要製品

精密板金加工、プレス加工、電子機器組
立

●W E B http://daiei.hiho.jp/
カシメ加工は薄い板ものの加工に適しているため、精密板金の分野で多く
使われる

し
ょ
。
逆
に
運
の
悪
い
人
が
ト
ッ
プ
に
い
た
と

し
た
ら
ど
う
な
る
か
？　

当
然
、
逆
の
結
果
に

な
っ
て
し
ま
う
の
は
仕
方
な
い
よ
な
。
俺
は
ど

う
か
っ
て
？　

さ
あ
、
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
け

れ
ど
自
分
で
は
運
が
い
い
方
だ
と
思
っ
て
い
る

よ
。
子
供
の
こ
ろ
、
肺
炎
で
死
に
か
け
た
り
し

た
け
れ
ど
今
だ
っ
て
こ
う
し
て
元
気
で
生
き
て

い
る
ん
だ
か
ら
。
運
が
い
い
何
よ
り
の
証
拠
だ

よ
（
笑
）」

　
　

　

飾
ら
な
い
村
田
会
長
の
語
り
口
。
そ
の
言
葉

を
根
拠
の
な
い
自
信
だ
と
一
概
に
は
言
い
切
れ

な
い
。「
運
」
と
い
う
見
え
な
い
も
の
に
す
が

る
の
で
は
な
く
、
自
ら
信
じ
る
こ
と
で
強
運
を

引
き
寄
せ
る
、
そ
ん
な
し
た
た
か
さ
が
感
じ
ら

れ
る
強
い
口
調
が
周
り
の
人
た
ち
を
も
奮
い
立

た
せ
る
の
は
間
違
い
な
い
の
だ
か
ら
。
そ
ん
な

村
田
会
長
の
人
柄
に
魅
了
さ
れ
る
人
間
は
、
取

引
先
に
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
　「

昔
は
お
金
が
な
い
か
ら
銀
行
に
行
っ
て
は

借
り
入
れ
を
お
願
い
し
て
い
た
（
苦
笑
）。
工

場
の
移
転
も
考
え
て
い
て
、
金
策
に
悩
ん
で
い

た
あ
る
日
の
こ
と
、
金
融
機
関
の
担
当
者
が
白

紙
の
手
形
を
持
っ
て
き
て
『
社
長
、
こ
れ
を

使
っ
て
く
だ
さ
い
』
っ
て
俺
に
言
う
ん
だ
よ
。

見
れ
ば
支
店
長
の
判
も
つ
い
て
あ
る
。『
い
い

の
？
』
っ
て
聞
い
た
ら
『
１
億
で
も
２
億
で
も

社
長
の
好
き
な
金
額
を
書
き
入
れ
て
く
だ
さ

い
』
っ
て
（
笑
）」

　
　

　

嬉
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
あ
の
手
形
は
使
え
な

か
っ
た
な
あ
、
と
当
時
を
懐
か
し
そ
う
に
振
り

返
る
村
田
会
長
。
そ
の
と
き
の
手
形
は
、
お
守

り
代
わ
り
と
し
て
今
も
大
永
工
業
の
金
庫
に
大

切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
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社員一人ひとりが営業マン
精度にこだわり他社との差別化を図る

株式会社 高松製作所
代表取締役高松英一

Takamatsu Eiichi

【プロフィール】
高松英一（たかまつえいいち）
１９６８年生まれ　坂城町出身
１９９０～１９９３年�ソフトウェア会社勤務
１９９３年 ㈲高松製作所（現・㈱高松製作所）入社
２００５年 取締役工場長
２００８年 代表取締役社長
趣味はゴルフ
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厳格な温度管理により、高精度の製品を生産する

　

創
業
は
今
を
遡
る
こ
と
半
世
紀
以
上
前
の
昭

和
４２
年
（
１
９
６
７
）。
わ
ず
か
一
台
の
機
械

か
ら
高
松
製
作
所
の
歴
史
は
始
ま
っ
た
。

　
　「

父
と
叔
父
の
２
人
で
始
め
た
会
社
で
し
た

か
ら
ね
。
創
業
時
は
相
当
、
忙
し
か
っ
た
ん
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
よ
。
私
が
幼
い
こ
ろ
の
我
が

家
と
い
え
ば
、
両
親
は
い
つ
も
仕
事
、
仕
事
で

家
に
い
た
記
憶
が
な
い
で
す
か
ら
ね
。
父
親
か

ら
は
、
そ
の
こ
ろ
の
話
と
い
え
ば
苦
労
話
し
か

聞
い
た
こ
と
が
な
い
で
す
」

　
　

　

当
時
の
思
い
出
話
を
そ
う
語
る
の
は
現

在
、
同
社
の
代
表
取
締
役
を
務
め
る
高
松
英
一

社
長
。
息
子
と
し
て
初
代
社
長
で
あ
る
尚
武
氏

か
ら
社
長
業
を
引
き
継
い
だ
の
は
平
成
２０
年

（
２
０
０
８
）。
入
社
し
て
か
ら
１５
年
が
経
過

し
て
い
た
。

　
　「

社
長
を
引
き
継
ぐ
前
の
年
、
平
成
１９
年

（
２
０
０
７
）
に
恒
温
測
定
棟
を
増
築
し
３
次

元
測
定
機
を
導
入
し
ま
し
た
。
当
社
が
製
造
す

る
う
え
で
最
も
重
視
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
が

精
度
。
僅
か
な
誤
差
で
も
許
さ
れ
な
い
し
許

さ
な
い
。
こ
の
点
は
強
く
肝
に
銘
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
に
大
事
な
要

素
、
そ
れ
が
『
温
度
を
い
か
に
管
理
す
る
か
』

な
ん
で
す
」

　
　

　

製
造
過
程
で
生
じ
る
温
度
の
変
化
で
、
製
品

の
仕
上
が
り
は
数
ミ
ク
ロ
ン
単
位
で
変
わ
っ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
る
。
季
節
に
よ
っ
て
多
少
の

暑
さ
、
寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
き

な
り
動
け
な
く
な
る
こ
と
な
ど
は
な
い
私
た
ち

人
間
か
ら
す
る
と
、
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
に

シ
ビ
ア
な
世
界
だ
。

　
　「

も
っ
と
も
、
私
た
ち
だ
っ
て
最
初
か
ら
そ

ん
な
厳
し
い
世
界
で
勝
負
を
し
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
動
車
な
ど
の
大
量
生
産
部

品
の
受
注
を
請
け
負
っ
て
お
り
、
本
来
は
そ
ち

ら
が
主
業
で
し
た
。
で
も
、『
そ
れ
な
り
の
機

械
が
あ
れ
ば
ど
こ
の
工
場
で
も
作
れ
る
部
品

類
』
の
製
造
は
、
段
々
と
単
価
の
安
い
海
外
工

場
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。
日
本
と
比

べ
人
件
費
な
ど
が
格
段
に
安
い
海
外
工
場
と
の

価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
ら
、
と
て
も
と
て

も
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
会
社
と
し
て
疲
弊
す

る
ば
か
り
で
す
」

　
　

　

そ
れ
な
ら
ば
、
と
思
い
切
っ
て
そ
れ
ま
で
の

大
量
生
産
か
ら
難
易
度
の
高
い
部
品
生
産
へ
と

大
胆
に
舵
を
切
る
こ
と
を
決
断
し
た
。

　
　「

言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
こ
れ
が
ま
た
大

変
な
苦
労
を
伴
い
ま
し
た
。
シ
フ
ト
す
る
の
を

決
め
た
の
は
い
い
け
れ
ど
、
そ
れ
ま
で
に
受
注

し
て
い
た
部
品
の
製
造
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て

継
続
し
な
が
ら
高
精
度
部
品
生
産
の
た
め
の

新
し
い
設
備
・
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
を
新
た

に
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
ご

め
ん
な
さ
い
、
こ
れ
か
ら
ウ
チ
は
や
り
方
を
変

え
る
の
で
も
う
御
社
と
の
取
引
は
や
め
さ
せ
て

く
だ
さ
い
』
な
ん
て
お
取
引
先
に
と
て
も
言
え

ま
せ
ん
か
ら
ね
。
余
裕
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い

し
、
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
と
た
ん
に
会
社
が

回
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
」
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経営戦略をブレイクダウンして品質目標、顧客満足度目標まで
落とし込み、情報の共有と可視化を行う

▪沿革
年 出来事など

昭和４２年（１９６７） 高松製作所設立
昭和48年（1973） 有限会社高松製作所として法人化、ＮＣ

旋盤導入
平成13年（2001） 本社工場を移転新築
平成19年（2007） 隣接工場 Ｄ 棟を増築及び恒温測定棟完成

株式会社高松製作所へ改組
ＩＳ　Ｏ9001取得

平成25年（2013） タイ現地法人ＴakaｍatsｕＮＰＭ（Ｔhailand）
ＣＯ．，ＬＴＤ． 設立

平成27年（2015） ＮＰＭ Ａlliancｅ　 Ｃasting 社の株式51％を
取得し鋳造事業に参入

平成29年（2017） ＩＡＴＦ16949認証取得（タイ工場）
平成31年（2019） 第３工場の稼働開始

　
　

　

そ
う
な
る
と
必
然
、
会
社
は
昼
夜
の
区
別
な

く
２４
時
間
体
制
で
稼
働
す
る
こ
と
に
な
る
。
自

然
、
そ
れ
ま
で
の
場
所
で
は
何
か
と
手
狭
と
な

り
、
同
社
は
元
の
場
所
で
あ
っ
た
鼠
地
区
か
ら

現
在
の
小
網
地
区
へ
と
移
転
し
た
。
平
成
１3
年

（
２
０
０
１
）
の
こ
と
だ
。

　
　「

移
転
に
伴
い
、
い
ろ
い
ろ
と
大
変
な
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
苦
労
は
う
ち
が

企
業
と
し
て
成
長
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
前
向

き
に
捉
え
ま
し
た
ね
。
こ
の
と
き
に
苦
労
し

た
思
い
が
あ
る
か
ら
高
松
製
作
所
の
今
が
あ

る
。
外
部
環
境
は
い
つ
だ
っ
て
常
に
変
わ
り
続

け
て
い
ま
す
。
そ
の
変
化
に
対
応
で
き
た
も
の

だ
け
が
生
き
残
っ
て
い
け
る
。
そ
れ
は
野
生
動

物
の
世
界
だ
け
で
な
く
、
会
社
も
同
じ
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
　

　

変
わ
り
続
け
る
環
境
。
そ
の
変
化
に
対
応
す

る
な
か
で
感
じ
た
必
要
性
か
ら
導
入
を
決
め
た

の
が
、
先
に
挙
げ
た
恒
温
測
定
室
で
あ
り
３
次

元
測
定
機
だ
っ
た
。

　
　「

で
も
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
製
造
装
置
で

は
な
い
こ
れ
ら
の
設
備
は
直
接
、
お
金
を
生
み

出
し
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
そ
の
部
分
に
会
社
と

し
て
注
力
し
て
い
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
当
社

の
自
慢
で
あ
る
品
質
保
証
体
制
の
確
立
に
そ
の

設
備
が
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
か
ら
で
す
」

　
　

　

発
注
元
で
あ
る
企
業
に
常
に
満
足
し
て
も
ら

え
る
製
品
を
供
給
し
て
い
く
た
め
に
は
、
万
全

の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
須
。
同
社
は

「
高
精
度
な
部
品
は
測
定
環
境
の
管
理
と
十
分

な
計
測
設
備
が
な
く
て
は
こ
れ
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
」
と
考
え
、
そ
の
た
め
の
設
備

装
置
を
導
入
し
た
。

　
　

「
お
陰
で
会
社
の
競
争
力
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
高
松
社
長
は
胸

を
張
る
。

　
　「

私
た
ち
の
会
社
に
は
営
業
マ
ン
が
い
な
い

ん
で
す
よ
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
そ
れ
で
も

仕
事
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
入
っ
て
く
る
。

実
は
人
か
ら
人
へ
の
紹
介
が
あ
り
、
口
コ
ミ
で

仕
事
が
つ
な
が
っ
て
い
く
ん
で
す
。
た
と
え

る
な
ら
、
そ
う
で
す
ね
、『
評
判
の
い
い
ラ
ー

メ
ン
屋
さ
ん
ス
タ
イ
ル
』
と
で
も
言
う
の
か
な

（
笑
）。『
あ
そ
こ
の
お
店
の
ラ
ー
メ
ン
、
お
い
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２０１3年２月にタイ現地法人を設立。鋳物鋳造から機械加工
まで一貫した生産体制を築く

■企業データ（令和３年１０月現在）
株式会社 高松製作所
●代 表 者 代表取締役　高松英一
●所 在 地 〒389-０6０5　長野県埴科郡坂城町上平24００-１
●設 立 １967年６月
●資 本 金 5００万円
●事業内容
主要製品

油圧バルブ、油圧マニホールド、継ぎ手部
品、自動車部品、建機部品

●従業員数 76名
●W E B http://www.valley.ne.jp/~takamatu/

し
か
っ
た
よ
』
と
知
り
合
い
が
言
っ
て
る
の
を

耳
に
す
れ
ば
、『
じ
ゃ
あ
、
ひ
と
つ
俺
も
食
べ

に
行
っ
て
み
よ
う
か
な
』
と
、
な
る
も
の
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
雑
誌
や
テ
レ
ビ
の
評
判
よ
り
知

り
合
い
の
口
コ
ミ
の
ほ
う
が
信
頼
も
で
き
ま
す

よ
ね
。
で
も
そ
の
代
わ
り
、
い
い
も
の
を
作
ら

な
い
限
り
次
は
な
い
。
常
日
頃
、
こ
れ
は
肝
に

銘
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
失
敗
し
て
し
ま
っ
た

ら
次
の
仕
事
の
発
注
が
な
い
の
は
勿
論
、
紹
介

し
て
く
れ
た
方
の
顔
ま
で
潰
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。
そ
ん
な
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
大

変
嬉
し
い
こ
と
に
、
当
社
に
発
注
し
て
く
だ
さ

る
取
引
先
の
企
業
さ
ま
か
ら
の
受
注
は
１
回
で

終
わ
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
終

わ
っ
た
ら
次
は
こ
れ
を
頼
み
た
い
、
と
依
頼
が

続
く
ん
で
す
ね
。
今
回
、
受
け
た
仕
事
が
次
の

仕
事
へ
と
つ
な
が
る
。
取
引
先
か
ら
『
へ
ー
、

で
き
る
ね
、
こ
の
会
社
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る

か
ど
う
か
。
そ
の
点
が
大
事
な
ん
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　
　

　

営
業
を
置
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
言

え
ば
す
べ
て
の
社
員
一
人
ひ
と
り
が
営
業
マ
ン

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
す
べ
て
の
社
員
が
自

分
の
仕
事
に
責
任
を
持
ち
、
製
品
の
精
度
を

上
げ
る
こ
と
に
真
摯
に
注
力
す
る
。
そ
れ
が

自
社
の
評
判
を
上
げ
、
次
の
仕
事
に
も
つ
な
が

る
。
そ
ん
な
好
ス
パ
イ
ラ
ル
を
仕
組
化
し
て
い

る
の
が
、
高
松
製
作
所
の
強
み
だ
。

　
　

　

最
後
、
高
松
社
長
に
地
元
・
坂
城
町
に
抱
く

思
い
を
聞
い
て
み
た
。

「
坂
城
は
頑
固
者
が
多
い
（
笑
）。
で
も
、
い

い
意
味
で
の
頑
固
。
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
自
ら

が
選
ん
だ
道
を
ま
っ
す
ぐ
に
進
む
、
そ
ん
な
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
そ
う
い
う
方
は
一
匹
オ
オ
カ
ミ

的
な
存
在
に
な
り
が
ち
な
感
じ
が
あ
る
け
れ

ど
、
坂
城
の
人
は
違
う
。
競
合
す
る
相
手
、

お
互
い
商
売
敵
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
仲

よ
く
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
よ
そ
で
は
な
か
な

か
な
い
で
す
よ
。
隣
同
士
で
も
ま
っ
た
く
口
を

き
か
な
い
く
ら
い
仲
が
悪
か
っ
た
り
（
笑
）。

そ
れ
が
坂
城
で
は
違
う
ん
で
す
。
同
業
者
同
士

が
足
を
引
っ
張
り
合
っ
た
り
は
せ
ず
、
競
い
合

い
、
教
え
合
い
、
助
け
合
う
。
こ
の
横
の
つ
な

が
り
と
い
う
か
、
地
域
の
皆
で
連
帯
す
る
関
係

性
と
い
う
の
か
な
。
そ
れ
が
い
つ
か
ら
な
の
か

私
な
ど
若
輩
者
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
き
っ

と
先
達
の
皆
さ
ん
が
う
ま
く
音
頭
を
取
り
、

関
係
性
を
保
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う

ね
。
そ
ん
な
気
風
が
育
ち
や
す
い
土
壌
、
地
域

性
が
こ
の
坂
城
町
に
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
私

の
代
ま
で
受
け
継
が
れ
た
そ
ん
な
財
産
を
、
こ

れ
か
ら
の
世
代
に
も
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が

で
き
た
ら
い
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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小型建機のパイオニア
世界で活躍するTAKEUCHI のミニショベル

株式会社 竹内製作所
代表取締役会長

　
代表取締役社長

竹内明雄
Takeuchi Akio

竹内敏也
Takeuchi Toshiya

【プロフィール】
左：竹内明雄（たけうちあきお）
１９３３年生まれ　坂城町出身
１９６３年�㈱竹内製作所設立�代表取締役社長
２０１９年�代表取締役会長
右：竹内敏也（たけうちとしや）
１９６３年生まれ　坂城町出身
１９８５年�㈱竹内製作所　入社
２００８年�取締役副社長
２０１９年�代表取締役社長
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昭
和
3８
年
（
１
９
６
３
）、
信
州
坂
城
の
地

に
、
の
ち
に
世
界
的
な
小
型
建
設
機
械
メ
ー

カ
ー
と
な
る
株
式
会
社
竹
内
製
作
所
が
誕
生

し
た
。
創
業
者
は
、
当
時
3０
歳
の
竹
内
明
雄

氏
。
旺
盛
な
好
奇
心
と
研
究
心
で
、
幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
、
世
界
初
の
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル

や
ク
ロ
ー
ラ
ー
ロ
ー
ダ
ー
な
ど
を
生
み
出
し

た
。
大
型
し
か
な
か
っ
た
建
設
機
械
市
場
に
、

「
ス
コ
ッ
プ
や
ツ
ル
ハ
シ
に
代
わ
る
小
型
建

機
」
と
い
う
新
た
な
分
野
を
確
立
し
た
の
で
あ

る
。

　

平
成
に
元
号
が
変
わ
っ
た
１
９
８
９
年
、
東

西
冷
戦
の
象
徴
で
あ
っ
た
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」

が
崩
壊
。

　

こ
の
世
界
史
の
大
き
な
転
換
点
に
お
い

て
、
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
の
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル

が
、
大
活
躍
し
て
い
る
。
約
１
０
０
台
の
ミ
ニ

シ
ョ
ベ
ル
が
狭
く
不
安
定
な
現
場
で
、
縦
横
無

尽
に
動
き
回
り
、
壁
を
取
り
壊
す
姿
が
テ
レ
ビ

に
映
し
出
さ
れ
、
そ
の
優
れ
た
操
縦
性
と
高
性

能
ぶ
り
が
、
全
世
界
に
配
信
さ
れ
た
。

　
　

　

同
社
の
現
在
の
主
力
製
品
は
、
ミ
ニ
シ
ョ
ベ

ル
（
製
品
質
量
６
ト
ン
未
満
）、
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
（
製
品
質
量
６
ト
ン
以
上
）、
ク
ロ
ー
ラ
ー

ロ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
式
ミ
ニ
シ
ョ

ベ
ル
（
製
品
質
量
１
・
９
ト
ン
）
も
令
和
３
年

（
２
０
２
１
）７
月
か
ら
出
荷
を
開
始
し
た
。

「
ま
だ
世
の
中
に
な
い
も
の
を
」「
困
っ
て
い

る
人
を
助
け
る
も
の
を
」
と
い
う
強
い
信
念
と

製
作
意
欲
を
持
っ
て
、
昭
和
・
平
成
を
駆
け
抜

け
た
竹
内
明
雄
氏
は
、
現
在
同
社
の
代
表
取
締

役
会
長
。
令
和
元
年
（
２
０
１
９
）
に
、
ご
子

息
竹
内
敏
也
氏
に
、
代
表
取
締
役
社
長
の
座
を

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
。

　
　

　

竹
内
明
雄
会
長
は
、
昭
和
・
平
成
を
次
の
よ

う
に
回
顧
す
る
。

「
ま
さ
に
激
動
の
時
代
で
し
た
。
昭
和
４０

年
代
以
降
、
国
内
は
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
し
た

が
、
作
業
は
専
ら
ス
コ
ッ
プ
や
ツ
ル
ハ
シ
を

使
っ
た
手
作
業
で
大
変
な
重
労
働
で
し
た
。
そ

ん
な
折
、
土
木
工
事
の
関
係
者
か
ら
『
シ
ョ
ベ

ル
カ
ー
を
つ
く
れ
な
い
か
』
と
持
ち
掛
け
ら
れ

た
こ
と
が
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
を
開
発
す
る
切
っ
掛

け
と
な
り
ま
し
た
」

　
　

　

も
の
づ
く
り
に
か
け
る
熱
意
が
人
一
倍
強
い

明
雄
会
長
は
、
試
作
を
始
め
て
か
ら
わ
ず
か

３
カ
月
で
世
界
初
の
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
『
Ｔ
Ｂ

１
０
０
０
』
を
完
成
さ
せ
る
。

「
当
社
は
、
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
を
開
発
・
生
産

す
る
技
術
は
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
販
売
網
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
強
力
な

販
売
網
を
も
つ
大
手
メ
ー
カ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
で

生
産
す
る
『
Ｏ
Ｅ
Ｍ
』
と
い
う
戦
略
を
採
り
ま

し
た
」

　
　

　

当
時
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
の
戦
略
を
採
っ
た
竹
内
製
作

所
で
生
産
さ
れ
た
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
は
生
産
が
追

い
つ
か
な
い
ほ
ど
売
れ
た
と
い
う
。
塗
装
が
乾

か
な
い
う
ち
に
出
荷
し
た
と
こ
ろ
、
途
中
で
夕

立
に
あ
っ
て
、
再
び
持
ち
帰
っ
て
塗
装
し
直
し

た
な
ん
て
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　　

し
か
し
、
こ
の
状
況
は
次
第
に
変
化
す
る
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｍ
と
い
う
戦
略
が
奏
功
し
た
よ
う
に
思

え
た
が
、
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
市
場
が
拡
大
し
て
い

く
に
つ
れ
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
先
の
大
手
メ
ー
カ
ー
が
自

社
生
産
に
切
り
換
え
る
よ
う
に
な
り
、
竹
内
製

作
所
の
受
注
が
激
減
し
た
の
だ
。
そ
こ
で
、
明

雄
会
長
は
大
き
な
決
断
を
下
す
。

　
　「

国
内
は
有
力
メ
ー
カ
ー
が
ひ
し
め
き
合
っ

て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
の
分

野
で
未
開
拓
と
い
え
る
海
外
に
目
を
向
け
よ

う
」

　　

す
で
に
昭
和
５４
年
（
１
９
７
９
）
に
「
米
国

竹
内
」
を
設
立
し
、
海
外
に
お
け
る
販
売
網
づ

く
り
を
進
め
て
い
た
が
、
本
格
的
な
海
外
市
場
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▪沿革
年 出来事など

昭和3８年（１９６3） 株式会社　竹内製作所設立
昭和４６年（１９７１） 世界で初めてミニショベルを開発、生産

を開始
昭和５3年（１９７８） ミニショベルの輸出を開始
昭和５４年（１９７９） 米国に ＴＡＫＥＵＣＨＩ ＭＦＧ．（ＵＳ　），ＬＴＤ を

設立
昭和６１年（１９８６） 世界で初めてクローラーローダーを開発

し生産を開始
平成８年（１９９６） 英国に ＴＡＫＥＵＣＨＩ ＭＦＧ．（ＵＫ），ＬＴＤ を

設立
平成１２年（２０００） フランスに ＴＡＫＥＵＣＨＩ ＦＲＡＮＣＥ Ｓ　．Ａ．Ｓ　

を設立
平成１４年（２００２） ジャスダック証券取引所に株式を上場
平成１７年（２００５） 中国に竹内工程機械（青島）有限公司を設立
平成２７年（２０１５） 東証一部へ株式を市場変更
平成２８年（２０１６） 本社工場内に本社・第３工場及び生産技術

棟を新設

の
開
拓
へ
と
戦
略
を
シ
フ
ト
し
て
い
く
。

　

竹
内
敏
也
社
長
は
こ
う
話
す
。

「
ア
メ
リ
カ
に
進
出
し
た
当
初
は
『
こ
ん
な
小

さ
な
、
お
も
ち
ゃ
み
た
い
な
シ
ョ
ベ
ル
が
、

一
体
何
の
役
に
立
つ
ん
だ
？
』
と
笑
わ
れ
た

も
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
広
大
な
国
で
す
か

ら
ね
。
し
か
し
、
当
時
の
明
雄
社
長
は
、『
絶

対
、
将
来
的
に
は
売
れ
る
。
ヒ
ッ
ト
す
る
か

ら
』
と
言
っ
て
、
数
年
間
、
一
生
懸
命
Ｐ
Ｒ
に

専
念
し
た
の
で
す
」

　
　

　

確
か
に
、
広
い
土
地
の
整
地
な
ど
に
は
大
型

シ
ョ
ベ
ル
の
ほ
う
が
効
率
が
よ
い
。
だ
が
、
ア

メ
リ
カ
で
も
、
住
宅
が
建
て
込
む
よ
う
な
地
域

で
は
、
大
型
で
は
細
か
い
工
事
が
で
き
ず
不
便

で
あ
る
。
し
か
も
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ョ
ベ
ル
は

と
て
も
大
き
く
、
家
ご
と
す
く
う
よ
う
な
作
業

し
か
で
き
な
い
。

「
住
宅
の
基
礎
工
事
や
水
道
管
工
事
、
電
線

工
事
な
ど
は
、
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
で
な
い
と
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
次
第
に
、
ミ
ニ
が
注
目
さ
れ

て
売
れ
始
め
、
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ブ
ラ
ン
ド

の
知
名
度
も
上
が
っ
て
き
ま
し
た
」

　
　

　

ア
メ
リ
カ
で
成
功
を
収
め
た
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
欧
州
に
は
中
世
以
来
の
古
い
建
物
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
ら
を
大
事
に
す
る
伝
統
が

あ
る
。
古
い
建
物
を
で
き
る
だ
け
壊
さ
な
い
よ

う
に
配
慮
し
な
が
ら
、
新
た
な
住
宅
を
建
設
し

て
い
た
の
で
、
小
回
り
の
利
く
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル

が
、
ア
メ
リ
カ
以
上
に
喜
ば
れ
た
と
い
う
。

　

１
国
に
複
数
の
販
売
代
理
店
が
あ
る
と
、

無
用
の
競
争
に
な
る
。
そ
こ
で
、
１
国
に
置
く

販
売
代
理
店
は
１
社
の
み
と
し
、「
英
国
竹
内
」

を
平
成
８
年
（
１
９
９
６
）
に
、「
仏
国
竹
内
」

を
平
成
１２
年
（
２
０
０
０
）
に
設
立
。
こ
う
し

て
、
平
成
時
代
に
急
速
に
海
外
展
開
が
進
ん

だ
。

　
　

　

さ
て
、
敏
也
社
長
に
よ
る
と
、
建
設
機
械
の

使
い
方
は
、
日
本
と
海
外
で
は
全
く
違
う
と
い

う
。
日
本
の
場
合
は
、
建
機
を
終
日
稼
働
さ
せ

る
現
場
は
少
な
い
。
シ
ョ
ベ
ル
に
乗
っ
て
運

転
し
た
り
、
降
り
て
作
業
し
た
り
す
る
の
で

稼
働
時
間
は
短
く
、
せ
い
ぜ
い
１
日
１
～
２
時

間
ぐ
ら
い
。
と
こ
ろ
が
、
海
外
は
土
地
が
広
い

の
で
、
建
機
の
専
属
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
い

て
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
ど
ん
ど
ん
と
掘
り
進

め
る
。
そ
う
す
る
と
、
建
機
を
使
う
時
間
が
日

本
の
２
倍
ぐ
ら
い
に
な
る
と
の
こ
と
。

「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
の
も
の
づ
く
り
は
、

元
来
、
長
時
間
の
使
用
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
耐

久
性
が
高
く
、
壊
れ
に
く
い
シ
ョ
ベ
ル
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
」

　

部
材
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
耐
久
性
を
追
求

す
る
と
と
も
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
反
映

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
導
入
し
、
大
型
シ
ョ

ベ
ル
に
も
劣
ら
な
い
機
能
性
を
実
現
し
た
。
安

全
性
、
操
作
性
、
快
適
性
の
面
で
優
れ
た
品
質

を
誇
る
同
社
の
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
は
、「
建
機
の

ベ
ン
ツ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
の
当
時
、
社
長
で
あ
っ
た
明
雄
会
長

は
、
海
外
を
精
力
的
に
訪
れ
、
営
業
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
現
場
を
見
て
回
り
、
ユ
ー
ザ
ー
と
も

直
接
話
し
合
い
を
し
て
い
た
と
い
う
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
見
た
こ
と
、
ユ
ー
ザ
ー
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同社の製品は、日本の国旗をイメージして白と赤のツート
ンカラーとなっている

■企業データ（令和３年１０月現在）
株式会社 竹内製作所
●代 表 者 代表取締役社長　竹内敏也
●所 在 地 〒389-０6０5　長野県埴科郡坂城町上平2０5
●設 立 １963年８月2１日
●資 本 金 36億3294万円
●事業内容
主要製品

ミニショベル、油圧ショベル、クロー
ラーローダー、クローラーキャリア

●従業員数 9０6名
●W E B https://www.takeuchi-mfg.co.jp/

の
要
望
や
意
見
か
ら
得
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
取

り
入
れ
な
が
ら
新
機
種
の
開
発
や
製
品
改
良
が

重
ね
ら
れ
、
会
社
は
成
長
し
て
い
っ
た
。

　
　

　

敏
也
社
長
が
そ
の
一
例
を
こ
う
挙
げ
る
。

「
ク
ロ
ー
ラ
ー
ロ
ー
ダ
ー
と
い
う
、
駆
動
の

足
回
り
を
ク
ロ
ー
ラ
ー
式
に
し
た
小
型
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
の
よ
う
な
建
機
も
、
当
社
が
初
め

て
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
、
明
雄
社
長
（
当

時
）
が
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
と
き
に
思
い
つ
い

た
も
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
土
は
粘
土
質
な
の

で
、
雨
が
降
る
と
、
タ
イ
ヤ
が
ぬ
か
る
み
に

入
っ
て
動
け
な
く
な
り
、
工
事
が
止
ま
っ
て
し

ま
う
。
そ
う
し
た
状
況
を
知
り
、
タ
イ
ヤ
の
代

わ
り
に
ク
ロ
ー
ラ
ー
を
用
い
た
建
機
を
開
発
し

た
と
こ
ろ
、
ぬ
か
る
み
で
も
工
事
が
で
き
る
の

で
、
非
常
に
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
」

　
　

　

海
外
に
お
い
て
着
実
に
実
績
を
伸
ば
し
て

い
っ
た
竹
内
製
作
所
は
、
平
成
期
に
お
い
て
株

式
の
上
場
も
果
た
し
て
い
る
。

　

平
成
１４
年
（
２
０
０
２
）
に
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク

に
株
式
を
上
場
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響

に
よ
り
、
一
時
業
績
が
低
迷
し
た
も
の
の
、
平

成
２７
年
（
２
０
１
５
）
に
は
東
証
一
部
へ
の
市

場
変
更
を
達
成
し
た
。

　

株
式
の
上
場
に
よ
り
、
さ
ら
に
知
名
度
が
高

ま
る
と
と
も
に
、
経
営
状
況
の
透
明
性
が
増

し
、
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る

顧
客
か
ら
の
信
頼
が
一
層
深
ま
っ
た
と
い
う
。

　
　

　

最
後
に
、
今
後
の
竹
内
製
作
所
の
方
向
性

を
、
敏
也
社
長
に
伺
っ
た
。

「
明
雄
会
長
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
引
き

継
い
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、
地
球
環
境

保
護
の
た
め
の
電
動
化
で
す
。
動
力
が
バ
ッ
テ

リ
ー
式
に
代
わ
っ
て
い
く
時
代
で
す
の
で
、
建

機
の
分
野
に
お
け
る
電
動
化
の
取
り
組
み
を
先

導
し
ま
す
。
１０
年
以
上
前
か
ら
バ
ッ
テ
リ
ー
式

ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
令
和
３
年
（
２
０
２
１
）７
月
か
ら
販

売
を
始
め
ま
し
た
。
耐
久
性
・
操
作
性
・
快
適

性
な
ど
の
当
社
製
品
の
強
み
は
そ
の
ま
ま
生
か

し
て
、
パ
ワ
ー
や
稼
働
時
間
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

製
品
サ
イ
ズ
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
電
池
式
ミ

ニ
シ
ョ
ベ
ル
が
持
つ
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
等
の
環
境

保
全
性
や
静
粛
性
と
と
も
に
、『
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ぬ
使
い
勝
手
』
を
提
供
し
ま
す
」

「
ま
た
、
今
後
は
、
少
子
化
に
伴
う
労
働
人

口
の
減
少
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。
建
機
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
も
不
足
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
自
動
化
や
、
経
験

の
浅
い
方
で
も
熟
練
者
の
よ
う
に
操
作
で
き
る

仕
組
み
を
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
」
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思うは易し、行うは難し
小さな気づきを積み重ね高みを目指す

力石化工 株式会社
代表取締役社長佐藤洋子

Sato Yoko

【プロフィール】
佐藤洋子（さとうようこ）
１９５３年生まれ　坂城町出身
１９９７年 力石化工㈱　入社
１９９９年 常務取締役
２０００年 専務取締役
２００４年 代表取締役社長
趣味はパワースポット巡り、料理
座右の銘は「継続は力なり」

74

第２章　工　業



自動化されたライン。環境にも配慮しながら生産を行っている

　

平
成
２８
年
（
２
０
１
６
）
に
創
立
７０
周
年
を

迎
え
た
め
っ
き
加
工
業
の
老
舗
・
力
石
化
工
。

そ
の
創
業
は
昭
和
２１
年
（
１
９
４
６
）。
終
戦

の
翌
年
と
い
う
ま
だ
日
本
全
体
が
混
沌
に
覆
わ

れ
て
い
た
時
代
に
産
声
を
あ
げ
た
同
社
は
、
時

代
に
合
わ
せ
幾
度
と
な
く
変
革
を
重
ね
て
今
に

至
る
。

　
　「

祖
父
が
興
し
た
こ
の
会
社
を
今
日
ま
で
続

け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
お
得
意
さ
ま
の
お
陰
で

す
し
、
社
員
の
皆
さ
ん
が
い
て
く
れ
た
か
ら
こ

そ
。
先
代
で
あ
る
父
親
も
お
陰
さ
ま
で
元
気
な

ま
ま
７０
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

を
何
よ
り
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

１０
年
、
２０
年
と
年
月
を
重
ね
て
い
き
、
百
年
企

業
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
」

　
　

　

そ
う
語
っ
て
爽
や
か
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ

た
の
は
、
現
在
、
代
表
取
締
役
を
務
め
る
佐
藤

洋
子
社
長
。
長
い
歴
史
を
持
つ
力
石
化
工
の
屋

台
骨
を
、
女
性
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
姿
勢
で
支

え
て
き
た
。

　
　「

親
の
跡
を
継
い
だ
社
長
業
、
と
言
葉
に
す

る
と
簡
単
で
す
が
実
際
は
大
変
な
こ
と
だ
ら

け
。
私
が
入
社
し
た
当
時
の
力
石
化
工
と
い
え

ば
、
働
き
手
が
ま
だ
ま
だ
男
性
中
心
だ
っ
た
職

人
の
世
界
。
私
の
目
か
ら
見
て
も
『
え
、
今
ど

き
ま
だ
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
！？
』
と

驚
く
こ
と
も
正
直
、
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
（
笑
）」

　
　

　

現
状
を
変
え
た
い
、
何
と
か
し
な
け
れ

ば
、
と
思
え
ば
性
急
に
動
き
た
く
な
る
の
が
人

情
と
い
う
も
の
だ
が
、
佐
藤
社
長
は
腰
を
据
え

て
職
人
気
質
の
社
員
た
ち
一
人
ひ
と
り
と
向
き

合
っ
た
。
そ
う
し
て
少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ

話
し
合
い
を
重
ね
、
お
互
い
が
歩
み
寄
っ
て

い
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
ろ
の
会
社
の
舵
取
り

は
、
ど
れ
ほ
ど
の
慎
重
さ
と
繊
細
さ
を
要
し
た

こ
と
だ
ろ
う
。

　
　「

私
も
社
員
の
皆
さ
ん
も
、
よ
り
良
い
会
社

に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
同
じ
は
ず
と
信
じ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
決
し
て
焦
る
こ
と

な
く
、
徐
々
に
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
。
そ

し
て
、
社
員
の
み
ん
な
と
私
の
間
に
立
っ
て
く

れ
た
頼
れ
る
常
務
（
従
兄
）
の
存
在
が
あ
っ
た

の
も
と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
ね
」

　
　

　

そ
ん
な
感
じ
で
始
ま
っ
た
佐
藤
社
長
の
社
内

改
革
第
一
歩
は
、
長
ら
く
使
わ
れ
て
き
た
事
務

所
棟
の
建
て
替
え
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
　

「
昔
な
が
ら
の
木
造
の
建
物
だ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
中
と
い
え
ば
小
さ
な
応
接
室
が
一

つ
あ
る
だ
け
。
食
事
を
と
る
場
所
も
食
堂
と

は
名
ば
か
り
で
、
長
椅
子
が
置
い
て
あ
る
だ

け
の
部
屋
だ
っ
た
り
（
苦
笑
）。
流
行
り
の
カ

フ
ェ
っ
ぽ
い
造
り
な
ん
て
高
望
み
は
し
な
い
ま

で
も
、
そ
れ
な
り
の
場
所
に
は
し
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
ね
」
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▪沿革
年 出来事など

昭和21年（1946） 上山田町力石にてプレス工場で操業開始
昭和23年（1948） 坂城町横町にてニッケルめっき開始
昭和38年（1963） 現在地に全面移転
平成15年（2003） 事務所棟併設工場新設
平成17年（2005） ＩＳ　Ｏ14001認証取得
平成28年（2016） ＩＳ　Ｏ9001認証取得
令和２年（2020） 長野県 Ｓ　ＤＧs 推進企業登録

工業用硬質クロムめっき

　

新
し
い
事
務
所
棟
が
完
成
し
た
の
は
平
成
１５

年
（
２
０
０
３
）
の
こ
と
。
パ
ソ
コ
ン
の
整
備

な
ど
Ｏ
Ａ
化
も
進
め
ら
れ
た
。
Ｉ
Ｔ
の
進
歩
に

伴
い
、
中
小
企
業
で
も
オ
フ
ィ
ス
の
ス
リ
ム

化
・
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い
た
時
代
だ
っ
た
。

　
　

　

そ
の
２
年
後
の
平
成
１７
年
（
２
０
０
５
）
に

は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
認
証
取
得
。
国
際
規

格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
そ
の
な
か
で
も
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
１
４
０
０
１
を
最

初
に
取
得
し
た
の
だ
が
、
こ
こ
に
も
佐
藤
社
長

な
ら
で
は
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。

　
　

「
こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
目
的
は
、
わ

か
り
や
す
く
言
う
と
『
環
境
保
全
』。
当
社

は
、
会
社
の
周
り
に
あ
る
環
境
に
負
荷
や
悪
影

響
を
で
き
る
限
り
与
え
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い

る
企
業
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
会
社
の
周
り
も
以
前
と
変
わ
り
、
一

般
の
住
宅
が
増
え
、
そ
こ
で
暮
ら
す
住
民
の
皆

さ
ん
が
化
学
薬
品
を
扱
っ
て
い
る
当
社
に
対
し

て
『
環
境
を
汚
染
す
る
の
で
は
な
い
か
？
』
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
の
は
あ
る
意
味
、
当
然

だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
ご
近
所
の
皆
さ
ん
に

も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
ん

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
込
め
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

を
最
初
に
取
得
し
た
ん
で
す
」

　
　

　

平
成
の
時
代
は
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
関
心

の
高
ま
り
か
ら
、
企
業
活
動
に
お
い
て
も
環
境

へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代

で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
平
成
の
中
ご
ろ
か
ら

は
、
環
境
活
動
を
含
め
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社

会
的
責
任
）
と
い
う
概
念
も
広
ま
っ
て
い
る
。

　

力
石
化
工
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得

へ
の
取
り
組
み
か
ら
は
、
企
業
活
動
を
続
け
て

い
く
う
え
で
、
地
域
と
調
和
し
た
企
業
で
あ
る

こ
と
を
大
切
に
す
る
佐
藤
社
長
の
姿
勢
が
う
か

が
え
る
。

　
　

「
で
も
、
何
し
ろ
初
め
て
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
で

し
た
か
ら
と
に
か
く
大
変
で
し
た
ね
。
ち
ょ
う

ど
そ
の
こ
ろ
、
坂
城
町
商
工
会
が
勉
強
会
を
開

い
て
く
れ
た
ん
で
す
。
お
陰
で
随
分
と
助
か
り

ま
し
た
」

　
　

　

そ
の
後
、
平
成
２８
年
（
２
０
１
６
）
に
は
、

自
動
車
産
業
へ
本
格
参
入
す
る
た
め
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
も
認
証
取
得
し
た
。

　
　「

自
動
車
部
品
を
取
り
扱
う
う
え
で
も
Ｉ
Ｓ

Ｏ
は
必
須
で
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
取
得
し
て
終
わ
り

で
は
な
く
、
よ
り
良
い
品
質
の
も
の
づ
く
り
の
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■企業データ（令和３年１０月現在）
力石化工 株式会社
●代 表 者 代表取締役社長　佐藤洋子
●所 在 地 〒389-０6０１　長野県埴科郡坂城町坂城9338-１
●設 立 １946年４月
●資 本 金 １０００万円
●事業内容
主要製品

金属製品の各種表面処理加工（硬質クロムめっ
き、亜鉛めっき、無電解ニッケルめっき）

●従業員数 69名
●W E B http://chikaraishi-kako.co.jp

令和４年春に新工場が竣工

出
発
点
に
な
り
会
社
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に

は
、
継
続
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
」

　
　

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得
は
大
手
企
業
と
の
取
引
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
う
い
っ
た
状
況
も

一
つ
の
時
代
の
流
れ
。
そ
ん
な
こ
と
も
感
じ
つ

つ
、
会
社
の
看
板
を
守
る
佐
藤
社
長
に
は
自
社

に
か
け
る
強
い
思
い
が
あ
っ
た
。

　
　「

め
っ
き
加
工
は
、
こ
れ
か
ら
先
、
時
代
が

ど
う
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
し
て
も
な
く
な
る
こ

と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
が
私

に
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
会
社
と
し
て
世
界
と

ど
う
向
き
合
う
か
と
い
う
そ
の
方
法
は
、
時
代

に
応
じ
て
変
化
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
硬
質
ク
ロ
ム
め
っ
き
・
亜
鉛
め
っ
き
・
無

電
解
ニ
ッ
ケ
ル
め
っ
き
な
ど
、
め
っ
き
に
も
い

ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
当
社
は
千
曲
市

か
ら
佐
久
エ
リ
ア
ま
で
お
客
様
の
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
小
ロ
ッ
ト
か
ら
量
産
ま
で
臨
機

応
変
に
対
応
し
て
い
ま
す
」

　
　

　

ま
た
、
め
っ
き
加
工
で
あ
る
が
故
、
自
分
が

携
わ
っ
た
製
品
が
そ
の
先
、
ど
う
扱
わ
れ
、
ど

ん
な
完
成
品
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
が
分
か

ら
な
い
こ
と
が
難
点
と
い
う
佐
藤
社
長
。
そ
の

た
め
、
可
能
な
限
り
取
引
先
に
依
頼
し
て
め
っ

き
品
が
関
わ
る
前
後
の
工
程
を
見
せ
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
る
の
だ
と
か
。

　
　「

そ
う
す
る
こ
と
で
う
ち
の
社
員
も
『
ど
う
し

て
こ
の
め
っ
き
が
必
要
な
の
か
？
』『
な
ぜ
高

い
精
度
が
求
め
ら
れ
る
の
か
？
』
と
い
っ
た
取

引
先
か
ら
の
品
質
要
求
が
生
じ
る
理
由
が
分
か

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
理
由
も
分
か
ら
ず
『
頼

ま
れ
た
か
ら
や
る
』
の
で
は
な
く
、『
次
に
あ

の
工
程
に
進
む
か
ら
、
こ
う
し
な
く
ち
ゃ
』
と

社
員
も
能
動
的
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
社
員
一
人
ひ
と
り
の
気
づ
き
、

一
歩
ず
つ
の
積
み
重
ね
が
力
石
化
工
の
高
度
な

め
っ
き
技
術
を
支
え
て
い
る
。

　
　

　

佐
藤
社
長
の
経
営
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
通

じ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
力
石
化
工
の

モ
ッ
ト
ー
の
一
つ
で
あ
る「
誠
実
と
信
頼
」だ
。

　

社
員
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
う
姿
勢
、
地
域

に
対
す
る
責
任
、
取
引
先
の
要
求
に
応
え
る
技

術
の
追
求
。
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
取
り
組
む
様

は
、
ま
さ
に
会
社
を
取
り
巻
く
関
係
者
へ
の

「
誠
実
さ
」
で
あ
り
、
会
社
が
歩
ん
で
き
た
長

い
歴
史
は
、
地
域
や
顧
客
か
ら
の
「
信
頼
」
の

証
だ
。

　

力
石
化
工
は
、
百
年
企
業
を
目
標
に
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
と
し
て
歩
み
続

け
る
。
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ＱＣＤの追求とともに
「TSUZUKI」ブランドの確立をめざす

株式会社 都筑製作所
代表取締役社長栗田有樹

K urita Yuki

【プロフィール】
栗田有樹（くりたゆうき）
１９８６年 都筑製作所　入社
２０１１年 取締役
２０１４年 常務取締役
２０１５年 代表取締役社長
座右の銘は「積小為大」
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デジタル技術を活かし高品質なものづくりを追求する

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
激
し
さ
を
増
す
な

か
、
昭
和
１９
年
（
１
９
４
４
）
に
長
野
県
坂
城

町
に
疎
開
し
創
業
し
た
都
筑
製
作
所
は
、
四
輪

車
の
足
回
り
の
部
品
を
は
じ
め
、
建
設
機
械
用

の
油
圧
機
器
と
い
っ
た
機
械
機
能
の
根
幹
を
支

え
る
重
要
パ
ー
ツ
の
製
造
を
担
い
、
現
在
で

は
、
本
田
技
研
工
業
や
小
松
製
作
所
な
ど
日
本

を
代
表
す
る
メ
ー
カ
ー
へ
そ
の
技
術
の
結
晶
を

納
め
て
い
る
。

　
　

　

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
自
動
車
の
普

及
に
伴
い
、
平
成
初
頭
ま
で
売
り
上
げ
は
上

り
調
子
で
あ
っ
た
。
平
成
元
年
（
１
９
８
９
）

の
日
本
に
お
け
る
自
動
車
保
有
台
数
は
、

３
０
０
０
万
台
を
突
破
し
、
こ
の
年
、
都
筑
製

作
所
の
単
独
売
り
上
げ
も
１
７
０
億
円
と
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
か
ら
４
、５

年
が
経
っ
た
こ
ろ
、
会
社
と
し
て
一
つ
の
転
機

が
訪
れ
た
。

　
　「

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
で
す
ね
」
代
表
取
締
役

の
栗
田
有
樹
社
長
は
こ
う
振
り
返
る
。

「
た
と
え
ば
車
。
大
手
は
安
く
作
れ
る
海

外
現
地
調
達
で
完
成
品
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
多
く
の
部
品
メ
ー
カ
ー
も
そ
れ
に
合
わ
せ

て
海
外
進
出
し
、
我
々
も
海
外
に
出
る
か
否
か

迫
ら
れ
ま
し
た
」

　

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
前
後
の
こ
と
。

　

日
本
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
加
速
し
た
こ
ろ
、
多
く
の
大
企

業
が
安
い
労
働
力
を
求
め
て
製
造
拠
点
を
海
外

に
展
開
し
て
い
っ
た
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

波
は
大
手
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
、
等
し
く
日

本
中
の
企
業
に
も
訪
れ
る
。

　
　

　

と
は
言
え
、
都
筑
製
作
所
に
と
っ
て
海
外
進

出
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

「
加
工
屋
で
あ
る
我
々
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
の
は
素
材
で
す
。
自
分
だ
け
海
外
に
出
て
も

素
材
が
な
け
れ
ば
作
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
素
材

を
扱
う
企
業
に
も
声
を
か
け
て
い
た
ん
で
す

が
、
海
外
進
出
し
た
場
合
の
投
資
額
が
す
ご
く

て
。
も
し
も
失
敗
し
た
ら
、
当
時
の
会
社
自
体

が
揺
ら
ぐ
ほ
ど
の
額
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
」

　
　

　

周
囲
の
企
業
が
海
外
展
開
を
進
め
る
な

か
、
当
時
の
都
筑
製
作
所
が
下
し
た
決
断

は
、
国
内
生
産
に
お
け
る
、
更
な
る
品
質
向
上

に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
管
理
部
に
所
属
し
て
い
た
栗
田
社
長

は
、「
外
に
出
な
い
と
決
め
た
以
上
、
国
内
に

残
っ
た
仕
事
の
Ｑ
Ｃ
Ｄ
を
上
げ
て
他
社
と
の
競

争
に
勝
と
う
」
と
、
製
造
業
に
お
け
る
重
要
な

３
要
素
、Q

ｕality

（
品
質
）・Ｃｏst

（
コ
ス
ト
）・

Ｄ
ｅ　livｅ　ｒy

（
納
期
）
の
Ｑ
Ｃ
Ｄ
を
突
き
詰
め
、

よ
り
高
い
「
も
の
づ
く
り
」
の
追
求
に
着
手
し

た
。

　
　

　

こ
う
し
て
国
内
で
培
っ
た
高
い
技
術
は
、
後

に
海
外
進
出
を
果
た
し
た
際
に
活
か
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

　

都
筑
製
作
所
は
、
平
成
１４
年
（
２
０
０
２
）

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
２3
年
（
２
０
１
１
）
に
タ

イ
、
3０
年
（
２
０
１
８
）
に
イ
ン
ド
へ
海
外
拠
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▪沿革
年 出来事など

昭和19年（1944） 長野県坂城町に疎開・創業
昭和44年（1969） 東部町に東部工場を設立、操業開始
平成６年（1994） 丸子町に丸子工場を設立、操業開始
平成11年（1999） ＩＳ　Ｏ14001認証取得
平成14年（２００２） インドネシアに ＰＴ．ＴＳ　ＵZＵＫＩ ＆ ＡＳ　ＡＭＡ 

ＭＡＮＵＦＡＣＴＵＲＩＮＧ を設立、翌年に操業
開始

平成19年（2007） ＩＳ　Ｏ9001認証取得
平成22年（2010） 群馬県伊勢崎市に㈱ JＳ　 テック設立
平成23年（2011） タイに Ｔhai Ｔsｕzｕki Ｃｏ．，Ｌtd． 設立
平成27年（2015） 代表取締役社長に栗田有樹氏が就任
平成29年（2017） JＩＳ　Q9100認証取得
平成30年（2018） インド ＴＳ　ＵZＵＫＩ ＩＮＤＩＡ ＰＲＥＣＩＳ　ＩＯＮ ＬＬＰ

に技術支援開始

点
を
設
立
。
国
内
工
場
の
技
術
を
展
開
す
る
こ

と
で
国
内
と
同
じ
品
質
を
実
現
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
１3
年
（
２
０
０
１
）
ご
ろ
か
ら

平
成
２０
年
（
２
０
０
８
）
ご
ろ
に
か
け
て
建
設

機
械
を
扱
う
小
松
製
作
所
が
世
界
展
開
を
強

化
。
特
に
ア
ジ
ア
方
面
の
開
拓
に
注
力
し
、
建

設
機
械
の
製
造
に
伴
う
部
品
の
発
注
が
大
幅
に

増
え
た
。

「
う
ち
は
小
松
さ
ん
か
ら
〝
油
圧
機
器
〟
を
受

注
し
て
い
ま
す
。
建
機
の
心
臓
部
と
い
っ
て
も

い
い
部
分
で
す
。
こ
れ
に
関
し
て
は
国
内
で
調

達
す
る
方
針
で
お
ら
れ
る
の
で
、
我
々
も
そ
の

志
に
応
え
る
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
と
」

　

現
在
、
会
社
の
屋
台
骨
と
も
い
え
る
建
設
機

械
部
品
の
製
造
は
、
都
筑
製
作
所
の
国
内
３
事

業
所
に
加
え
、
タ
イ
工
場
で
も
生
産
を
行
っ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
厳
し
い
品
質
管
理
の
も

と
、
変
わ
ら
ぬ
品
質
で
製
品
を
提
供
し
て
い

る
。

　
　

　

平
成
２７
年
（
２
０
１
５
）、
栗
田
社
長
が
代

表
取
締
役
に
就
任
す
る
。
そ
れ
ま
で
は
主
な
取

引
先
か
ら
社
長
職
を
担
う
人
材
を
招
い
て
い
た

が
、
１５
年
ぶ
り
と
な
る
内
部
か
ら
の
登
用
だ
っ

た
。

「
内
部
で
の
人
選
は
意
見
の
言
い
や
す
さ
な

ど
利
点
も
あ
り
ま
す
が
、
反
面
で
取
引
先
と
の

パ
イ
プ
が
弱
く
な
る
の
で
は
と
心
配
す
る
声

も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
『
な
ん
で
自
分
な
ん

だ
？
』
と
思
い
ま
し
た
ね
（
笑
）」

　

さ
ら
に
、
中
国
を
は
じ
め
世
界
の
技
術
躍
進

が
目
覚
ま
し
い
な
か
に
あ
っ
て
、
国
内
の
技
術

を
信
頼
す
る
顧
客
の
期
待
に
応
え
続
け
る
責
務

が
あ
っ
た
。「
大
変
な
時
代
に
社
長
に
な
っ
た

も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
ね
」
と
振
り
返
る
。

　

栗
田
社
長
は
、
そ
ん
な
大
変
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
社
長
就
任
直
後
、〝
近
い
将
来
、
理
想

と
す
る
会
社
の
姿
〟
を
思
い
描
き
、
そ
れ
を

２
０
２
５
年
ま
で
に
実
現
す
る
た
め
の
事
業
方

針
『
２
０
２
５
年
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
定
め
た
。

「
２
０
２
５
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
目
標
の

一
つ
と
し
て
、
最
終
年
ま
で
に
自
社
製
品
を
作

り
上
げ
る
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。
社
会
が
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
昨
今
に
お
い
て
、
自

分
た
ち
で
開
発
・
生
産
し
た
『
都
筑
ブ
ラ
ン
ド
』

の
製
品
を
世
に
送
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
っ
た
の
で
す
」

　

そ
う
力
強
く
語
る
栗
田
社
長
は
、
自
社
製

品
の
開
発
・
生
産
を
確
実
に
押
し
進
め
る
た

め
、
次
世
代
を
担
う
3０
～
４０
代
の
メ
ン
バ
ー
で

構
成
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
『Ｎ

ＥX
Ｔ

 
Ｔ

Ｓ　Ｕ
ZＵ

Ｋ
Ｉ 2025

』
を
立
ち
上
げ
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
自
社
の
技
術
や
経
験

を
活
か
し
て
何
を
形
に
で
き
る
の
か
何
度
も
議

論
を
交
わ
し
た
末
、
介
護
用
品
の
開
発
を
行
う

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
確
実
に
実
を
結
ん
で
い

ま
す
。
令
和
元
年
（
２
０
１
９
）
の
秋
に
、
制

御
技
術
を
使
っ
た
介
護
用
品
の
試
作
機
が
完
成

し
た
ん
で
す
。
で
も
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
は
や

り
た
い
こ
と
を
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
し
た
だ
け

で
、
ま
だ
と
て
も
事
業
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
次

の
目
標
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
で
す
ね
」

　
　

　

介
護
用
品
の
開
発
と
い
う
一
つ
の
挑
戦
を

成
し
遂
げ
たＮ

ＥX
Ｔ

 Ｔ
Ｓ　Ｕ

ZＵ
Ｋ

Ｉ 2025 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
、
既
に
現
在
、
新
た
な
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「NEXT TUZUKI 2025プロジェクト」で自社製品開発に着手

■企業データ（令和３年１０月現在）
株式会社 都筑製作所
●代 表 者 代表取締役社長　栗田有樹
●所 在 地 〒389-０68１　長野県埴科郡坂城町6649-１
●設 立 １944年６月23日
●資 本 金 ４億8０００万円
●事業内容
主要製品

自動車、建設機械及び航空・宇宙産業用
部品の製造

●従業員数 523名
●W E B https://www.tsuzuki-mfg.co.jp/

製
品
開
発
に
挑
戦
し
て
い
る
。

「
現
在
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
水
耕
栽
培
と
ミ

ニ
ト
マ
ト
収
穫
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
ま
た
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
難

し
い
ん
で
す
」

　

そ
の
言
葉
と
は
裏
腹
に
屈
託
の
な
い
笑
顔
を

覗
か
せ
る
栗
田
社
長
は
ど
こ
か
と
て
も
楽
し
そ

う
だ
。

　
　

　

ま
た
、
都
筑
製
作
所
は
、
航
空
・
宇
宙
分

野
、
防
衛
産
業
へ
の
参
入
に
も
積
極
的
に
乗
り

出
し
て
い
る
。
平
成
２８
年
（
２
０
１
６
）
に
、

航
空
・
宇
宙
・
防
衛　

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
で
あ
る
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ

９
１
０
０
」
取
得
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ

る
と
、
そ
の
翌
年
に
は
早
々
に
取
得
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。
そ
の
過
程
に
お

い
て
、
よ
り
高
い
精
度
が
求
め
ら
れ
る
航
空
機

や
ロ
ケ
ッ
ト
の
部
品
を
手
が
け
る
こ
と
で
、
強

み
と
す
る
Ｑ
Ｃ
Ｄ
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と

に
繋
が
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

実
際
に
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
開
発
す
る
次
世
代
ロ

ケ
ッ
ト
Ｈ
３
に
都
筑
製
作
所
が
製
作
し
た
部
品

が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
そ
の

品
質
の
高
さ
が
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。

　
　

　

し
か
し
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
大

き
く
、
売
り
上
げ
も
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い

う
。

「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
経
験
し
て
い
ま
す

か
ら
ね
。
あ
の
と
き
は
会
社
全
体
を
週
休
３
～

４
日
に
し
、
従
業
員
は
帰
休
さ
せ
る
な
ど
対
応

が
必
要
で
し
た
。
こ
う
し
た
世
界
的
な
問
題
に

対
し
て
は
、
当
社
が
い
く
ら
動
い
た
と
こ
ろ
で

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
言
葉
が
適
切

で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
時
の
流
れ
に

身
を
ま
か
せ
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
　そ

う
語
り
な
が
ら
、「
小
さ
い
な
が
ら
も
グ
ロ
ー

バ
ル
化
で
き
た
か
な
」
と
こ
れ
ま
で
の
3０
年
を

振
り
返
っ
た
。

　
　

　

加
工
・
組
立
Ｑ
Ｃ
Ｄ
世
界
№
１
メ
ー
カ
ー
に

な
る
。

　

自
分
た
ち
で
開
発
・
生
産
し
た
『
都
筑
ブ
ラ

ン
ド
』
を
世
に
送
り
出
す
。
そ
れ
は
、
自
ら
の

命
運
を
自
ら
の
手
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い

う
こ
と
。

　

２
０
２
５
年
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
新
た
な
時

代
の
目
標
が
し
っ
か
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
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自然のおいしさを求め
進化を続ける技術と創造品質

株式会社 デイリーフーズ
コーポレーション

取締役副会長
髙松　宏

Takamatsu Hiroshi

【プロフィール】
髙松　宏（たかまつひろし）
１９３３年生まれ　千曲市出身
１９５１年 丸三ジャム㈱　入社
１９７０年 デイリーフーズ㈱設立 取締役
１９８６年 代表取締役専務
２００３年 取締役副会長
２０１０年 �㈱デイリーフーズコーポレーション

取締役副会長
趣味は作物の育成、写真

82

第２章　工　業



デイリーフーズでは家庭用から業務用まで数多くの商品を生産し、全国で
販売する

「
会
社
全
体
が
研
究
所
」

　
　

　

…
そ
ん
な
奇
抜
な
フ
レ
ー
ズ
で
自
社
を
語
る

独
創
的
な
会
社
が
「
デ
イ
リ
ー
フ
ー
ズ
（
株
）」

で
あ
る
。
そ
の
工
場
の
中
で
は
日
々
、「
ど
う

し
た
ら
よ
り
安
全
で
お
い
し
い
製
品
が
で
き
る

か
」と
い
う
こ
と
が
研
究
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

い
わ
ゆ
る
学
者
肌
、
と
で
も
言
う
の
だ
ろ
う

か
。
好
き
な
も
の
を
突
き
詰
め
る
こ
と
に
労
を

厭
わ
な
い
、
同
社
を
貫
く
研
究
者
気
質
は
、
一

体
ど
の
よ
う
に
培
わ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
？

　
　

　

現
在
、（
株
）
デ
イ
リ
ー
フ
ー
ズ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
以
下
、「
Ｄ
Ｆ
Ｃ
」）
で
取
締
役
を
務

め
る
髙
松
宏
副
会
長
に
伺
っ
た
話
の
な
か
に
そ

の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
髙
松
副

会
長
は
、
昭
和
４５
年（
１
９
７
０
）に
デ
イ
リ
ー

フ
ー
ズ
（
株
）
を
創
業
し
た
２
人
の
メ
ン
バ
ー

の
一
人
だ
。

「
父
が
思
い
も
か
け
ず
失
明
し
て
し
ま
っ
た

ん
で
す
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
家
族
６
人
が

暮
ら
し
て
い
く
た
め
私
は
高
校
を
中
退
し
働
く

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
勤
め
始

め
た
の
が
前
職
で
あ
る
丸
三
ジ
ャ
ム
で
す
。

原
料
の
調
達
か
ら
始
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ム
の
知
識
や
作
り
方
を
覚
え
た
り
と
毎
日
必
死

で
し
た
。
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
出
来
上
が
っ

た
ジ
ャ
ム
は
評
判
も
よ
く
、
自
分
の
仕
事
に
や

り
が
い
も
感
じ
て
い
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が

突
然
、
会
社
が
更
生
法
を
申
請
し
て
し
ま
っ

た
。
私
か
ら
し
た
ら
、
ま
さ
に
寝
耳
に
水
で
す

よ
（
苦
笑
）。
仕
方
な
く
、
そ
こ
で
残
務
処
理

を
し
な
が
ら
当
時
の
高
見
澤
工
場
長
の
甥
に
あ

た
る
高
見
澤
正
・
現
Ｄ
Ｆ
Ｃ
代
表
取
締
役
会
長

兼
社
長
と
二
人
で
ジ
ャ
ム
会
社
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
デ
イ
リ
ー
フ
ー
ズ

（
株
）
で
す
」

　
　

　

当
時
、
髙
松
副
会
長
と
高
見
澤
会
長
の
二
人

は
「
３
年
経
っ
て
も
自
分
た
ち
の
工
場
を
持
つ

こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
と
き
は
潔
く
こ

の
会
社
を
畳
も
う
」
と
話
し
て
い
た
の
だ
と

か
。
希
望
と
不
安
を
併
せ
持
つ
決
し
て
順
風
満

帆
と
は
言
い
難
い
船
出
だ
っ
た
。

「
デ
イ
リ
ー
フ
ー
ズ
（
株
）
を
立
ち
上
げ
た

後
、
し
ば
ら
く
し
て
丸
三
ジ
ャ
ム
は
廃
業
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
以
前
の
取
引
先
か
ら
の
注
文

が
ボ
チ
ボ
チ
と
入
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」

　
　

　

学
校
で
は
パ
ン
給
食
が
始
ま
っ
て
い
た
時

代
。
ジ
ャ
ム
の
新
た
な
仕
入
れ
先
を
探
す
必
要

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ど
う
す
る
か
？　

取
引

先
の
担
当
者
が
そ
れ
を
考
え
た
と
き
、
一
番
に

思
い
浮
か
ん
だ
の
が
髙
松
副
会
長
の
顔
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
髙
松
副
会
長
が
ジ
ャ
ム

作
り
に
か
け
る
情
熱
、
そ
し
て
ひ
た
む
き
な
思

い
。
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
あ
ち
こ

ち
か
ら
声
が
か
か
る
。
こ
う
し
て
同
社
は
第
１

期
か
ら
黒
字
を
計
上
、
順
調
に
そ
の
歴
史
を
歩

み
始
め
た
。

　
　

　

そ
ん
な
同
社
の
ジ
ャ
ム
を
語
る
う
え
で
欠
か

せ
な
い
技
術
が
「
ジ
ュ
ー
ル
加
熱
殺
菌
シ
ス
テ

ム
」。
こ
れ
は
、
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
も
あ
る
髙
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特許を取得したジュール加熱殺菌装置。これにより香りや色が鮮やか
な栄養価の高いジャムが生産できる

▪沿革
年 出来事など

昭和45年（1970） デイリーフーズ株式会社設立
平成５年（1993）「ジャム類の製造方法」特許取得

ジュール加熱殺菌装置導入
平成12年（2000） 日本食糧新聞社制定「新技術・食品開発

賞」を受賞（ＤＦＣ ジュール製法 ® によ
る製造）

平成16年（2004）「果実類の加熱処理方法」特許取得
平成22年（2010） 株式会社デイリーフーズコーポレーショ

ンに商号変更
平成27年（2015） 日本食糧新聞社制定「新技術・食品開発

賞」を受賞（発酵ジャム）
髙松副会長「信州の名工」卓越技能者知
事表彰

平成28年（2016） ＩＳ　Ｏ22000認証取得
髙松副会長　ものづくり大賞 ＮＡＧＡＮＯ
特別賞受賞

平成29年（2017） 経産省「地域未来牽引企業」に認定
令和３年（2021） ＦＳ　Ｓ　Ｃ22000認証取得（長野工場）

松
副
会
長
が
開
発
し
た
も
の
で
、
ジ
ャ
ム
作
り

に
か
け
る
時
間
の
大
幅
な
短
縮
に
つ
な
が
る
革

新
的
な
技
術
だ
。
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
対
象

と
な
る
食
品
に
電
極
を
接
触
さ
せ
る
こ
と
で
通

電
し
、
食
材
内
部
か
ら
の
発
熱
を
促
す
。
こ
う

す
る
こ
と
で
従
来
の
や
り
方
だ
と
２０
～
3０
分
か

か
っ
て
い
た
加
熱
殺
菌
時
間
を
３
分
程
度
に
ま

で
短
縮
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
し
か

も
、
か
き
混
ぜ
る
手
間
も
不
要
に
な
る
と
い
う

一
石
二
鳥
の
画
期
的
な
加
熱
殺
菌
方
法
だ
。
こ

の
方
法
を
用
い
る
こ
と
で
栄
養
価
も
損
な
わ
れ

ず
香
り
や
色
が
鮮
や
か
な
ジ
ャ
ム
に
仕
上
が
る

と
い
う
、
ま
さ
に
い
い
こ
と
ず
く
め
の
製
法
だ

が
、
実
は
髙
松
副
会
長
が
こ
の
方
法
を
思
い
つ

い
た
の
は
随
分
と
前
の
こ
と
な
の
だ
と
か
。

　
　「

終
戦
後
、
ま
だ
そ
ん
な
に
時
間
が
経
っ
て

い
な
い
、
日
本
中
が
貧
し
か
っ
た
こ
ろ
の
こ
と

で
す
。
戦
勝
国
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
新
し
い
食
文

化
が
伝
わ
っ
て
き
た
時
代
で
し
た
。
あ
る
と

き
、
僕
は
パ
ン
を
焼
こ
う
と
し
て
い
た
ん
で

す
。
ブ
リ
キ
の
板
を
組
み
合
わ
せ
た
四
角
い
鍋

状
の
容
器
の
中
に
材
料
を
入
れ
る
。
小
麦
粉
は

貴
重
だ
か
ら
少
し
だ
け
、
あ
と
は
玄
米
を
砕
い

た
も
の
や
挽
き
割
り
の
麦
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
れ

か
ら
牛
乳
な
ん
て
な
い
で
す
か
ら
飼
っ
て
い
た

ヤ
ギ
の
乳
を
入
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
焼
き
上
げ

る
の
だ
け
れ
ど
、
ど
う
せ
な
ら
早
く
、
な
る
べ

く
た
く
さ
ん
、
効
率
的
に
焼
き
た
い
と
思
っ
た

ん
で
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
ブ
リ
キ
の
箱
の
両
端

に
電
極
を
つ
け
て
み
た
。
そ
し
た
ら
こ
の
方
法

が
う
ま
く
い
き
ま
し
て
ね
。
こ
れ
が
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
ん
で
す
」

　
　

　

前
述
の
と
お
り
、「
ジ
ュ
ー
ル
加
熱
殺
菌
シ

ス
テ
ム
」
に
は
従
来
の
製
造
方
法
と
比
べ
多
く

の
利
点
が
あ
る
が
、
な
か
で
も
加
熱
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
で
原
料
の
色
調
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
の
は
特
筆
す
べ
き
点
だ
。
こ
の
こ

と
で
着
色
料
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
今
で
こ
そ
添
加
物
な
ど
に
敏
感
に

な
っ
て
き
た
が
、
当
時
は
ま
だ
、
よ
り
鮮
や
か

な
色
み
の
食
品
を
好
む
消
費
者
心
理
が
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
な
お
い
し
さ
を
志
向
し
た
同
社
ら
し
い
製
造

方
法
と
い
え
よ
う
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
技
術

は
、
平
成
１１
年
度
に
「
第
１3
回
新
技
術
・
食
品

開
発
賞
」
及
び
「
二
十
世
紀
食
品
産
業
発
展

賞
」
を
受
賞
（
い
ず
れ
も
日
本
食
糧
新
聞
社
）

し
た
ほ
か
、
長
野
県
か
ら
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
も

の
づ
く
り
エ
ク
セ
レ
ン
ス
２
０
１
３
」
に
認
定
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■企業データ（令和３年１０月現在）
デイリーフーズ 株式会社
●代 表 者 代表取締役　國広義信
●所 在 地 〒389-０696　長野県埴科郡坂城町上平１434
●設 立 １97０年７月3１日
●資 本 金 5０００万円
●事業内容
主要製品

フルーツプレパレーション、ジャム類、
果汁

●従業員数 １77名（パート・派遣含む）
●W E B https://www.dfc-net.co.jp/

さ
れ
る
な
ど
国
内
外
か
ら
も
非
常
に
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
２６
年
度
に
は
こ
の

ジ
ュ
ー
ル
製
法
を
組
み
入
れ
た
植
物
性
乳
酸
菌

を
用
い
た
「
発
酵
ジ
ャ
ム
」
で
再
び
「
第
２８
回

新
技
術
・
食
品
開
発
賞
」
を
受
賞
し
、
こ
れ
ら

の
技
術
革
新
貢
献
に
よ
り
平
成
3１
年
「
食
品
産

業　

平
成
貢
献
大
賞
」（
日
本
食
糧
新
聞
社
）

を
受
賞
し
て
い
る
。

　
　「

髙
松
副
会
長
は
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
マ
ン
な

ん
で
す
よ
」
と
今
回
、
一
緒
に
話
を
伺
っ
た
同

社
商
品
開
発
技
術
研
究
所
新
技
術
教
育
開
発
室

の
高
波
修
一
室
長
も
話
し
て
く
れ
た
。
髙
松
副

会
長
の
ア
イ
デ
ア
は
、
平
成
を
語
る
う
え
で
避

け
ら
れ
な
い
大
災
害
・
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

「
平
成
２3
年
の
あ
の
日
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
亘
理

町
に
当
社
の
協
力
工
場
が
あ
っ
た
の
で
、
震
災

の
直
後
に
社
長
と
と
も
に
現
地
に
向
か
っ
た
ん

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
工
場
が
建
っ
て
い
る

は
ず
の
場
所
に
何
も
な
い
。
簡
単
に
動
か
せ
な

い
大
き
く
て
重
い
ド
ラ
ム
缶
、
こ
れ
も
な
い
ん

で
す
。
二
人
で
『
た
し
か
こ
の
辺
り
で
間
違
い

な
い
の
だ
が
』
と
い
く
ら
探
し
て
も
見
つ
か
ら

な
い
、
わ
か
ら
な
い
」

　
　

　

社
長
と
と
も
に
途
方
に
暮
れ
た
と
振
り
返
る

が
、
同
工
場
は
ド
ラ
ム
缶
ど
こ
ろ
か
基
礎
部
分

す
ら
す
べ
て
流
さ
れ
て
し
ま
い
影
も
形
も
な
く

な
っ
て
い
た
と
い
う
。

「
そ
こ
か
ら
は
工
場
の
再
興
に
協
力
を
惜
し

み
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
社
の
機
械
を
差
し
上
げ

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
建
て
直
す
際
の
工
場
の
レ

イ
ア
ウ
ト
設
計
も
私
が
提
案
、
そ
の
考
え
を
取

り
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」

　
　

　

そ
れ
ま
で
は
、
随
所
に
出
っ
張
り
が
あ
り
使

い
づ
ら
か
っ
た
が
柱
の
配
置
を
変
え
る
こ
と

で
屋
内
が
広
く
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

だ
。
併
せ
て
屋
内
の
仕
切
り
も
見
直
さ
れ
た
。

「
工
場
の
仕
切
り
と
い
う
と
壁
や
ガ
ラ
ス
を

使
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
厚
い
透
明
の
ビ

ニ
ー
ル
に
し
た
ら
ど
う
だ
い
、
と
。
そ
う
す
れ

ば
ビ
ニ
ー
ル
越
し
に
話
を
す
る
こ
と
だ
っ
て

で
き
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
要
は
実
用
性
。

見
栄
え
に
と
ら
わ
れ
カ
ッ
コ
よ
く
す
る
必
要
は

な
い
、
と
今
で
も
私
は
よ
く
皆
に
言
っ
て
ま
す

よ
」

　
　

　

髙
松
副
会
長
は
今
も
そ
の
旺
盛
な
好
奇
心
の

赴
く
ま
ま
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に
目
を
凝
ら

し
、
改
善
・
改
良
を
模
索
し
続
け
て
い
る
。

　
　

「
当
社
で
は
早
く
か
ら
工
場
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
し
て
い
る
の
で
す
が
、
な
ぜ
だ
と
思
い
ま

す
か
？　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
だ
と
虫
が
寄
っ
て
こ
な

い
ん
で
す
よ
。
毎
日
、
暮
ら
し
て
い
る
な
か
で

『
お
や
？
』
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
明
か
り
に
は
虫
が
あ
ま
り
来
な
い
み
た
い
だ

ぞ
と
。
そ
こ
で
気
に
な
っ
た
の
で
実
験
を
し
て

み
た
ん
で
す
。
そ
う
や
っ
て
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
、
確
か
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
は
虫
が
寄
っ
て
こ
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
ん
で
す
。『
こ
れ
は
い
い
、

工
場
内
の
照
明
に
使
え
る
ぞ
』
と
思
い
ま
し

た
（
笑
）」
と
、
子
供
っ
ぽ
い
笑
顔
を
見
せ
る

髙
松
副
会
長
。
溢
れ
る
好
奇
心
に
突
き
動
か
さ

れ
、
気
に
な
る
こ
と
は
と
こ
と
ん
調
べ
る
。
ど

こ
ま
で
も
自
然
体
、
そ
ん
な
生
き
方
が
と
て
も

魅
力
的
に
感
じ
ら
れ
た
。
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攻めの経営姿勢で市場を切り拓く
女性社長のしなやかな挑

チャレンジ

戦

株式会社 西澤電機計器製作所
代表取締役社長西澤孝枝

N ishizawa Takae

【プロフィール】
西澤孝枝（にしざわたかえ）
１９６８年生まれ　坂城町出身
１９９１年 ㈱西澤電機計器製作所　入社
２０１０年 子会社㈱ナイツ 代表取締役社長
２０１２年 �㈱西澤電機計器製作所 
　　　 代表取締役社長
２０１７年 �纳宜慈医疗科技（上海）有限公司 
　　　 董事長
趣味はトレイルランニング
座右の銘「絶えず新しい挑戦」
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企画・開発から生産、販売まで一気通貫のものづくりが同社の強み

先代社長の故・西澤泰輔氏

　

お
い
し
い
だ
け
で
は
な
く
健
康
的
な
料
理
が

楽
し
め
る
社
員
食
堂
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
な
ど
働
く
子
育
て
世

代
の
社
員
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
設
備
の
整
っ
た

社
屋
。
昭
和
3５
年
（
１
９
６
０
）
に
創
業
し
た

老
舗
の
計
測
器
メ
ー
カ
ー
・
西
澤
電
機
計
器
製

作
所
は
、
女
性
社
長
な
ら
で
は
の
細
や
か
な
心

配
り
で
満
た
さ
れ
て
い
る
。
に
こ
や
か
に
語
る

の
は
代
表
取
締
役
で
あ
る
西
澤
孝
枝
社
長
。

　
　「

何
を
隠
そ
う
私
も
今
、
子
育
て
の
真
っ
最

中
。
実
は
今
日
も
こ
の
取
材
の
後
、
子
供
の
参

観
日
な
の
で
、
学
校
に
行
く
予
定
な
ん
で

す
。
当
社
で
働
く
社
員
に
も
『
参
観
日
は
必
ず

出
な
さ
い
よ
、
で
な
い
と
子
ど
も
が
グ
レ
ち
ゃ

う
よ
』
と
言
っ
て
ま
す
（
笑
）」

　
　

　

朗
ら
か
、
か
つ
明
快
な
物
言
い
で
周
囲
の
人

を
魅
了
す
る
西
澤
社
長
。
父
・
泰
輔
さ
ん
が

創
業
し
た
同
社
に
入
社
し
た
の
は
平
成
３
年

（
１
９
９
１
）
の
と
き
の
こ
と
。
そ
し
て
、
平

成
２４
年
（
２
０
１
２
）、
泰
輔
さ
ん
の
急
逝
に

伴
い
、
社
長
に
就
任
し
た
。

　
　「

父
は
『
一
社
一
家
皆
家
族
』
と
い
う
ポ
リ

シ
ー
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
言
葉
ど
お
り
、

ど
ん
な
に
会
社
の
経
営
状
態
が
苦
し
い
と
き
で

も
決
し
て
人
員
整
理
な
ど
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
む
し
ろ
、
何
が
あ
っ
て
も
家
族
は
守
り
抜

く
、
と
い
う
経
営
哲
学
が
父
を
突
き
動
か
し
て

い
ま
し
た
ね
」

　
　

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
泰
輔
社
長
は
、
新
事
業
創

出
を
図
る
た
め
に
、
当
時
に
し
て
は
ま
だ
珍
し

か
っ
た
産
学
官
連
携
で
信
州
大
学
や
Ａ
Ｒ
Ｅ

Ｃ
（
一
般
財
団
法
人
浅
間
リ
サ
ー
チ
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
と
連
携
し
て
自
動
ペ
ー

ジ
め
く
り
器
「
ブ
ッ
ク
タ
イ
ム
」
を
開
発
し
、

経
済
産
業
省
主
催
の
「
今
年
の
ロ
ボ
ッ
ト
大
賞

２
０
０
８
」
に
お
い
て
、
最
優
秀
中
小
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
賞
（
中
小
企
業
長
官
賞
）
を
受
賞

し
た
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
無
謀
な
挑
戦
と
も

言
わ
れ
た
デ
ミ
ン
グ
賞
実
施
賞
に
挑
戦
し
、
見

事
に
受
賞
に
輝
い
た
。

　
　「

厳
し
い
と
き
ほ
ど
、
父
は
雇
用
を
守
る

た
め
に
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
始
め
て
い

く
。
こ
れ
、
普
通
は
逆
で
す
よ
ね
（
笑
）。
縮

小
均
衡
策
が
経
営
の
セ
オ
リ
ー
な
の
で
し
ょ
う

け
れ
ど
、
逆
境
に
立
た
さ
れ
た
と
き
ほ
ど
積
極

果
敢
に
攻
め
の
経
営
姿
勢
を
と
っ
て
い
く
経
営

者
で
し
た
。
そ
の
父
の
思
い
を
継
い
で
、
私
も

そ
の
経
営
姿
勢
を
踏
襲
し
て
い
ま
す
」

　
　

　

令
和
に
な
っ
て
か
ら
も
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ

と
の
多
い
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
。
た
と
え

ば
西
澤
社
長
が
社
長
に
就
任
し
た
平
成
２４
年
の
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ナイツの医療機器は日本はもとより世界７０カ国で販売されている

▪沿革
年 出来事など

昭和35年（1960） 坂城町南条に西澤電機計器製作所を創業
し、日置電機㈱の協力工場として指示電
気計器の製造を開始

昭和63年（1988） ㈱西澤電機計器製作所を設立
平成２年（1990） 日置電機㈱の旧本社工場跡地へ全面移転

し操業開始
平成９年（1997） ＩＳ　Ｏ9001認証取得
平成10年（1998） ＩＳ　Ｏ14001認証取得
平成11年（1999） ＯＨＳ　ＡＳ　18001認証取得
平成18年（2006） デミング賞実施賞受賞
平成22年（2010） ㈱ナイツを完全子会社化
平成24年（2012） 代表取締役に西澤孝枝氏が就任
平成29年（2017）纳宜慈医疗科技（上海）有限公司創業

日
本
の
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｉ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
）　

は
総
合
で
調
査
国

１
３
５
カ
国
中
の
１
０
１
位
。
国
内
に
は
ま
だ

ま
だ
女
性
社
長
の
少
な
い
時
代
、
不
利
益
な
ど

は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　「

い
え
い
え
、
私
は
自
分
が
女
性
で
あ
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
し
か
感
じ
て
い
ま
せ
ん

（
笑
）。
全
く
ハ
ン
デ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
ず
第
一
に
、
お
会
い
し
た
相
手
が
覚
え

て
い
て
く
だ
さ
る
。
き
っ
と
女
性
の
ト
ッ
プ
が

少
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
取
引
相

手
か
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
の
は
そ
れ
だ

け
で
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
　

　

計
測
器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
始
ま
っ
た
同
社
が

選
ん
だ
も
う
一
本
の
柱
が
医
療
機
器
。
こ
れ

を
、『
少
子
高
齢
化
を
迎
え
る
日
本
社
会
、
そ

の
な
か
で
成
長
分
野
を
見
極
め
る
先
代
の
先
見

の
明
が
あ
っ
た
』
と
西
澤
社
長
は
話
す
。

　
　

　

平
成
２１
年
（
２
０
０
９
）、
世
界
中
に
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
嵐
が
吹
き
す
さ
ぶ
な
か
、
攻

め
の
経
営
姿
勢
を
崩
さ
な
い
泰
輔
社
長
は
老
舗

眼
科
用
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
の
ナ
イ
ツ
社
を
Ｍ

＆
Ａ
で
傘
下
に
収
め
る
と
、
当
時
、
総
務
部
の

次
長
だ
っ
た
孝
枝
氏
に
社
長
を
任
せ
た
の
だ
。

　
　「

Ｍ
＆
Ａ
を
す
る
と
決
め
た
父
の
決
断
に
は

驚
き
ま
し
た
。
で
も
そ
の
決
断
に
間
違
い
は
な

か
っ
た
と
思
っ
て
ま
す
。
医
療
機
器
へ
の
参
入

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
ん
で
す
。
父
は
そ
の
ハ
ー

ド
ル
の
高
さ
を
一
気
に
飛
び
越
え
る
た
め
に
買

収
を
し
か
け
、
そ
し
て
、
各
国
の
薬
事
法
に
精

通
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
販
路
を
手
に
入
れ
た
の
で

す
。
私
に
任
せ
る
と
言
っ
た
と
き
に
は
更
に
驚

き
ま
し
た
け
ど
ね
」

　
　

　

西
澤
社
長
は
、
ナ
イ
ツ
社
に
入
る
と
す
ぐ
さ

ま
代
理
店
や
ド
ク
タ
ー
た
ち
の
声
を
自
ら
聞
く

た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
顧
客
の

と
こ
ろ
に
赴
き
、
製
品
の
改
良
や
商
品
開
発
の

ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
た
。
そ
し
て
、
世
界
７０
カ

国
の
代
理
店
や
顧
客
と
の
確
固
た
る
信
頼
関
係

を
構
築
し
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
顧
客

の
声
を
吸
い
上
げ
て
開
発
し
た
製
品
が
今
や
売

れ
筋
№
１
製
品
と
し
て
販
売
さ
れ
、
外
科
系
分

野
に
も
進
出
を
遂
げ
た
。

　

ま
た
、
平
成
２９
年
（
２
０
１
７
）、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

こ
そ
鈍
化
し
て
い
た
が
、
医
療
機
器
の
伸
長
率

は
２０
％
を
誇
っ
て
い
た
中
国
の
巨
大
な
市
場
の

可
能
性
に
賭
け
て
、
単
独
、
同
国
に
乗
り
込
ん
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ナイツが製造販売するサージカルルーペ

■企業データ（令和３年１０月現在）
株式会社 西澤電機計器製作所
●代 表 者 代表取締役社長　西澤孝枝
●所 在 地 〒389-０6０１　長野県埴科郡坂城町坂城6249
●設 立 １988年4月
●資 本 金 2０００万円
●事業内容
主要製品

電気計測器・医療機器の開発・製造・販売
電気計測器（テスタ、メーター）
医療機器（検眼鏡、ルーペ）

●従業員数 １０2名
●W E B https://www.nisic.co.jp/

だ
。
そ
し
て
医
療
機
器
の
販
売
会
社
と
し
て
纳

宜
慈
医
疗
科
技
（
上
海
）
有
限
公
司
を
設
立
し

た
。

「
父
も
い
ち
ば
ん
厳
し
い
と
き
に
、
攻
め
の

経
営
判
断
を
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
経
営
者

で
し
た
。
私
は
ま
だ
ま
だ
そ
の
足
元
に
も
及
び

ま
せ
ん
が
、
中
国
で
の
会
社
設
立
と
販
路
の
構

築
は
、
本
が
一
冊
書
け
る
ぐ
ら
い
沢
山
の
経
験

を
し
ま
し
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も
常
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　
　

　

泰
輔
社
長
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継
ぎ
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
ま
さ
に
世
界
を
股
に
か

け
た
活
動
を
続
け
て
い
る
西
澤
社
長
だ
が
、
ま

だ
ま
だ
社
内
に
は
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
、
見

直
し
に
余
念
が
な
い
。

　
　「

今
の
社
内
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
、
本
来

も
っ
と
も
っ
と
活
躍
す
べ
き
な
の
に
、
組
織
の

な
か
で
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
女
性
が
多
く

い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
男
性
社
会
の
な

か
で
上
司
が
男
性
と
い
う
だ
け
で
な
か
な
か
自

分
の
意
見
を
言
え
な
い
、
そ
ん
な
女
性
が
ま
だ

多
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
ん
で
す
ね
」

　

そ
ん
な
に
遠
慮
を
し
な
い
で
も
っ
と
前
に
出

て
お
い
で
よ
、
と
手
を
差
し
伸
べ
て
あ
げ
た
い

ん
で
す
、
と
や
さ
し
く
笑
う
。
世
界
的
に
も
少

な
い
と
さ
れ
る
日
本
に
お
け
る
女
性
の
社
会
進

出
。
男
女
関
係
な
く
活
躍
で
き
る
場
が
広
が
る

こ
と
が
好
ま
し
い
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

　
　「

当
社
で
は
そ
ん
な
部
分
を
積
極
的
に
変
え

て
い
こ
う
と
考
え
、
実
際
に
動
き
始
め
て
い
ま

す
。
少
し
前
の
こ
と
、
一
人
の
女
性
社
員
が
本

来
の
昇
進
の
順
番
で
い
く
と
次
は
主
任
だ
っ
た

の
で
す
が
、
一
足
飛
び
に
そ
の
上
の
係
長
へ
特

進
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
校
で
た
と
え
る
な

ら
飛
び
級
で
す
ね
。
現
場
で
の
活
躍
に
応
じ
て

更
に
そ
の
力
を
発
揮
で
き
る
場
を
与
え
る
こ
と

に
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
方

針
を
徹
底
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　
　

　

女
性
ト
ッ
プ
な
ら
で
は
の
し
な
や
か
な
経
営

ス
タ
イ
ル
の
も
と
今
後
も
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に

さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　

　

取
材
を
終
え
た
後
、
西
澤
社
長
か
ら
思
い
が

け
ず
、
昼
食
の
お
誘
い
を
い
た
だ
い
た
。

　

3０
年
間
計
測
器
を
作
っ
て
い
た
社
員
の
方
が

今
は
社
員
食
堂
で
調
理
を
し
て
い
る
と
い
う
。

　

運
ば
れ
て
き
た
料
理
は
、
で
き
た
て
の
や
さ

し
い
味
で
、
お
い
し
く
い
た
だ
い
た
。

　

社
員
へ
の
思
い
や
り
と
先
代
か
ら
受
け
継
が

れ
る
「
社
員
は
家
族
」
と
い
う
言
葉
を
実
感
し

た
貴
重
な
時
間
で
あ
っ
た
。
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プラスチック射出成形機の世界的メーカー
揺るぎない「ＮISSEI」ブランドを確立

日精樹脂工業 株式会社
代表取締役社長依田穂積

Yoda Hozumi

【プロフィール】
依田穂積（よだほづみ）
１９６３年生まれ　上田市出身
１９８９年 日精樹脂工業㈱　入社
１９９９年 ＮＩＳＳＥＩ ＡＭＥＲＩＣＡ，�ＩＮＣ．�代表取締役社長
２００１年 日精樹脂工業㈱ 代表取締役社長
２０１０年 日本プラスチック機械工業会 会長
２０１８年 （公財）さかきテクノセンター 理事長
趣味は空想にふけること
座右の銘「先義後利」
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昭和3２年（１９５７）に製造され日精樹脂工業の基礎を築いた射
出成形機

　

日
精
樹
脂
工
業
は
、
坂
城
町
南
条
に
本
社
を

置
く
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
射
出
成
形
機
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
昭
和
２２

年
（
１
９
４
７
）、
故
青
木
固
氏
が
創
業
し
、

今
で
は
北
米
・
中
国
・
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
中
心
に
２２
カ
国
４１
カ
所
の
地
域
に
、
販
売
・

サ
ー
ビ
ス
・
生
産
拠
点
が
あ
る
。
高
品
質
・
高

機
能
な
射
出
成
形
機
と
し
て
、
世
界
各
国
で

「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
」
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
。
海
外

で
の
売
り
上
げ
が
全
体
の
７
割
を
占
め
、
世
界

８０
カ
国
以
上
で
、
同
社
の
射
出
成
形
機
が
活
躍

し
て
い
る
。

　
　

　

依
田
穂
積
代
表
取
締
役
社
長
は
平
成
１3
年

（
２
０
０
１
）、
3８
歳
の
と
き
に
、
現
職
に
就

任
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
ア
メ
リ
カ
現
地
法
人

の
日
精
ア
メ
リ
カ
に
平
成
５
年
（
１
９
９
３
）

か
ら
駐
在
。
前
社
長
の
父
依
田
司
氏
が
病
魔
に

侵
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
急
遽
、
後
継
者
と
し
て

坂
城
に
戻
っ
て
き
た
。
そ
の
当
時
の
こ
と
を
依

田
社
長
は
こ
う
語
る
。

「
帰
国
し
た
と
き
、
私
の
気
持
ち
は
と
て
も

複
雑
で
し
た
。
父
親
の
病
気
に
加
え
、
中
国
が

台
頭
し
始
め
、
も
の
づ
く
り
潮
流
が
変
わ
り
業

界
自
体
が
経
験
の
し
た
こ
と
が
な
い
も
の
づ
く

り
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
こ
る
な
か
、
3８

歳
と
い
う
若
輩
者
が
上
場
会
社
を
背
負
う
こ
と

に
大
き
な
不
安
が
あ
り
ま
し
た
」

　
　「

私
が
ア
メ
リ
カ
に
い
た
当
時
、
市
場
は
活

況
で
グ
ル
ー
プ
内
の
成
形
機
の
売
り
上
げ
で
も

群
を
抜
い
て
お
り
、
連
結
決
算
で
は
大
き
く
貢

献
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
頃
の
ア
メ
リ
カ

や
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
各
国
の
も
の
づ
く

り
は
と
て
も
勢
い
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
何
と

か
な
る
と
の
思
い
も
多
少
は
あ
り
ま
し
た
」

　
　

　

と
こ
ろ
が
、
依
田
社
長
が
日
本
に
帰
国
し
て

社
長
に
就
任
し
た
ま
さ
に
そ
の
年
、
平
成
１3
年

９
月
１１
日
に
「
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
」
が

発
生
、
ア
メ
リ
カ
は
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
時
を

同
じ
く
し
て
、
中
国
が
「
世
界
の
工
場
」
と
し

て
安
価
な
労
働
力
と
原
材
料
を
武
器
に
台
頭
し

て
き
た
時
期
で
も
あ
っ
た
た
め
「
バ
ラ
ン
ス
が

変
わ
っ
た
」
と
思
っ
た
そ
う
だ
。

「
ア
メ
リ
カ
が
急
に
凋
落
し
た
と
い
う
か
、

静
か
に
な
っ
た
印
象
を
受
け
ま
し
た
」

　
　「

当
時
の
日
本
の
製
造
業
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｉ

Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
り
中
国
以
外
の
主
要
国
と

同
じ
く
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
受
注
が
激

減
し
、
更
に
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
に
よ
る

経
済
悪
化
が
重
な
っ
た
た
め
、
Ｉ
Ｔ
関
連
製
造

業
種
は
グ
ロ
ッ
キ
ー
な
状
態
に
陥
り
ま
し
た
」

　
　

　

Ｉ
Ｔ
関
連
商
品
向
け
の
超
精
密
成
形
を
得
意

と
し
て
い
た
日
精
樹
脂
工
業
も
こ
の
あ
お
り
を

受
け
、
平
成
１3
年
に
業
績
が
悪
化
、
翌
年
に
赤

字
決
算
と
な
っ
た
。

「
株
主
総
会
で
は
株
主
か
ら
『
日
精
の
歴
史
の

な
か
で
、
初
の
赤
字
だ
』
と
の
厳
し
い
発
言
も

あ
り
ま
し
た
。
平
成
９
年
に
上
市
し
た
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
ー
駆
動
の
電
気
式
成
形
機
の
不
調
も
重

な
り
、
当
社
の
技
術
的
な
評
価
は
厳
し
く
、
父

親
の
急
逝
や
、
業
績
の
低
迷
な
ど
、
社
長
就
任

早
々
、
強
い
逆
風
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
」

　
　「

こ
の
頃
の
思
い
は
複
雑
で
し
た
。
頼
れ
る
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▪沿革
年 出来事など

昭和22年（1947） 創業者 青木固氏が樹脂加工および加工
機械開発を開始

昭和32年（1957） 株式会社に組織変更
平成３年（1991） 名古屋証券取引所市場第二部上場
平成６年（1994） 本社本館竣工
平成８年（1996） ＩＳ　Ｏ9001認証取得
平成11年（1999） ＩＳ　Ｏ14001認証取得
平成12年（2000） 東京証券取引所市場第二部上場
平成13年（2001） 東京証券取引所市場第一部、名古屋証券

取引所市場第一部へ市場変更
代表取締役社長に依田穂積氏が就任

平成26年（2014） 射出成形機生産販売120000台達成（業界
Ｎｏ．1最速）

令和２年（2020） イタリアの射出成形機メーカー「ＮＥＧＲＩ 
ＢＯＳ　Ｓ　Ｉ Ｓ　．Ｐ．Ａ．」を子会社化

植物由来の「ポリ乳酸」を原料とした生
分解性プラスチック製品

人
も
な
く
唯
一
の
心
の
拠
り
所
は
創
業
者
の
書

い
た
『
回
想
』
と
い
う
本
だ
け
で
し
た
」

　

こ
の
後
、
電
気
式
成
形
機
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン

ジ
や
現
地
法
人
の
再
編
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
︱
Ｒ
の
ブ
ー
ム
も
あ
っ
て
平
成
１７

年
（
２
０
０
５
）
以
降
は
収
益
も
改
善
し
、
売

上
高
４
０
０
億
円
を
超
え
る
ま
で
に
復
調
を
果

た
し
て
い
る
。

　
　

　

そ
の
後
、
再
び
ピ
ン
チ
が
訪
れ
る
。
平
成
２０

年
（
２
０
０
８
）
に
起
き
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
で
あ
る
。

「
金
融
の
問
題
で
あ
り
、
製
造
業
ま
で
は
影

響
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
瞬
く
間
に

飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

　
　「

１
０
０
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
世
界
恐
慌

で
、
成
形
機
メ
ー
カ
ー
全
体
の
売
上
高
が
通
常

の
半
分
以
下
と
な
り
ま
し
た
。
当
社
も
電
子
部

品
関
連
の
受
注
が
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
状
態
が
続

き
、
一
時
帰
休
、
早
期
退
職
、
賃
金
カ
ッ
ト
、

会
社
存
続
の
た
め
に
労
働
組
合
と
の
激
し
い
や

り
取
り
は
あ
り
ま
し
た
が
、
で
き
る
こ
と
は
す

べ
て
や
り
ま
し
た
。
本
当
に
辛
い
決
断
で
し

た
」と
依
田
社
長
は
当
時
の
苦
労
を
振
り
返
る
。

　
　「

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
の
平
成
の
も
の

づ
く
り
は
、
そ
れ
以
前
の
白
物
家
電
や
雑
貨
か

ら
、
精
密
電
子
部
品
、
記
録
媒
体
等
の
Ｉ
Ｔ
関

連
業
種
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
差

別
化
技
術
と
し
て
サ
ー
ボ
制
御
技
術
、
精
密
計

量
、
超
ハ
イ
サ
イ
ク
ル
を
盛
り
込
ん
だ
ハ
イ
ス

ペ
ッ
ク
小
型
機
の
販
売
が
好
調
で
し
た
。
一
方

で
産
業
構
造
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
海
外
の
新

規
参
入
が
相
次
ぎ
価
格
競
争
は
激
化
、
加
え
て

軽
薄
短
小
の
Ｉ
Ｔ
関
連
は
景
気
に
左
右
さ
れ
や

す
く
、
収
益
構
造
は
年
々
脆
弱
さ
を
増
し
て
い

る
よ
う
な
状
態
で
し
た
」

　
　「

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
も
初
の
海

外
工
場
の
展
開
や
、
特
殊
機
や
大
型
機
が
見
込

め
る
自
動
車
産
業
、
医
療
業
界
へ
大
き
く
転
換

を
図
っ
た
の
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
で
す
。
ま

た
金
融
機
関
か
ら
本
当
に
信
頼
で
き
る
方
が
来

ら
れ
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
と
な

り
ま
し
た
」

　
　

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
平
成
２２
年

（
２
０
１
０
）
に
は
黒
字
に
回
復
し
、
社
長
就

任
後
、
数
々
の
困
難
に
直
面
し
た
依
田
社
長
で

は
あ
っ
た
が
そ
の
後
は
安
定
し
た
収
益
を
確
保

し
て
い
る
と
い
う
。

「
現
在
は
、
多
く
の
も
の
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

で
で
き
て
お
り
、
射
出
成
形
の
技
術
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
雑
貨
か
ら
、
電
子
関
係
の
部

品
、
自
動
車
の
バ
ン
パ
ー
、
建
築
資
材
な
ど
も

そ
う
で
す
。
金
型
が
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
も

の
が
射
出
成
形
で
作
れ
ま
す
」
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環境負荷低減のため省エネルギー型射出成形
機の生産も行っている

■企業データ（令和３年１０月現在）
日精樹脂工業 株式会社 
●代 表 者 代表取締役社長　依田穂積
●所 在 地 〒389-０693　長野県埴科郡坂城町南条2１１０
●設 立 １957年5月
●資 本 金 53億625０万円
●事業内容
主要製品

射出成形機、金型、成形自動システム、
計測器等

●従業員数 １3０6名
●W E B https://www.nisseijushi.co.jp/

「
今
の
自
動
車
は
、
多
く
の
部
品
を
電
子
制

御
化
し
て
い
ま
す
。
束
ね
た
複
数
の
電
線
を
ワ

ン
タ
ッ
チ
で
機
器
に
接
続
で
き
る
ハ
ー
ネ
ス
類

も
多
彩
に
な
っ
て
き
ま
す
。
自
動
車
の
軽
量
化

の
た
め
に
、
金
属
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
換
え

た
部
品
も
多
い
。
内
装
部
品
で
は
一
見
、
木

に
見
え
る
も
の
が
実
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
っ
た

と
い
う
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
自
動
車
メ
ー

カ
ー
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
し
て
作
っ
て
い
ま
す
」

　
　

　

さ
ら
に
重
要
な
製
品
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に

用
い
ら
れ
る「
ス
テ
ー
タ
ー
」と
い
う
部
品
だ
。

発
電
す
る
部
分
の
コ
イ
ル
を
樹
脂
で
包
ん
で
、

モ
ー
タ
ー
を
構
成
す
る
よ
う
な
仕
組
な
の
だ

が
、
日
精
樹
脂
工
業
が
一
括
受
注
し
て
い
る
。

　
　

　

さ
て
、
日
精
樹
脂
工
業
で
は
、
平
成
期
に
東

京
証
券
取
引
所
と
名
古
屋
証
券
取
引
所
に
そ
れ

ぞ
れ
株
式
の
一
部
上
場
を
果
た
し
て
い
る
。

「
名
証
は
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
で
す
ね
。

企
業
の
上
場
ブ
ー
ム
の
最
後
の
こ
ろ
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
会
社
と
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
に

な
っ
た
と
喜
び
ま
し
た
。
東
証
二
部
に
上
場
し

た
の
が
平
成
１２
年
（
２
０
０
０
）。
翌
年
３
月

に
東
証
一
部
に
な
り
ま
し
た
」

　
　「

上
場
に
よ
っ
て
、
株
主
と
会
社
と
取
引
先

等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
企
業
活
動
に
よ
り

影
響
を
受
け
る
人
々
）
と
の
信
頼
関
係
の
構
築

を
含
む
全
方
位
経
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
会
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
、
一
層

向
上
し
、
外
部
か
ら
の
信
用
力
も
増
し
た
と
思

い
ま
す
」

　
　

　

な
お
、
日
精
樹
脂
工
業
の
創
業
者
で
あ
る
青

木
固
氏
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
野
に
お
け

る
顕
著
な
功
績
と
業
界
へ
の
貢
献
が
認
め
ら

れ
、
平
成
２3
年
（
２
０
１
１
）
に
ア
ジ
ア
人
と

し
て
初
め
て
Ｓ
Ｐ
Ｉ
（
米
国
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工

業
協
会
）
の
名
誉
殿
堂
入
り
を
果
た
し
て
い

る
。
依
田
社
長
は
「
外
国
人
に
対
し
て
も
、
そ

の
功
績
を
正
当
に
認
め
る
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
会
の
度
量
の
広
さ
が
示

さ
れ
た
」
と
感
心
し
た
そ
う
だ
。

　

坂
城
町
で
育
っ
て
き
た
会
社
の
長
と
し
て
抱

く
こ
の
地
へ
の
愛
着
を
、
最
後
に
依
田
社
長
に

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

「
坂
城
町
は
、
中
小
企
業
の
集
積
体
で
、
非

常
に
工
業
が
盛
ん
な
町
で
す
。
坂
城
の
企
業

は
、
ど
こ
も
独
立
独
歩
の
精
神
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ほ
か
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
る
の
を
潔

し
と
せ
ず
、
独
自
の
技
術
で
自
立
し
た
道
を
拓

き
た
い
、
と
い
う
気
概
が
あ
る
。
切
磋
琢
磨
し

て
高
め
合
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
よ
う

に
、
多
く
の
有
力
企
業
が
林
立
す
る
こ
と
が
で

き
た
し
、
世
界
に
伍
し
て
戦
え
る
の
も
そ
ん
な

と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
て
も
競
争

心
が
強
く
、
負
け
ず
嫌
い
で
す
。
し
か
し
、
何

か
あ
れ
ば
、
皆
で
協
力
し
合
う
。
坂
城
は
、
そ

ん
な
素
晴
ら
し
い
町
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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技術と営業、畑は違えどお互い認め合う
２人が会社の礎を築き、後進に未来を託す
株式会社 マースウインテック

創業者・技術顧問

創業者・経営顧問

【プロフィール】
寺島利勝（てらしまとしかつ）
１９４５年生まれ　坂城町出身
１９６７～１９９３年 中島オール㈱勤務
１９９３年 テラテック創業
１９９５年 ㈱ウインテック（現・㈱マースウインテック）設立
　　　 代表取締役社長
２００８年 代表取締役会長
２０１８年 技術顧問

寺島利勝
Terashima Toshikatsu

清水正行
Shimizu Masayuki

【プロフィール】
清水正行（しみずまさゆき）
１９５１年生まれ　千曲市出身
１９７４～１９９５年 中島オール㈱勤務
１９９５年 ㈱ウインテック（現・㈱マースウインテック）設立
　　　 取締役
２００８年 代表取締役社長
２０１９年 取締役会長
２０２１年 経営顧問
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自社で開発したカード発券機を前に昔の思い出を語る寺島
技術顧問（左）と清水経営顧問（右）

「
肝
胆
相
照
ら
す
仲
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

が
、
ま
さ
に
こ
の
二
人
の
た
め
に
あ
る
よ
う
だ

と
話
を
聴
き
な
が
ら
何
度
も
思
わ
さ
れ
た
。
株

式
会
社
マ
ー
ス
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
の
創
業
者
で
あ

る
寺
島
利
勝
技
術
顧
問
は
、
創
業
間
も
な
い
こ

ろ
か
ら
清
水
正
行
経
営
顧
問
と
と
も
に
力
を
合

わ
せ
、
同
社
の
礎
を
築
い
た
。
創
業
か
ら
3０
年

近
く
経
っ
た
今
で
も
お
互
い
を
尊
敬
し
、
信
頼

し
合
う
姿
は
正
に
唯
一
無
二
の
「
相
棒
」
だ
。

二
人
は
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
同
社
の
技
術
顧
問
と

経
営
顧
問
を
務
め
て
い
る
。

　
　「

寺
島
さ
ん
は
も
う
ス
ー
パ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア

で
す
よ
。
ア
イ
デ
ア
豊
富
な
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
を
実
際
に
組
み
上
げ
る
技
術
も
持
ち
合
わ
せ

て
い
る
。
僕
な
ん
か
、
出
来
上
が
っ
た
そ
の
完

成
品
を
た
だ
持
っ
て
売
り
歩
い
て
い
る
だ
け
だ

か
ら
」
と
語
る
清
水
顧
問
の
言
葉
を
、

　
　「

ど
ん
な
に
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
商
品
に
し

て
作
っ
た
と
こ
ろ
で
、
人
に
知
っ
て
も
ら
え
な

け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
清
水
さ
ん
の
よ

う
な
優
秀
、
い
や
超
優
秀
な
ス
ー
パ
ー
営
業
マ

ン
が
い
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
会
社
だ
っ
て

ど
う
な
っ
て
い
た
こ
と
や
ら
（
笑
）」
と
寺
島

顧
問
が
引
き
取
る
。
お
互
い
を
気
遣
い
、
敬

い
、
讃
え
合
う
こ
の
関
係
性
が
、
同
社
の
創
業

以
来
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。

　
　

　

も
と
も
と
、
前
の
会
社
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
し

て
い
た
寺
島
顧
問
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
同

社
。
創
業
時
に
見
た
一
場
面
を
清
水
顧
問
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。

「
ど
ん
な
感
じ
で
や
っ
て
い
る
の
か
な
、
と

覗
き
に
行
っ
た
ら
こ
の
人
（
寺
島
顧
問
）
が
社

屋
の
玄
関
横
の
タ
イ
ル
を
貼
っ
て
い
た
（
笑
）」

「
う
ち
は
実
家
が
板
金
業
で
、（
前
の
勤
め
先

の
）
中
島
オ
ー
ル
に
入
社
す
る
前
は
職
人
を
し

て
ま
し
た
か
ら
ね
。
ち
ょ
う
ど
、
親
父
の
工
場

で
空
い
て
る
の
が
あ
っ
た
か
ら
、
最
初
は
そ

こ
で
始
め
ま
し
た
。
家
賃
も
か
か
ら
な
い
し

（
笑
）。
で
も
さ
す
が
空
き
工
場
だ
け
あ
っ
て

何
も
な
い
か
ら
内
装
は
自
分
で
や
っ
た
。
壁
紙

は
友
達
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
か
な
？　

ト
イ

レ
も
自
分
で
作
り
ま
し
た
よ
（
笑
）」

　
　

　

無
駄
な
経
費
は
極
力
か
け
ず
に
、
で
き
る
こ

と
は
自
分
で
や
る
。
案
外
、
そ
ん
な
寺
島
顧
問

の
姿
勢
が
同
社
か
ら
生
ま
れ
る
数
々
の
製
品
に

も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　「

で
も
ね
、
う
ち
の
会
社
は
創
業
か
ら
売
り

上
げ
が
１
億
円
を
切
っ
た
こ
と
が
な
い
ん
で

す
。
こ
れ
は
自
慢
だ
け
ど
（
笑
）。
僕
と
寺
島

さ
ん
が
２
人
き
り
で
始
め
た
そ
の
年
だ
っ
て

１
億
５
０
０
万
円
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
な
？
」

　
　「

そ
の
こ
ろ
は
私
の
技
術
や
設
計
が
評
価
さ

れ
た
売
り
上
げ
で
は
な
く
、
全
部
、
清
水
さ

ん
が
売
っ
て
き
て
く
れ
た
お
か
げ
。
１
億
も

売
っ
て
き
ち
ゃ
う
ん
だ
も
ん
（
笑
）。
２
人
だ

け
で
や
っ
て
る
か
ら
お
金
が
余
っ
て
困
っ
て
ね

（
笑
）」

　
　

　

同
社
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
つ
な
が
る
光
学
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▪沿革
年 出来事など

平成５年（1993） ㈱マースウインテック創業者の寺島利勝
氏（現・技術顧問）が前身会社であるテ
ラテックを創業

平成７年（1995） ㈱ウインテック設立。光学式紙幣識別機
を開発

平成12年（2000） マースエンジニアリンググループに参入
平成13年（2001） ＩＣ カードリーダライタを開発
平成15年（2003） 現本社社屋竣工
平成20年（2008） 世界初 Ａiｒ 紙幣搬送システムを開発
平成21年（2009） ㈱マースエンジニアリングの完全子会社

となる
平成23年（2011） ＩＳ　Ｏ9001の認証取得
平成24年（2012） ㈱マースウインテックに商号変更

マースウインテックで開発・生産される製
品。アミューズメント施設などで使用されて
いる

式
紙
幣
識
別
機
を
開
発
し
た
の
は
平
成
７
年

（
１
９
９
５
）の
こ
と
。製
品
名
は
難
し
い
が
、

わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
日
本
中
の
至
る
場
所
で

活
躍
し
て
い
る
、
本
物
の
紙
幣
と
偽
札
を
判
別

し
な
が
ら
収
納
を
行
う
機
械
の
こ
と
だ
。

　
　「

僕
が
入
社
し
た
の
は
創
業
か
ら
１
年
後
。

寺
島
さ
ん
が
作
っ
た
紙
幣
識
別
機
が
、
他
社
製

品
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
優
れ
て
い

る
と
い
う
の
は
わ
か
っ
て
ま
し
た
か
ら
ね
。
俄

然
、
営
業
に
も
力
が
入
り
ま
し
た
よ
」
と
清
水

顧
問
。
嬉
し
そ
う
に
、
当
時
の
思
い
出
を
こ
う

語
っ
て
く
れ
た
。

　
　「

ち
ょ
っ
と
名
前
は
出
せ
な
い
け
れ
ど
、
他

県
の
大
き
な
電
機
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
売
り
込
み

に
行
っ
た
際
の
こ
と
で
す
。
あ
ち
ら
は
大
企
業

で
、
ま
あ
向
こ
う
か
ら
し
た
ら
『
長
野
の
田

舎
の
会
社
が
何
し
に
来
た
ん
だ
？
』
っ
て
な

も
ん
で
す
よ
（
笑
）。
さ
ん
ざ
待
た
さ
れ
た
挙

げ
句
、
よ
う
や
く
現
れ
た
担
当
者
は
踏
ん
反

り
返
っ
た
ぞ
ん
ざ
い
な
態
度
で
ね
。
そ
ん
な

な
か
で
僕
が
寺
島
さ
ん
の
開
発
し
た
機
械
を

見
せ
な
が
ら
説
明
を
始
め
る
。
向
こ
う
は
僕

の
話
を
ひ
と
と
お
り
聞
き
終
わ
っ
て
か
ら
、

『
じ
ゃ
あ
こ
の
お
札
を
使
っ
て
実
際
に
や
っ
て

見
せ
て
く
れ
』
と
札
束
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
を
ウ
チ
の
機
械
に
か
け
た
と
こ
ろ
、
計
測
し

な
が
ら
瞬
時
に
偽
札
を
見
分
け
て
弾
き
出
し
て

い
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
様
子
を
見
た
途
端
、
向

こ
う
の
担
当
者
が
目
の
色
を
変
え
ち
ゃ
っ
て
ね

（
笑
）。『
じ
ゃ
あ
こ
れ
で
も
や
っ
て
み
て
く
れ

な
い
か
』『
次
は
こ
の
お
札
で
』
と
次
か
ら
次

に
お
札
を
持
っ
て
く
る
。
後
で
考
え
た
ん
だ
け

ど
、
あ
れ
は
自
分
の
会
社
の
機
械
で
は
見
破
れ

な
か
っ
た
偽
札
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
、
き
っ

と
。
そ
れ
か
ら
向
こ
う
の
技
術
者
が
何
人
も
そ

の
部
屋
に
呼
ば
れ
て
。
集
ま
っ
た
技
術
屋
の
皆

さ
ん
が
、
ウ
チ
の
機
械
が
偽
札
を
選
別
す
る
様

子
を
見
て
は
『
お
お
～
！！
』
と
、
驚
き
の
声
を

上
げ
て
ど
よ
め
く
ん
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
寺
島

さ
ん
の
開
発
し
た
識
別
機
は
優
秀
だ
っ
た
と
い

う
証
で
す
よ
。
そ
の
日
、
夜
に
は
坂
城
に
戻
る

つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
担
当
者
が
『
こ

の
後
、
予
定
が
な
い
な
ら
ぜ
ひ
』
と
仰
っ
て
。

そ
れ
か
ら
接
待
を
受
け
ま
し
た
（
笑
）」

　
　

　

日
本
の
技
術
業
界
に
お
け
る
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
キ
リ
ン
グ
と
で
も
い
う
べ
き
、
な
ん
と
も

痛
快
な
話
。
そ
れ
も
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
寺

島
顧
問
の
卓
越
し
た
開
発
力
・
技
術
力
が
あ

れ
ば
こ
そ
の
も
の
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
裏
付

け
る
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
あ
る
。
平
成
２3
年

（
２
０
１
１
）、
特
許
分
析
を
行
う
（
株
）
パ
テ

ン
ト
・
リ
ザ
ル
ト
社
が
、
日
本
国
内
の
電
気
機

器
業
界
に
お
け
る
注
目
度
の
高
い
発
明
者
を
ラ
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平成２７年１１月　寺島技術顧問は「信州の名工」と
して県知事より表彰された

■企業データ（令和３年１０月現在）
株式会社 マースウインテック
●代 表 者 代表取締役社長　井出平三郎
●所 在 地 〒389-０6０2　長野県埴科郡坂城町中之条１375-１
●設 立 １995年4月5日
●資 本 金 1億円
●事業内容
主要製品

電子機器、情報機器の設計・製造・販売
紙幣識別機、両替機、カードリーダライタ

●従業員数 79名
●W E B https://www.winteckk.co.jp/

ン
キ
ン
グ
化
（
※
）
し
た
と
こ
ろ
、
東
芝
や
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
並
み
居
る
大
手
メ
ー
カ
ー

の
開
発
者
た
ち
を
抑
え
、
寺
島
顧
問
が
堂
々
の

３
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
を
果
た
し
た
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ

は
、
単
な
る
特
許
出
願
数
や
特
許
認
定
件
数
で

は
な
く
、「
市
場
で
の
注
目
度
」
つ
ま
り
「
同

業
他
社
が
長
年
、
研
究
を
重
ね
て
も
達
成
で
き

な
か
っ
た
領
域
の
技
術
」、「
市
場
が
欲
し
て
い

る
実
用
性
の
あ
る
技
術
」
の
開
発
者
の
ラ
ン
キ

ン
グ
な
の
で
あ
る
。
現
に
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に

お
い
て
、
他
の
上
位
入
賞
者
に
比
べ
、
寺
島
顧

問
の
有
効
特
許
件
数
は
お
世
辞
に
も
多
い
と
は

言
い
難
い
。
し
か
し
、
裏
を
返
せ
ば
寺
島
顧
問

が
開
発
し
た
特
許
技
術
の
一
つ
ひ
と
つ
す
べ
て

が
豊
か
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
高
度
で
実
用
性

に
優
れ
た
技
術
で
あ
り
、
そ
れ
が
市
場
に
お
い

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　

　

そ
ん
な
優
れ
た
技
術
者
で
あ
り
ア
イ
デ
ア

マ
ン
の
寺
島
顧
問
が
「
信
州
の
名
工
」
と
し

て
長
野
県
か
ら
表
彰
さ
れ
た
の
は
平
成
２７
年

（
２
０
１
５
）
の
こ
と
。

　
　「

電
子
応
用
機
械
器
具
組
立
工
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
私
は
日
本
に
は

開
発
能
力
・
ア
イ
デ
ア
力
を
評
価
す
る
仕
組
が

ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
て

い
ま
す
。
長
年
、
職
人
と
し
て
培
っ
た
腕
や
技

術
力
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
評
価
さ
れ
て
然
る

べ
き
で
、
そ
れ
に
異
論
を
唱
え
る
つ
も
り
は
毛

頭
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
考
え
方
や
も
の
の
見

方
、
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
力
。
こ
う
い
っ
た

能
力
も
、
も
っ
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
あ
。
そ
こ
が
評
価
さ
れ
る
仕
組
、
そ

ん
な
励
み
が
な
い
と
な
か
な
か
後
進
も
続
か
な

い
で
し
ょ
」

　
　

　

同
年
、
マ
ー
ス
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
で
は
会
社
の

創
立
２０
周
年
を
記
念
し
、
町
の
産
業
振
興
の
た

め
３
０
０
万
円
を
町
へ
寄
付
し
て
い
る
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
町
が
平
成
２3
年
か
ら
毎
年

行
っ
て
い
る
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
坂
城
の
優

れ
た
技
能
者
や
特
許
の
取
得
・
発
明
を
し
た
技

術
者
を
表
彰
す
る
「
坂
城
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
表
彰
」
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
。

　
　

　

次
世
代
の
も
の
づ
く
り
を
気
に
か
け
る
寺
島

顧
問
に
「
で
も
最
近
は
坂
城
町
で
も
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
溢
れ
る
技
術
を
売
り
に
す
る
会
社
が
出

て
き
て
い
る
よ
ね
」
と
、
隣
に
座
る
清
水
顧
問

が
笑
顔
で
話
し
か
け
た
。
掛
け
合
う
言
葉
は
阿

吽
の
呼
吸
。
会
社
の
礎
を
築
い
た
二
人
は
、
現

在
、
後
進
の
育
成
に
務
め
な
が
ら
、
社
員
と
会

社
の
限
り
な
い
未
来
を
見
守
っ
て
い
る
。

　
　※ （
株
）
パ
テ
ン
ト
・
リ
ザ
ル
ト
社
発
表
「
発
明
者　

注

目
度
番
付
ト
ッ
プ
１
０
０
」
よ
り
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２頭の牛から始まった大きな夢
「企業は人なり」をモットーとし、世界を舞台に躍進を続ける

宮後工業 株式会社
代表取締役会長宮後睦雄

M iyago Mutsuo

【プロフィール】
宮後睦雄（みやごむつお）
１９３９年生まれ　坂城町出身
１９５４～１９７０年 ㈱利根川製作所、アガツマ精
機㈱勤務
１９７１年�宮後工業㈱　入社　専務取締役
１９８８年�代表取締役副社長
１９９３年�代表取締役社長
２０１９年�代表取締役会長
２０２１年没　享年８２
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宮後工業本社玄関に飾られる乳牛の像と乳牛を売って購入したプレス機

２０１７年には、産業分野での功績により黄綬褒章を受章。左
は宮後正現社長

　

少
し
の
誤
差
も
許
さ
れ
な
い
、
限
り
な
く
高

い
精
度
が
要
求
さ
れ
る
精
密
機
器
業
界
。
そ
ん

な
厳
し
い
世
界
で
躍
進
を
続
け
て
き
た
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
が
宮
後
工
業
だ
。
そ
の

本
社
入
口
に
は
、
乳
牛
の
像
が
飾
ら
れ
て
い

る
。

　

精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
に
牛
の
像
と
は
お
お
よ

そ
似
つ
か
わ
し
く
な
い
取
り
合
わ
せ
だ
が
、

そ
の
由
来
を
代
表
取
締
役
の
宮
後
睦
雄
会
長
が

語
っ
て
く
れ
た
。

　
　「

違
和
感
が
あ
る
で
し
ょ
。
意
外
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
ウ
チ
は
牛
か
ら
始

ま
っ
た
会
社
な
ん
で
す
よ
。
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ

機
器
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
た
私
か
ら
、
当
時

は
酪
農
業
を
し
て
い
た
兄
・
臣
吉
に
『
こ
れ

か
ら
は
機
器
製
造
の
時
代
に
な
る
と
思
う
。

一
緒
に
会
社
を
始
め
て
み
な
い
か
？
』
と
声
を

か
け
た
ん
で
す
。
酪
農
ひ
と
筋
だ
っ
た
兄
か
ら

し
た
ら
、
兄
弟
と
は
い
え
そ
ん
な
畑
違
い
の
仕

事
を
す
す
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
き
っ
と
困
惑
し

た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
、
自
分
の
思
い
に

賛
同
し
て
く
れ
た
兄
は
、
長
年
飼
い
育
て
て
き

た
大
切
な
メ
シ
の
種
で
あ
る
乳
牛
２
頭
を
手
放

す
決
心
を
し
て
く
れ
た
。
そ
う
し
て
牛
を
売
っ

た
お
金
で
プ
レ
ス
機
を
購
入
し
た
ん
で
す
。
宮

後
工
業
と
い
う
会
社
は
そ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
第
１
号
の
プ
レ
ス
機
と
と
も
に
、
購

入
の
元
手
と
な
っ
た
兄
貴
の
牛
を
本
社
の
入
口

に
飾
っ
て
い
る
ん
で
す
。
と
言
っ
て
も
、
ま
さ

か
生
き
た
牛
を
飾
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
で
す

か
ら
（
笑
）、
像
を
あ
あ
し
て
飾
っ
て
い
る
ん

で
す
」

　
　

　

そ
の
像
か
ら
は
創
業
時
の
初
心
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
、
と
い
う
宮
後
会
長
の
強
い
思
い
と

決
意
が
感
じ
ら
れ
る
。
今
や
日
本
を
代
表
す
る

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
の
受
注
も
引
き

も
切
ら
な
い
ほ
ど
に
成
長
し
た
同
社
だ
が
、
そ

の
礎
は
２
頭
の
牛
と
、
兄
弟
が
お
互
い
に
寄
せ

る
厚
い
信
頼
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
　

　

そ
の
後
、
弟
の
孝た

か
し忠
氏
も
加
わ
り
、
兄
弟
３

人
が
中
心
と
な
っ
て
盛
り
立
て
て
い
っ
た
宮
後

工
業
。
そ
の
経
営
は
順
調
に
推
移
し
て
い
っ

た
。
し
か
し
平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
の
年
始

早
々
、
同
社
に
ひ
と
つ
の
危
機
が
訪
れ
た
。

　
　「

あ
の
晩
の
こ
と
は
忘
れ
よ
う
と
思
っ
て
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
晩
、
戸
倉
上
山
田
の
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２００１年に宮後電子（上海）有限公司を設立し、プレス製品・精密金型を生産する

▪沿革
年 出来事など

昭和38年（1963） 宮後臣吉氏を中心として宮後工業を設立
昭和42年（1967） 有限会社宮後工業を設立
昭和44年（1969） 現在地に新工場を新築して量産体制を確立
昭和50年（1975） 有限会社宮後工業を宮後工業株式会社に

商号変更
平成５年（1993） 代表取締役社長に宮後睦雄氏が就任
平成6年（1994） 坂城町南条テクノさかき工業団地にテク

ノさかき工場新設
平成13年（2001） 上海市嘉定区に現地法人宮後電子（上海）

有限公司を設立
平成25年（2013） タイ国 ＭＩＹＡＧＯ ＩＮＤＵＳ　ＴＲＹ（Ｔhailand）

ＣＯ．，ＬＴＤ． を設立
平成28年（2016） 代表取締役社長 宮後睦雄氏が黄綬褒章

を受章
令和元年（2019） 代表取締役会長に宮後睦雄氏が就任し、

代表取締役社長に宮後正氏が就任

温
泉
旅
館
で
会
社
の
新
年
会
を
催
し
た
の
で
す

が
、
そ
の
晩
の
こ
と
。
深
夜
、
一
本
の
電
話
が

鳴
り
ま
し
た
。
こ
っ
ち
は
い
い
気
分
で
寝
て
い

る
と
こ
ろ
を
夜
中
に
起
こ
さ
れ
た
わ
け
で
す
か

ら
、『
な
ん
だ
な
ん
だ
？
』
と
な
っ
て
」

　
　

　

突
然
の
電
話
。
そ
の
内
容
は
、
当
時
同
社
の

社
長
で
あ
り
、
一
緒
に
創
業
し
た
兄
・
臣
吉
氏

が
倒
れ
た
と
い
う
知
ら
せ
だ
っ
た
。
電
話
の
向

こ
う
で
慌
て
て
い
る
様
子
の
甥
に
対
し
「
と
に

か
く
落
ち
着
け
」
と
伝
え
、
自
身
の
息
子
で
あ

る
正
氏（
現
社
長
）を
現
地
へ
と
向
か
わ
せ
た
。

　
　

「
兄
貴
は
千
葉
の
成
田
山
に
新
年
の
お
参
り

に
行
く
と
出
掛
け
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
全
く

元
気
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
出
発
前
、
僕
は
『
兄

貴
、
会
社
の
新
年
会
に
顔
を
出
さ
な
い
な
ん

て
、
バ
チ
が
当
た
る
ぞ
』
な
ん
て
憎
ま
れ
口
を

き
い
て
た
く
ら
い
だ
か
ら
。
そ
ん
な
だ
っ
た
か

ら
、
連
絡
が
来
た
と
き
は
本
当
に
驚
い
て
し

ま
っ
て
」

　
　

　

全
く
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
、
兄
の
急

逝
。
だ
が
、
い
つ
ま
で
も
右
往
左
往
し
て
い
る

訳
に
は
い
か
な
い
。
思
い
も
よ
ら
な
い
形
で
社

を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
決
め
た
宮
後
会
長
に
と
っ

て
、
そ
れ
か
ら
の
数
日
間
は
目
も
回
る
よ
う
な

忙
し
さ
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　「

ま
あ
、
ま
だ
ま
だ
日
本
の
景
気
も
よ
か
っ

た
こ
ろ
で
す
か
ら
ね
。
何
と
か
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」

　
　

　

宮
後
会
長
が
率
い
る
新
体
制
と
な
っ
た
宮
後

工
業
は
、
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
、
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
た
。
そ
れ

か
ら
８
年
後
と
な
る
平
成
１3
年
（
２
０
０
１
）

に
は
初
の
海
外
進
出
を
果
た
す
こ
と
と
な

る
。
こ
の
年
、
か
つ
て
坂
本
九
が
歌
っ
た
「
明

日
が
あ
る
さ
」
が
リ
バ
イ
バ
ル
・
ヒ
ッ
ト
と

な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
を
は
じ
め

と
し
た
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
、
沈
滞
ム
ー
ド
漂
う
世

相
の
な
か
、
多
く
の
人
々
が
こ
の
歌
に
希
望
を

見
出
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
宮
後
工
業
も
ま

た
「
明
日
」
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
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生産された製品は、大手電機メーカーのカーナビやゲーム機などに使
われている

■企業データ（令和３年１０月現在）
宮後工業 株式会社
●代 表 者 代表取締役社長　宮後　正
●所 在 地 〒389-０6０2　長野県埴科郡坂城町中之条１０25
●設 立 １963年１０月
●資 本 金 7０００万円
●事業内容
主要製品

プレス金型設計・製作、金属プレス加工
品、基盤実装

●従業員数 2００名
●W E B https://www.miyago-gp.co.jp/

２０２１年４月１日　東京２０２０の聖火ラン
ナーを務めた

「
当
社
、
初
の
海
外
工
場
と
な
る
『
宮
後
電

子
上
海
』
を
平
成
１3
年
に
設
立
し
ま
し
た
。

当
時
、
町
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
現
地
視
察
を

は
じ
め
念
入
り
に
下
準
備
を
重
ね
た
つ
も
り
で

は
い
た
の
で
す
が
、
や
は
り
海
外
は
難
し
い

な
、
と
感
じ
ま
し
た
ね
。
国
が
変
わ
れ
ば
国
民

性
も
変
わ
る
し
、
商
習
慣
が
変
わ
る
部
分
も
あ

る
。
い
や
あ
、
な
か
な
か
大
変
で
し
た
よ
」

　
　

　

現
地
社
員
の
採
用
に
し
て
も
ひ
と
筋
縄
で
は

い
か
ず
苦
労
し
た
と
当
時
を
振
り
返
る
宮
後
会

長
だ
が
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
も
な
ん
と
か

上
海
工
場
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
に
成
功
。

　

ま
た
、
上
海
進
出
か
ら
約
１０
年
が
過
ぎ
た
平

成
２５
年
（
２
０
１
３
）
に
は
、
海
外
第
２
の
拠

点
と
な
る
「
宮
後
タ
イ
ラ
ン
ド
」
を
タ
イ
に
設

立
。
こ
ち
ら
も
順
調
に
稼
動
し
て
お
り
、
今

後
、
隣
接
す
る
土
地
に
規
模
を
拡
大
し
て
い
く

予
定
だ
。

　
　「

日
本
で
あ
ろ
う
と
海
外
で
あ
ろ
う
と
『
企

業
は
人
』
だ
と
い
う
こ
と
。
こ
の
根
幹
は
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
後
工
業
と
い
う
会
社
が
こ

こ
ま
で
大
き
く
な
れ
た
の
は
、
社
員
の
皆
さ
ん

の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
人
間
の
努
力
は
平
等
に
評
価
さ
れ
る
べ

き
だ
と
い
う
の
が
常
々
、
私
が
考
え
て
い
る
こ

と
。
こ
の
会
社
で
働
く
す
べ
て
の
社
員
が
会
社

を
よ
く
し
よ
う
と
努
め
る
こ
と
が
大
事
な
ん
で

す
。
私
が
し
て
い
る
こ
と
と
い
え
ば
、
そ
の

た
め
の
舵
取
り
を
少
し
手
伝
っ
て
い
る
だ
け

（
笑
）。
だ
か
ら
ね
、
楽
な
も
の
で
す
よ
」

　

今
で
も
社
員
の
結
婚
式
に
は
「
福
寿
無
量
」

と
書
い
た
直
筆
の
色
紙
を
新
郎
新
婦
に
贈
る
と

い
う
宮
後
会
長
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
成
長
を
果
た

し
た
今
も
、
社
員
は
皆
家
族
と
い
う
思
い
を
そ

こ
に
し
た
た
め
る
。

　
　　

宮
後
工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長 

宮
後
睦
雄

様
は
、
本
稿
取
材
後
の
令
和
３
年
７
月
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
遺
族
な
ら
び

に
宮
後
工
業
株
式
会
社
様
の
ご
承
諾
の
も
と
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
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厳選された材料から作られる人気チョコレート菓子
おいしさと安全を日本全国へ

株式会社 ロビニア
代表取締役社長尾形禎彦

Ogata Yoshihiko

【プロフィール】
尾形禎彦（おがたよしひこ）
１９５８年生まれ　東京都出身
１９８１年 正栄食品工業㈱　入社
２００４年 ㈱ロビニア 工場長
２００９年 常務取締役
２０１０年 代表取締役社長
趣味はルアーフィッシング
座右の銘は「急がば回れ」
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ロビニアが生産するチョコレート菓子

　

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
坂
城
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
製
品
の
製
造
・
加
工
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
な
か
で
も
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
が
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
菓
子
を
製
造
す
る
株
式
会
社
ロ
ビ
ニ

ア
だ
。

　

株
式
会
社
ロ
ビ
ニ
ア
は
、
昭
和
3６
年

（
１
９
６
１
）
に
誕
生
。
以
後
６０
年
あ
ま
り
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
い
し
さ
を
追
求
し
続
け
て

き
た
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー

向
け
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
か
ら
製
菓
材
料
ま

で
、
幅
広
い
製
品
を
生
産
し
て
い
る
。

　
　

　

尾
形
禎
彦
社
長
は
、
平
成
２２
年

（
２
０
１
０
）
に
、
株
式
会
社
ロ
ビ
ニ
ア
の
代

表
取
締
役
に
就
任
。
そ
の
前
は
、
５
年
ほ
ど
工

場
長
・
常
務
取
締
役
を
務
め
て
い
た
。

　
　

　

尾
形
社
長
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
東
京
秋
葉
原
に
、
正
栄
食
品
工
業
株
式
会
社

と
い
う
ロ
ビ
ニ
ア
の
親
会
社
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
か
ら
出
向
と
い
う
形
で
来
て
い
ま
す
。
同

じ
正
栄
食
品
グ
ル
ー
プ
の
工
場
が
全
国
に
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
何
カ
所
か
を
回
っ
て
今

は
坂
城
に
い
ま
す
。
坂
城
に
は
異
動
を
挟
み
、

延
べ
２７
年
ほ
ど
住
ん
で
い
ま
す
」

　
　「

当
社
は
、
以
前
は
東
京
農
産
と
い
う
名
称

で
し
た
が
、
昭
和
６２
年
（
１
９
８
７
）
に
ロ
ビ

ニ
ア
に
変
更
し
ま
し
た
。
作
っ
て
い
る
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
と
、
社
名
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
合
わ
な
い

の
で
、
グ
ル
ー
プ
会
社
全
体
に
、
社
名
を
募
集

し
た
結
果
、
ア
カ
シ
ア
の
学
名
で
あ
る
ロ
ビ

ニ
ア
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ア
カ
シ
ア
は
生
命
力

の
強
い
植
物
で
す
の
で
、
坂
城
か
ら
日
本
全
国

へ
と
い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
既
に
3０
年
以

上
こ
の
名
前
で
、
坂
城
で
事
業
を
続
け
て
い
ま

す
」

　
　

　

ロ
ビ
ニ
ア
は
「
麦
チ
ョ
コ
」「
コ
ー
ン
チ
ョ

コ
」「
レ
ー
ズ
ン
チ
ョ
コ
」
な
ど
、
ド
ラ
イ
フ

ル
ー
ツ
や
ナ
ッ
ツ
類
を
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
包

ん
だ
、
多
く
の
種
類
の
菓
子
を
製
造
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
に
用
い
る
レ
ー
ズ
ン
や
ア
ー
モ
ン

ド
な
ど
の
原
料
は
、
親
会
社
の
正
栄
食
品
が

海
外
か
ら
厳
選
し
て
仕
入
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
正
栄
食
品
は
、
製
菓
原
料
の
輸
入
会
社
で

あ
る
た
め
、
い
い
も
の
を
安
く
仕
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。
だ
か
ら
原
材
料
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
ロ
ビ
ニ
ア
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
、
幅
広
い
年

齢
層
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　
　

　

尾
形
社
長
に
よ
る
と
、
主
力
商
品
の
「
麦

チ
ョ
コ
」
の
生
産
量
は
、
国
内
に
お
い
て
ロ
ビ

ニ
ア
が
最
も
多
い
。
年
間
１
０
０
０
ト
ン
か
ら

１
２
０
０
ト
ン
と
い
う
想
像
を
絶
す
る
量
を
生

産
し
、
あ
ら
ゆ
る
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

「
今
は
お
か
げ
さ
ま
で
、
ス
ー
パ
ー
は
も
ち

ろ
ん
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
大
手
の
３

社
を
含
め
、
ほ
ぼ
す
べ
て
に
納
入
し
て
い
ま

す
」

　
　

　

コ
ン
ビ
ニ
と
の
取
引
が
増
え
る
な
か
で
、
ロ

ビ
ニ
ア
の
売
り
上
げ
も
伸
び
て
き
た
。
平
成
の

初
期
は
、
年
間
売
上
が
２２
億
～
２3
億
円
く
ら
い

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
４０
億
円
を
超
え
る
売
り

上
げ
が
あ
り
、
平
成
の
間
に
実
に
、
７
割
近
く

103



▪沿革
年 出来事など

昭和36年（1961） 東京農産株式会社を設立し、アンズ・ク
ルミ等の農産物加工を開始

昭和38年（1963） チョコレートの製造設備を導入し、チョ
コレート菓子の事業体制を確立

昭和62年（1987） 商号を「株式会社ロビニア」に変更
平成19年（2006） チョコレートの仕込み加工設備を更新
平成21年（2009） 生産設備の自主保全である5Ｓ　 活動を中

心とした「ＴＰＭ 活動」を開始
平成26年（2014） 第四工場（三階建棟）を増築し、掛物製

品の生産体制を強化
平成28年（2016） 食品の安全衛生規格「ＦＳ　Ｓ　Ｃ22000」の認

証取得
平成29年（2017） 原料棟を増築し、パフの生産を強化
令和元年（2019） 大型設備を導入し、掛物製品の増産体制

を整える

日々、新製品の開発に励む。かつて、坂城町の特産品である「ねずみ大根」を使用
したチョコレートも販売した

伸
び
て
い
る
。

　
　「

平
成
の
前
半
は
、
全
国
展
開
す
る
大
手
の

ス
ー
パ
ー
が
大
き
な
販
売
力
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
平
成
の
中
ご
ろ
か
ら
、
流
通
の

中
心
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
今
は
、
大
手
３
社
の
コ
ン
ビ
ニ
を

主
な
納
入
先
と
し
て
、
商
品
を
作
っ
て
い
ま

す
」

　
　

　

と
こ
ろ
が
、
当
初
は
、「
正
栄
食
品
」
や
「
ロ

ビ
ニ
ア
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ

で
販
売
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
そ

う
だ
。

　

そ
れ
が
一
変
し
た
の
は
、
各
コ
ン
ビ
ニ
が
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド（
Ｐ
Ｂ
）の
商
品
を
売
り

出
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
特
に
平
成

２０
年
（
２
０
０
８
）
こ
ろ
か
ら
、そ
の
傾
向
が

強
く
な
っ
た
。

「
コ
ン
ビ
ニ
各
社
が
Ｐ
Ｂ
の
商
品
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
増
や
し
て
い
く
な
か
で
、
当
社
の
製

品
も
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｐ
Ｂ
で
販
売
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
急
速
に
売
り
上

げ
が
伸
び
て
い
き
ま
し
た
」

　
　

　

大
手
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
に
お
け
る
Ｐ
Ｂ

が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
急
伸
し
、
消
費
者
に

も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に

は
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
に
と

ら
わ
れ
ず
、
味
や
品
質
、
価
格
な
ど
〝
中
身
〟

を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
消
費
者
の
購
買
意

識
の
変
化
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

コ
ン
ビ
ニ
各
社
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｂ
商
品
の
売

り
上
げ
が
好
調
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う

に
、
お
菓
子
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
手
メ
ー
カ
ー

の
菓
子
と
並
ん
で
、
Ｐ
Ｂ
商
品
が
中
央
に
大
き

く
陳
列
さ
れ
て
い
る
光
景
も
珍
し
く
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
近
年
で
は
、
大
手

菓
子
メ
ー
カ
ー
も
コ
ン
ビ
ニ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
商
品
の
開
発
・
生
産
に
踏
み
出
し
た
と
か
。

　
　「

最
近
、
食
品
表
示
法
が
改
正
さ
れ
、
販
売

者
だ
け
で
は
な
く
、
製
造
元
も
商
品
に
記
載
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
コ

ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
で
販
売
さ
れ
て
い
る
当
社

で
生
産
し
た
商
品
に
は
、
当
社
の
名
前
が
し
っ

か
り
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
」

　
　

　

こ
の
食
品
表
示
法
の
改
正
は
、
思
わ
ぬ
副
産
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麦チョコの目視選別工程。品質管理、衛生管理が徹底している

■企業データ（令和３年１０月現在）
株式会社 ロビニア
●代 表 者 代表取締役社長　尾形禎彦
●所 在 地 〒389-０6０2　長野県埴科郡坂城町中之条54１
●設 立 １96１年7月
●資 本 金 １０００万円
●事業内容
主要製品

チョコレートの製造と販売

●従業員数 １9０名
●W E B https://robinia.co.jp/

物
を
生
む
。

　
　「

当
社
が
生
産
す
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
商
品
に

『
ロ
ビ
ニ
ア
』
の
社
名
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
社
員
も
や
り
甲
斐
が
あ
る
と
喜

ん
で
い
ま
す
。
社
員
の
士
気
が
上
が
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
作
っ
た
も
の

が
、
あ
ち
こ
ち
の
お
店
に
並
ん
で
い
れ
ば
う
れ

し
く
な
り
ま
す
よ
ね
」

　
　

　

た
だ
、「
ロ
ビ
ニ
ア
」
と
い
う
社
名
が
世
に

広
く
認
知
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
産
者
と

し
て
新
た
な
責
務
も
生
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
尾
形
社
長
に
よ
る
と
、
購
買
意
識
の
変
化

と
と
も
に
、
消
費
者
の
「
食
の
安
全
に
関
す
る

意
識
」
も
変
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う
。

　
　「

過
去
に
は
、
自
社
だ
け
で
製
造
の
品
質
や
作

り
方
を
決
め
て
、
そ
の
基
準
で
す
べ
て
を
進
め

る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
食
に
関
係

す
る
不
祥
事
、
た
と
え
ば
、
産
地
偽
装
や
賞
味

期
限
ご
ま
か
し
、
原
材
料
の
偽
装
、
表
示
の
法

令
違
反
な
ど
が
相
次
ぎ
、
連
日
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
だ
け

の
基
準
で
行
う
と
、
大
き
な
過
失
を
起
こ
し
か

ね
な
い
と
い
う
生
産
者
の
反
省
が
生
ま
れ
、
消

費
者
の
食
の
安
全
に
関
す
る
意
識
も
高
ま
り
ま

し
た
」

　
　「

そ
こ
で
、国
際
的
な
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
や
、
食
品

安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
で

あ
る
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
な
ど
の
認
証
を
得

る
こ
と
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
管
理
基
準
で
し
っ
か
り
生
産
し
て

い
る
こ
と
を
、お
客
さ
ん
に
証
明
し
な
い
と
製

品
を
納
入
さ
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
特
に
、大

手
の
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
の
要
求
は
と
て
も
厳
し
い

も
の
で
す
」

　
　「

Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
は
、
食
品
の
安
全

衛
生
に
特
化
し
た
基
準
で
す
か
ら
、
品
質
だ
け

で
は
な
く
、
工
場
の
衛
生
管
理
な
ど
に
つ
い
て

も
、
細
か
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。
衛
生
区
分
と

非
衛
生
区
分
、
中
間
の
区
分
と
い
う
よ
う
に
３

つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
、
作
業
着
の
着
替
え
や

靴
の
履
き
替
え
な
ど
、
細
か
い
基
準
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
か
、
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
認
証
と

い
う
の
は
必
須
で
す
の
で
、
全
社
を
挙
げ
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
入
れ
て
認
証
を
取
得
し
ま
し

た
」

　

食
の
安
全
の
た
め
、
そ
し
て
お
い
し
い
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
消
費
者
に
届
け
る
た
め
に
、
今
後

も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
、
尾
形
社
長
は
話
し

て
く
れ
た
。
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微細加工展示会　東京ビッグサイト

メッセナゴヤ展
ポートメッセナゴヤ

寄稿文の紹介

平成の歩みを振り返る
町内事業所より平成の出来事を寄稿していただきました。

寄
稿
紹
介
①

　
　
　
　

夢
を
カ
タ
チ
に

未
来
の
チ
カ
ラ
へ

㈱
エ
フ
デ
ィ
ハ
イ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役
　
西
澤
武
夫

　
　

　

弊
社
、
株
式
会
社
エ
フ
デ
ィ
ハ

イ
テ
ッ
ク
は
、
平
成
１７
年
（
２
０

０
５
）
に
設
立
し
た
有
限
会
社
エ

フ
デ
ィ
企
画
を
前
身
と
し
、
令
和

３
年
（
２
０
２
１
）
に
改
組
・
誕

生
し
ま
し
た
。

「
夢
を
カ
タ
チ
に
未
来
の
チ
カ

ラ
へ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
従
来
で
き

な
か
っ
た
領
域
の
も
の
づ
く
り
に

挑
戦
し
、
よ
り
高
精
度
、
桁
違
い

の
性
能
向
上
を
目
指
し
て
射
出
成

形
品
、
超
精
度
金
属
加
工
品
、

微
細
加
工
品
、
ナ
ノ
加
工
品
を
試

作
・
生
産
し
新
し
い
技
術
展
開
で

寄
与
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

　

射
出
成
形
品
で
は
誰
も
到
達
で

き
な
か
っ
た
薄
さ
ｔ
＝
０
・
１
㎜

の
成
形
を
実
現
し
、
多
く
の
企
業

様
や
研
究
開
発
・
技
術
開
発
ご
担

当
者
様
よ
り
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

電
子
、
半
導
体
関
係
で
は
微
細

化
、
省
力
化
へ
の
機
能
効
果
が
得

ら
れ
今
ま
で
の
技
術
で
は
達
成
し

え
な
か
っ
た
領
域
で
成
果
を
得
て

お
り
ま
す
。

　

超
精
度
部
品
で
は
１
／
１
０
０

０
台
か
ら
１
／
１
０
０
０
０
台
へ

と
公
差
精
度
を
高
め
る
こ
と
に
も

成
功
し
、
コ
ネ
ク
タ
、
電
子
、
半

導
体
、
自
動
車
、
医
療
機
器
、

時
計
、
カ
メ
ラ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
精
密
機
器
等
の
部
品
の
中
核

を
な
す
機
構
部
品
に
採
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

微
細
加
工
及
び
ナ
ノ
加
工
品

は
面
粗
度
（Ra2nm

）
の
超
鏡
面

加
工
に
お
い
て
、
桁
違
い
の
性

能
、
機
能
を
発
揮
し
ま
す
。
製
品

と
し
て
は
光
学
マ
イ
ク
ロ
レ
ン

ズ
ア
レ
イ
（
球
面
、
非
球
面
）、

導
光
板
、
マ
イ
ク
ロ
流
路
、
剣

山
、
自
由
曲
線
で
の
異
形
状
製

品
、
ド
ッ
ト
パ
タ
ー
ン
、
導
光
板

等
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
を

実
現
す
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
、
次
世
代
通
信
規
格
５
Ｇ
、
最

新
医
療
等
の
分
野
に
お
い
て
更
な

る
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

弊
社
の
取
り
組
み
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
微
細
加
工
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
、
機
械
要
素
技
術
展
、
宇
宙
航

空
部
品
展
示
会
、
メ
ッ
セ
ナ
ゴ

ヤ
、
諏
訪
メ
ッ
セ
な
ど
の
世
界
規
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模
の
展
示
会
に
積
極
的
に
参
加
し

て
お
り
、
来
場
さ
れ
る
研
究
・
開

発
、
技
術
ご
担
当
者
様
と
レ
ベ
ル

の
高
い
意
見
交
換
を
行
い
、
次
世

代
に
向
け
た
「
製
品
づ
く
り
」
を

目
指
し
ま
す
。
信
頼
と
技
術
力
で

業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ

ニ
ー
と
し
て
、
日
々
、
努
力
し
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。　
　

寄
稿
紹
介
②

　
　
　
　

坂
城
町
は
ナ
リ
タ
が

玄
関
だ

�

創
研
　
代
表
　
清
水
政
紀

（
技
術
・
経
営
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
　

　

平
成
１9
年
（
２
０
０
７
）
に
創

研
を
創
業
す
る
ま
で
の
38
年
間
の

う
ち
㈱
柳
沢
精
機
製
作
所
（
現
Ｋ

Ｙ
Ｂ
‒
Ｙ
Ｓ
）で
８
年
間
、
技
術
・

開
発
部
門
で
初
代
シ
ビ
ッ
ク
と
ケ

ン
と
メ
リ
ー
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の

「
ド
ア
ヒ
ン
ジ
」
の
製
品
開
発
に

従
事
し
、
量
産
立
ち
上
げ
を
し
ま

し
た
。
本
田
技
研
の
和
光
市
の
研

究
所
と
日
産
の
荻
窪
設
計
に
頻
繁

に
通
い
、
鈴
鹿
製
作
所
及
び
日
産

村
山
工
場
で
量
産
の
車
が
ラ
イ
ン

で
流
れ
た
と
き
、
20
代
の
若
き
エ

ン
ジ
ニ
ア
が
感
激
の
嬉
し
涙
を
流

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

こ
れ
が
私
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

の
原
点
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
の
後
、
竹
内
製
作
所
に
30

年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
う
ち
25
年

間
は
第
２
の
柱
の
撹
拌
機
部
門
を

担
当
し
、
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
工
業
用
攪
拌
機
を
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
に
育
て
、
世
界
の
工
業
用

攪
拌
機
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の

Ｕ
Ｓ
Ａ
の
ラ
イ
ト
ニ
ン
社
と
業

務
・
技
術
提
携
し
、
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
攪
拌
技
術
を
修
得
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
同
じ
攪
拌
性
能

を
半
分
の
消
費
馬
力
の
攪
拌
翼
を

開
発
し
、
特
許
を
取
得
し
ま
し

た
。
そ
の
後
も
い
く
つ
か
の
特
許

を
出
願
し
、
特
許
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）
に
取

締
役
（
撹
拌
機
事
業
部
長
・
千
曲

工
場
長
）
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ

Ｑ
に
上
場
す
る
た
め
に
技
術
・
管

理
体
制
な
ど
を
整
備
、
成
文
化
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
商
品
企
画
部

門
を
担
当
し
、
第
３
の
柱
と
す
べ

く
環
境
事
業
分
野
で
バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
を
加
圧
・
混
錬
し
て
繊
維
を

解
繊
し
「
膨
潤
処
理
」
す
る
植
繊

機
等
を
開
発
・
特
許
取
得
し
発
明

協
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
１9
年
に
竹
内
製
作
所
を
定

年
退
社
後
、「
創
研
」
を
設
立
し
、

「
産
・
学
・
官
」
の
う
ち
従
来
の

「
産
」
の
企
業
だ
け
で
な
く
「
学
」

は
信
州
大
学
地
域
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、
３
年
間
で
三
十
数
件
の
産
学

官
連
携
・
共
同
研
究
に
携
わ
り
、

そ
の
後
は
「
官
」
で
あ
る
長
野
県

の
外
郭
団
体
の
長
野
県
中
小
企
業

振
興
セ
ン
タ
ー
の
経
営
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
２
年
間

で
の
べ
５
０
０
件
の
県
内
中
小
企

業
の
技
術
・
経
営
相
談
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
発
明
協
会
の
特
許

流
通
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
と
し
て
、
３
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年
間
で
二
十
数
件
の
特
許
移
転
相

談
、
技
術
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
的
機
関
の
技
術
・
技
術
経

営
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ほ
か

に
、
私
的
に
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
の

有
効
活
用
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、【
健
康
と
環
境
分
野
】
の

企
画
開
発
・
商
品
化
を
進
め
る
べ

く
、
環
境
分
野
の
各
種
研
究
会
・

協
議
会
の
会
員
と
し
て
参
加
中
で

す
。
バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
や
し
て
熱

に
変
換
、
そ
し
て
さ
ら
に
電
気
に

変
換
す
る
「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン

ジ
ン
装
置
」
を
普
及
す
る
た
め
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン

ジ
ン
普
及
協
会
の
発
起
人
の
一
人

と
し
て
設
立
し
、
坂
城
町
に
信
越

支
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
県
内
の
会
員
企
業
と
バ
イ
オ

マ
ス
の
有
効
活
用
に
よ
り
、Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
、
脱
炭
素
社
会
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

健
康
分
野
で
は
、
く
ま
笹
の
有

効
成
分
ト
リ
シ
ン
の
癌
、
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
抑
制
効
果
な
ど
に
注

目
し
、
健
康
管
理
士
の
資
格
も

取
得
し
、
東
京
の
健
康
食
品
の

メ
ー
カ
ー
に
技
術
顧
問
と
し
て
協

力
、
現
在
ソ
ウ
ケ
ン
ヘ
ル
ス
で

も
販
売
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
驚
異
の
「
高
濃
度
ク
マ
ザ
サ

エ
キ
ス
Ｔ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｓ
」
を
通
じ
て

有
効
成
分
の
ト
リ
シ
ン
の
魅
力
を

提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
分
野
の
う
ち
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ

エ
ン
ジ
ン
分
野
で
は
、
創
研
の
支

援
先
の
芝
浦
工
業
大
学
高
見
弘
教

授
の
開
発
し
た
移
動
式
電
源
車

（
災
害
な
ど
で
電
気
と
お
湯
を
供

給
）
の
事
業
化
企
業
と
の
連
携
を

依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
研
究
・
実
験

に
つ
い
て
は
多
く
の
デ
ー
タ
を
積

み
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
創
研
と
共
同
出
願
し

て
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
で

日
米
特
許
を
取
得
し
た
自
然
技
術

調
和
研
究
所
代
表
の
栗
田
秀
實
博

士
の
高
効
率
の
多
重
衝
突
型
の

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
装
置
（
小
水

路
、
用
水
、
温
泉
排
水
な
ど
活

用
）
の
製
造
・
販
売
企
業
と
の
連

携
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
、
五
十
数
年
お
世

話
に
な
っ
た
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
坂
城
町
の
振
興
の
た
め
に
経

験
、
技
術
、
人
脈
等
が
微
力
な
が

ら
役
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
昨

今
で
す
。

　
　創

研
の
ＨＰ

　

https://souken-h.jp/

寄
稿
紹
介
③

　
　
　
　

平
成
時
代
を
思
い
起
こ

せ
ば

㈲
ヨ
シ
カ
ワ

代
表
取
締
役
　
𠮷
川
芳
秋

　
　

　

当
社
で
は
、
油
圧
部
品
加
工
機

械
を
メ
イ
ン
に
設
備
し
て
い
ま
す
。

　

創
業
し
た
昭
和
の
時
代
で
は
な

か
な
か
大
量
生
産
の
部
品
加
工
に

か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
多
種

少
ロ
ッ
ト
の
部
品
加
工
が
メ
イ
ン

で
し
た
。
し
か
し
昭
和
後
半
か
ら

平
成
初
期
の
バ
ブ
ル
期
に
入
り
、

大
量
生
産
部
品
を
受
注
す
る
こ
と

が
で
き
、
経
営
が
安
定
し
ま
し
た
。

　

バ
ブ
ル
期
に
は
、
月
産
６
０
０

０
～
１
万
個
の
部
品
加
工
を
請
け

負
い
、
土
曜
、
日
曜
も
機
械
を
稼

働
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、
安
定

し
た
売
り
上
げ
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
、
会
社
経
営
と
生
活
に
も

ゆ
と
り
が
出
て
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
後
も
大
量
生
産
部
品
を
何
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点
か
受
注
で
き
、
こ
の
と
き
の
売
り

上
げ
で
加
工
機
械
の
代
金
と
新
工
場

建
設
資
金
と
お
お
よ
そ
の
不
良
債
権

は
ク
リ
ア
ー
で
き
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
ま
す
。
大
量
生
産
を
委
託
し
て

い
た
だ
い
た
取
引
先
の
会
社
に
は
感

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
の
時
代
に
入
り
、
町
立
図

書
館
で
開
催
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
教

室
に
通
い
Ｄ
Ｏ
Ｓ
語
を
学
び
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
が

始
ま
り
、
自
分
で
画
像
を
世
界
に

発
信
で
き
る
環
境
が
整
い
始
め
た

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
こ
ろ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
使

い
二
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
ラ
ジ
コ
ン

パ
ー
ツ
の
設
計
を
始
め
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
設
計
の
条
件
と
し
て

社
内
設
備
で
完
成
品
と
な
る
よ
う

心
が
け
ま
し
た
。

　

社
内
設
備
を
使
っ
た
ラ
ジ
コ
ン

パ
ー
ツ
と
か
動
力
シ
ス
テ
ム
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ラ
ジ
コ

ン
パ
ー
ツ
を
載
せ
た
と
こ
ろ
、

Ｗ
大
学
の
学
生
か
ら
コ
ン
タ
ク
ト

が
あ
り
、
二
足
歩
行
の
ロ
ボ
ッ
ト

「
ピ
ノ
」
の
歩
行
用
パ
ー
ツ
と
し

て
使
い
た
い
と
の
こ
と
で
注
文
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

こ
の
学
生
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と

し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
会
社
を

立
ち
上
げ
、
現
在
は
点
検
ロ
ボ
ッ

ト
に
力
を
入
れ
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
つ
な
が
り
で
当
社
で
も

二
足
歩
行
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
を

行
い
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
‒
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
大

会
に
出
場
し
た
り
、
坂
城
町
工
業

展
、
商
業
フ
ェ
ア
で
皆
さ
ん
に
ご

覧
い
た
だ
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
究
会
に
在

籍
し
て
い
た
平
成
７
年(

１
９
９

５)

に
、
長
野
市
に
あ
る
海
外
旅

行
用
品
販
売
会
社
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ハ

ウ
ス
か
ら
研
究
会
に
、
海
外
で
日

本
の
電
気
製
品
を
使
う
た
め
の
変

換
プ
ラ
グ
ア
ダ
プ
タ
ー
「
サ
ス
コ

ム
」の
開
発
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
変
換
プ
ラ
グ
ア
ダ
プ
タ
ー

に
興
味
が
あ
り
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
２
月
か
ら
設
計
に
入

り
、
試
作
品
を
添
乗
員
に
試
用
し

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
好
感
触

で
あ
っ
た
た
め
、
量
産
試
作
、
量

産
製
品
設
計
と
進
め
、
平
成
９
年

（
１
９
９
７
）
に
は
商
品
と
し
て

完
成
し
て
海
外
旅
行
用
品
販
売
店

の
ブ
ラ
ン
ド
で
世
の
中
に
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
発
、
生
産
資
金
は
、
ト
ラ
ベ

ラ
ー
ハ
ウ
ス
に
出
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
研

究
会
の
決
算
報
告
で
樹
脂
金
型
製

作
費
用
、
プ
レ
ス
型
製
作
費
用
等

含
め
合
計
７
０
０
万
円
以
上
の
決

算
報
告
が
で
き
た
の
を
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。

　

量
産
は
当
初
か
ら
の
成
り
行
き

で
我
社
で
引
き
受
け
ま
し
た
。「
サ

ス
コ
ム
」
の
生
産
は
ニ
ュ
ー
リ
ー

ダ
ー
研
究
会
会
員
個
々
の
本
業
を

活
か
し
て
い
た
だ
き
、
月
産
３
０

０
０
台
を
ベ
ー
ス
に
徐
々
に
生
産

台
数
を
増
や
し
、
ピ
ー
ク
時
に
は

１
万
２
０
０
０
台
ま
で
増
え
ト
ー

タ
ル
80
万
台
弱
を
出
荷
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
最
近
は
Ｆ
３
Ａ
競
技
に

使
う
模
型
飛
行
機
の
動
力
シ
ス
テ

ム
に
力
を
入
れ
開
発
し
て
い
ま

す
。

　

一
般
的
に
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
Ｆ
３
Ａ
競
技
大
会
に
使
用

す
る
競
技
用
模
型
飛
行
機
は
Ｆ
Ａ

Ｉ
世
界
基
準
が
あ
り
ル
ー
ル
に
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則
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

基
準
は
、
全
長
２
メ
ー
ト
ル
以

内
、
全
幅
２
メ
ー
ト
ル
以
内
、
重

量
５
キ
ロ
以
内
が
国
際
基
準
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
選
手
権
大
会
は
毎

年
持
ち
回
り
で
国
内
各
地
で
開
催

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

２
年
ご
と
に
世
界
選
手
権
大
会

が
行
わ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
ス

イ
ス
大
会
、
イ
タ
リ
ア
大
会
に
応

援
に
行
き
ま
し
た
。
私
が
作
っ
た

動
力
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
国
産

の
競
技
用
模
型
飛
行
機
の
参
加
が

あ
り
、
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
機

の
動
力
シ
ス
テ
ム
と
し
て
世
界
に

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

よ
く
友
人
か
ら
、「
社
長
の
趣

味
は
何
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
以
前
は

「
ラ
ジ
コ
ン
機
の
組
み
立
て
、
操

縦
」
と
答
え
て
い
た
の
が
、
最
近

で
は
「
模
型
飛
行
機
用
の
新
し
い

動
力
シ
ス
テ
ム
の
設
計
と
試
作
し

て
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
す
る
『
も
の

づ
く
り
』
か
な
」
と
答
え
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
Ｆ
３
Ａ
機
用
シ
ン
グ

ル
プ
ロ
ペ
ラ
シ
ス
テ
ム
と
か
二
重

反
転
プ
ロ
ペ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
設
計

に
時
間
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

社
内
設
備
は
土
日
は
稼
働
し
て

い
な
い
の
で
作
り
た
い
シ
ス
テ
ム

を
設
計
し
、
社
内
設
備
を
使
っ

て
パ
ー
ツ
の
加
工
を
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
、
経
理
担
当
の

妻
に
は
「
そ
れ
何
？　

何
に
使
う

の
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、

完
成
品
は
私
の
頭
の
中
、
完
成
し

た
と
き
は
「
酒
の
つ
ま
み
」
と
な

る
の
で
す
。

　

会
社
の
売
り
上
げ
も
安
定

し
、
生
活
に
も
ゆ
と
り
が
で
き
た

こ
ろ
、
坂
城
町
商
工
会
工
業
部
会

幹
事
の
要
請
が
あ
り
、
商
工
会
に

携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
商
工
会
理
事
を
経
て
、

商
工
会
工
業
部
会
長
を
３
期
９
年

間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
若
輩
者
の
私
が
い
つ
の
ま
に

か
一
人
前
の
経
営
者
に
育
て
て

い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
こ
の
と
き
の
工
業
部
会
担
当

事
務
局
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
坂
城
町

工
業
を
支
え
て
い
く
２
代
目
、
３

代
目
の
方
々
に
は
社
内
設
備
の
能

力
を
存
分
に
活
用
し
、
得
意
先
か

ら
の
図
面
で
は
な
く
、
独
自
の
図

面
で
「
も
の
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
た
だ
き
、
自
分
の
会
社
で
し
か

作
れ
な
い
も
の
を
発
見
し
て
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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